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二
〇
二
四
年 

聖
典
に
親
し
む
会
『
往
生
論
註
』
報
告 

担
当
部
分 

真
宗
聖
教
全
書
一 

二
七
九
～
二
八
〇
頁
八
行
目
ま
で 

報
告
テ
ー
マ 

 
 

題
号
釈 

及
び 

二
道
釈 

岡
田
幾
太
郎  

一
、 

原
文 

 無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
註 
卷
上 

婆
藪
槃
頭
菩
薩
造 

 

曇
鸞
法
師
註
解 

（ 

A 

前
半 

二
道
釈 

） 

謹
案
龍
樹
菩
薩
ノ

『
十
住
毗
婆
沙
ヲ

』
一

（
卷
五
易

行
品
意

）
云
ク

。
「
菩
薩
求
ニ

二

阿
毗
跋
致

あ

び

ば

っ

ち

ヲ

一

有
リ

二

二
種
ノ

道
一

。
一
者
難
行
道
、
二
者
易
行
道
ナ
リ

。
難
行
道
ハ

者
、
謂
ク

於
テ

三

五
濁
之
世
、
於
ニ

二

无
佛
ノ

時
ニ

一

求
ル
ヲ

二

阿
毗
跋
致
ヲ

一

爲
ス

レ

難
ト

。
此
ノ

難
ニ

乃 い
ま

シ

有

リ

多
ク
ノ

途 み
ち

、
粗 ほ

ぼ

言
テ

五
三
ヲ

、
以
テ

示
ス

二

義
ノ

意
ヲ

一

。
一
者
外
道
相

し
ょ
う 

修
醬

反 

善
ハ

亂
ル

二

菩
薩
ノ

法
ヲ

一

、
二
者
聲
聞
ハ

自
利
ニ
シ
テ

障
フ

二

大
慈
悲
ヲ

一

、
三
者
无
キ

レ

顧
コ
ト

レ

惡
ヲ

人
ハ

破
ス

二

他
ノ

勝
德
ヲ

一

、
四
者
顚
倒
ノ

善
果
能
ク

壞 ヤ
ブ

ル
二

梵
行
ヲ

一

、
五
者
唯
是
自
力
ニ

シ
テ

无
シ

二

他
力
ノ

持
ツ

一

。
如
キ

レ

斯 か
く

ノ

等 ら

ノ

事 じ

、
觸 フ

ル
ゝ
ニ

レ

目
ニ

皆
是
ナ
リ

。
譬
バ

如
シ

二

陸
路

ノ

步
行
ハ

則
苦
シ
キ
ガ

一

。
易
行
道
者
ハ

、
謂
ク

但
以
二

信
佛
ノ

因
縁
ヲ

一

願
ズ

レ

生
ト

二

淨
土

ニ
一

。
乘
ジ
テ

二

佛
願
力
二

一

便
チ

得 う

三

往
ニ

生
ヲ

彼
ノ

淸
淨
ノ

土
ニ

一

。
佛
力
住
持
シ
テ

卽
チ

入

ル
二

大
乘
正
定
之
聚
ニ

一

、
正
定
ハ

卽
チ

是
阿
毗
跋
致
ナ
リ

。
譬
バ

如
シ

二

水
路
ニ

乘
ズ
レ
バ

レ

船
ニ

則
チ

樂
た
の
し
き

ガ
一

。
」
此
ノ

『
无
量
壽
經
優
波
提
舍
』
ハ

蓋
シ

上
衍 え

ん

之
極
致
不
退
之

風 ふ
う

航 こ
う

ナ
ル

者 も
の

也
。 

 

（ 

B 

後
半 

題
号
釈 

） 

「
无
量
壽
ハ

」
是
安
樂
淨
土
ノ

如
來
ノ

別
號
ナ
リ

。
釋
迦
牟
尼
佛

在
ま
し
ま
し

テ
二

王
舍
城
及

舍
衞
國
ニ

一

、
於
シ
テ

二

大
衆
之
中
ニ

一

說
キ
タ
マ
エ
リ

ニ

无
量
壽
佛
ノ

莊
嚴
功
德
ヲ

一

。
卽
以

テ
二

佛
ノ

名
號
ヲ

一

爲
ス

ニ

經
ノ

體
ト

一

。
後
ノ

聖
者
婆
數
槃
頭

ば

そ

ば

ん

づ

菩
薩
、
服
ニ

膺
一
升

反

如
來
大

悲
之
敎
ヲ

一

傍 そ
え

テ
レ

經
ニ

作
レ
リ

ニ

願
生
ノ

偈
ヲ

一

。
復
造
テ

二

長
行
ヲ

一

重
テ

釋
ス

ニ

梵
言
ヲ

一

。

「
優
婆
提
舍
ハ

」
此
ノ

間
ニ

无
シ

ニ

正
名
相
イ

譯
セ
ル

一

、
若
シ

擧
テ

二

一
隅
ヲ

一

可
シ

ニ

名
テ

爲
ス

一
レ

論
ト

。
所
以

ゆ

え

三

无
キ

ニ

正
名
譯
セ
ル
コ
ト

一

者
ハ

、
以
ノ

二

此
ノ

間
ニ

本
ト

无

ま
し
ま
さ
ざ
る

ヲ
一
レ

佛
故
ナ
リ

。
如
キ
ハ

ニ

此
ノ

間
ノ

書
ノ

一

、
就 つ

キ
ニ

孔
子
ニ

一

而
テ

稱
ス

レ

經
ト

。
餘
人
ノ

制
作

せ
い
さ
く

皆

ナ

名
テ

爲
ス

レ

子
ト

。
國
史
・
國
紀
之
徒
各
別
ノ

體
例
然 し

か
ナ
リ

。
佛
ノ

所
説
十
二
部
經
ノ

中
ニ

有
リ

二

論
議
經
一

、
名
ク

二

優
波
提
舍

う

ば

だ

い

し

ゃ

ト
一

。
若
シ

復
佛
ノ

諸
ノ

弟
子
、
解
テ

二

佛
ノ

經

敎
ヲ

一

與
ト

ニ

佛
義
一

相
應
者
ハ

、
佛
亦
許
シ
テ

名
ク

ニ

優
波
提
舍
ト

一

、
以
ノ

レ

入
ヲ

二

佛
法
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ノ

相
ニ

一

故
ニ

。
此
ノ

間
ニ
ハ

云
ウ

レ

論
ト

、
直
ニ

是
レ

論
議
而

已

ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト

。
豈
ニ

得
ン

三

正
シ
ク

譯
ス

ル
コ
ト
ヲ

ニ

彼
ノ

名
ヲ

一

耶 や

。
又
如
二

女
人
ヲ

於
テ

レ

子
ニ

稱
シ

レ

母
ト

、
於
テ

レ

兄
ニ

云
ガ

一
レ

妹

ト

。
如
レ

是
等
ノ

事
、
皆
隨
テ

レ

義
ニ

名
別
ナ
リ

。
若
シ

但
以
二

女
ノ

名
一

汎
ク

談
ニ

母
妹
ヲ

一

、
乃
チ

不
レ

失
ニ

女
之
大
體
ヲ

一

、
豈
ニ

含
ム

ニ

尊
卑
之
義
ヲ

一

乎 や

。
此
ノ

所
ノ

レ

云
ウ

論

亦
復
如
シ

レ

是
ノ

、
是
ヲ

以
テ

仍 な
お

因
而

音

存
シ
テ

ニ

梵
音
ヲ

一

曰
ウ
ト

ニ

優
波
提
舍
ト

一

。 

 

二
、 

読
み
下
し 

 

無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
の
註 

卷
上 

婆
藪
槃
頭
菩
薩
造 
 
曇
鸞
法
師
の
註
解 

（ 

A 

前
半 

二
道
釈 

） 

謹
ん
で
龍
樹
菩
薩
の
『
十
住
毗
婆
沙

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
び
ば
し
ゃ

』
を
案
ず
る
に
（
卷
五
の
易
行
品
の
意
）

云
く
。
「
菩
薩
阿
毗
跋
致

あ

び

ば

っ

ち

を
求
む
る
に
二
種
の
道
有
り
。
一
つ
に
は
難
行
道
、

二
つ
に
は
易
行
道
な
り
。
難
行
道
は
、
謂
く
五
濁
之
世
、
无
佛
の
時
に
於
て
阿

毗
跋
致
を
求
る
を
難
と
爲
す
。
此
の
難
に
乃 い

ま

し
多
く
の
途 み

ち

有
り
、
粗 ほ

ぼ

五
三
を
言

て
、
以
て
義
の
意
を
示
す
。
一
つ
に
は
外
道
の
相

し
ょ
う

（ 

修
醬

反

） 

善
は
菩
薩
の
法

を
亂
る
、
二
つ
に
は
聲
聞
は
自
利
に
し
て
大
慈
悲
を
障
う
、
三
つ
に
は
惡
を
顧

こ
と
无
き
人
は
他
の
勝
德
を
破
す
、
四
つ
に
は
顚
倒
の
善
果
能
く
梵
行
を
壞 ヤ

ブ

る
、
五
つ
に
は
唯
是
れ
自
力
に
し
て
他
力
の
持
つ
无
し
。
斯 か

く

の
如
き
等 ら

の
事 じ

目

に
觸 フ

ル

る
に
皆
是
な
り
。
譬
ば
陸
路
の
步
行
は
則
ち
苦
し
き
が
如
し
。
易
行
道

は
、
謂
く
但
信
佛
の
因
縁
を
以
て
淨
土
に
生
れ
ん
と
願
ず
。
佛
願
力
に
乘
じ
て

便
ち
彼
の
淸
淨
の
土
に
往
生
を
得 う

。
佛
力
住
持
し
て
卽
ち
大
乘
正
定
之
聚
に
入

る
、
正
定
は
卽
ち
是
れ
阿
毗
跋
致
な
り
。
譬
ば
水
路
に
船
に
乘
ず
れ
ば
則
ち

樂
た
の
し
き

が
如
し
。
」
此
の
『
无
量
壽
經
優
波
提
舍
』
は
蓋
し
上
衍 え

ん

之
極
致
不
退
之

風 ふ
う

航 こ
う

な
る
者 も

の

也
。 

 

（ 

B 

後
半 

題
号
釈 

） 

「
无
量
壽
」
は
是
れ
安
樂
淨
土
の
如
來
の
別
號
な
り
。
釋
迦
牟
尼
佛
王
舍
城
及

舍
衞
國
に

在
ま
し
ま
し

て
、
大
衆
之
中
に
し
て
无
量
壽
佛
の
莊
嚴
功
德
説
き
た
ま
え

り
。
卽
ち
佛
の
名
號
を
以
て
經
の
體
と
爲
す
。
後
の
聖
者
婆
數
槃
頭

ば

そ

ば

ん

づ

菩
薩
、
如

來
大
悲
之
敎
を
服
膺

一
升

反

し
て
經
に
傍 そ

え

て
願
生
の
偈
を
作
れ
り
。
復
た
長
行
を
造

て
重
て
梵
言
を
釋
す
。
「
優
婆
提
舍
」
は
此
の
間
に
正
名
相
い
譯
せ
る
无
し
、

若
し
一
隅
を
擧
て
名
（
づ
け
）

て
論
と
爲
す
可
し
。
正
名
譯
せ
る
こ
と
无
き 

 
 

所
以

ゆ

え

は
、
此
の
間
に
本
（
も
と
）

佛

无

ま
し
ま
さ
ざ
る

を
以
て
の
故
な
り
。
此
の
間
の
書
の
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如
き
は
、
孔
子
に
就 つ

き
て
經
と
稱
す
。
餘
人
の
制
作

せ
い
さ
く 

皆
な
名
け
て
子
と
爲

す
。
國
史
・
國
紀
之
徒
各
別
の
體
例
然 し

か

な
り
。
佛
の
所
説
十
二
部
經
の
中
に
論

議
經
有
り
、
優
波
提
舍

う

ば

だ

い

し

ゃ

と
名
く
。
若
し
復
た
佛
の
諸
の
弟
子
、
佛
の
經
敎
を
解

し
て
佛
義
と
相
應
す
る
は
、
佛
亦
許
し
て
優
波
提
舍
と
名
く
、
佛
法
の
相
に
入

を
以
の
故
に
。
此
の
間
に
は
論
と
云
う
、
直
に
是
れ
論
議
而

已

ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト

。
豈
に
彼
の

名
を
正
し
く
譯
す
る
こ
と
を
得
ん
耶 や

。
又
女
人
を
子
に
於
て
母
と
稱
し
、
兄
に

於
て
妹
と
云
う
が
如
し
。
是
の
如
き
等
の
事
、
皆
義
に
隨
て
名
別
な
り
。
若
し

但
女
の
名
を
以
て
汎
く
母
妹
を
談
ず
、
乃
ち
女
之
大
體
を
失
せ
ず
、
豈
に
尊
卑

之
義
を
含
む
乎 や

。
此
の
云
う
所
の
論
亦
復
是
の
如
、
是
を
以
て
仍 な

お
因
而

音

梵
音
を
存

し
て
優 う

波 ば

提 だ
い

舍 し
ゃ

と
曰
う
と
。 

 

三
、 

語
彙
と
解
釈
及
び
問
題
点 

(

ア) 

謹
案
（
謹
ん
で
案
ず
る
） 

① 

深
く
て
我
等
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
仏
本
願
の
道
理
を
推
求
し
て
い
く
時
に
、

そ
の
感
得
の
中
に
起
る
感
動
を
謙
譲
の
言
葉
と
し
て
表
わ
す
（
今
は
曇
鸞
）
。 

② 

親
鸞
『
教
行
信
証
』
の
各
巻
も
、
「
謹
案
」
又
は
「
謹
顕
」
で
始
ま
る
。 

③ 

総
序
、
後
序
、
『
観
経
疏
』
、
『
法
事
讃
』
は
次
の
様
に
始
ま
る
。 

1.
 

「
竊
か
に
以
み
れ
ば
真
如
広
大
な
リ
五
乗
も
そ
の
辺
を
測
ら
ず
」
（
玄
義
分
） 

2.
 

「
竊
か
に
以
み
れ
ば
娑
婆
広
大
に
し
て
火
宅
無
辺
な
り
」
（
『
法
事
讃
』
） 

④ 

本
願
を
頂
く
に
は
、
自
力
無
効
や
機
の
深
信
を
内
容
と
す
る
愚
禿
と
い
う
自

覚
が
必
須
で
あ
る
。 

⑤ 

論
註
が
愚
禿
の
自
覚
の
言
葉
で
本
願
に
頭
を
下
げ
る
態
度
表
明
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
教
説
を
聞
く
者
に
深
い
自
己
点
検
を
要
求
す
る
。 

(

イ) 

阿
毗
跋
致
と
は
阿
鞞
跋
致
と
も
書
き
「
不
退
転
」
を
意
味
す
る
。 

① 

「
不
退
転
」
と
は
菩
薩
の
階
位
で
、
仏
に
な
る
事
が
決
定
し
て
い
て
、
再
び

悪
趣
や
声
聞
・
縁
覚
や
凡
夫
の
位
に
退
き
、
転
落
す
る
こ
と
が
無
く
、
又
覚

っ
た
法
を
退
失
し
た
り
す
る
事
の
無
い
事
を
い
う
。 

② 

「
不
退
転
」
の
世
界
と
い
う
位
を
考
え
、
こ
れ
を
実
質
的
に
覚
り
の
世
界

に
摂
せ
ら
れ
た
事
と
考
え
る
こ
と
が
無
量
寿
経
の
教
え
の
意
義
に
沿
う
。 

(

ウ) 

論
註
が
二
道
釈
で
始
ま
る
と
い
う
事
の
意
味 

① 

曇
鸞
は
四
論
宗
（
三
論
宗
＋
『
大
智
度
論
』（
龍
樹
）
）
の
学
匠
と
い
わ
れ
、

四
論
宗
の
空
思
想
を
研
究
す
る
学
派
の
学
匠
で
あ
っ
た
。 

② 

四
論
宗
の
中
で
は
、
十
住
毘
婆
沙
論
の
易
行
品
は
根
本
論
と
は
見
ら
れ
ず
、

片
隅
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
四
論
の
学
匠
と
し
て 

1.
 

曇
鸞
は
仏
道
の
実
践
性
を
重
要
と
考
え
、
菩
提
流
支
に
よ
り
仙
経

を
焼
き
捨
て
、
浄
土
論
に
取
組
ん
だ
視
野
に
立
っ
た
と
き
、 

2.
 

易
行
道
と
い
う
真
実
の
道
を
見
出
し
、
二
道
釈
を
自
己
の
仏
道
の

立
脚
地
と
し
て
見
出
し
た
。 

③ 

こ
の
事
が
、
曇
鸞
に
お
け
る
仏
道
の
基
礎
で
あ
る
『
浄
土
論
註
』
を
二
道
釈

か
ら
始
め
た
と
い
う
事
の
意
義
と
考
え
る
。 

④ 

で
は
、
難
易
二
道
と
い
う
見
方
が
仏
道
の
立
脚
地
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う

事
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
阿
毗
跋
致
の
意
味
を
確
認
し
よ
う
。 

(

エ) 
阿
毗
跋
致
の
意
味 

① 

問
テ

曰
ク

、
是
ノ

阿
惟
越
致
ノ

菩
薩
ノ

初
事
、
如
シ

二

先
説
ノ

一

。
至
ル
ハ

二

阿
惟
越
致

地
ニ

一

者
、
行
ズ
ル
コ
ト

二

諸
ノ

難
行
ヲ

一

、
久
シ
ク
シ
テ

乃
チ

可
シ

レ

得
。
或
ハ

墮
ス

二

聲
聞
・

辟
支
佛
地
ニ

一

。
若
シ

爾
ラ
バ

者
是
レ

大
衰
患
ナ
リ

。
如
シ

ニ

『
助
道
法
』
ノ

（
菩
提
資
糧

論
卷
三
意

）
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中
ニ

説
ク
ガ

一

。
（
龍
樹
『
十
住
毘
婆
沙
論
』 

易
行
品 

第
九 

真
宗
聖
教
全
書
一 

二
五

三
頁
） 

② 

上
の
易
行
品
の
引
用
は
阿
惟
越
致
即
ち
初
歓
喜
地
の
菩
薩
に
な
る
に
は
諸

久
堕
の
難
を
行
じ
こ
れ
に
よ
っ
て
二
乗
地
に
堕
す
と
言
っ
て
い
る
。 

③ 

易
行
道
の
仏
道―

―

易
行
品
の
得
不
退
転
に
よ
る
仏
道
成
就
の
道
行 

1.
 

道
を
歩
む
ぼ
さ
つ
は
諸
の
難
行
を
行
じ
て
諸
久
堕
の
難
を
繰
り

返
す
。 

2.
 

諸
仏
の
教
え
は
易
行
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
仏
の
言
う
そ
れ

と
、
菩
薩
が
思
い
求
め
る
そ
れ
と
は
言
葉
は
同
じ
易
行
道
で
あ

っ
て
も
意
味
が
異
な
る
。 

3.
 

諸
仏
の
言
う
易
行
道
は
必
然
的
に
諸
久
堕
の
難
に
堕
す
る
そ
の

存
在
の
在
り
様
に
対
し
自
覚
的
に
、
大
乗
を
行
じ
、
不
惜
身

命
、
昼
夜
精
進
、
頭
燃
を
救
う
が
如
く
す
べ
し
と
い
う
意
味
。 

4.
 

こ
の
試
み
は
実
践
道
に
お
い
て
自
己
に
目
覚
め
、
法
に
目
覚
め

る
こ
と
を
そ
の
必
然
的
含
意
と
す
る
。 

5.
 

こ
の
試
み
は
実
践
道
に
お
い
て
自
己
と
法
に
目
覚
め
る
こ
と
の

実
現
を
そ
の
必
然
的
含
意
と
す
る
。 

(

ア) 

覚
り
を
得
る
こ
と
は
自
分
の
全
体
に
目
覚
め
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
不
可
能
性
を
超
え
な
け
れ
ば
自
分
の
全
体
を
照
ら

し
出
す
法
と
は
な
ら
な
い
。 

(

イ) 

此
の
重
さ
を
受
け
と
り
、
目
覚
め
る
べ
き
自
身
の
問
題
性
、

例
え
ば
二
乗
性
の
存
在
と
し
て
、
自
己
関
心
の
存
在
で
あ
る

こ
と
を
、
受
け
取
っ
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
次
の
様
に
、

「
汝
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
。 

(

ウ) 

「
汝
、
阿
惟
越
致
地
は
こ
の
法
甚
だ
難
し
、
久
し
く
し
て
乃

ち
得
べ
し
、
も
し
易
行
道
の
疾
く
阿
惟
越
致
地
に
至
る
こ
と

を
得
る
有
り
や
と
言
わ
ば
、
こ
れ
乃
ち
怯
弱
下
劣
の
言
な

り
」
（
真
聖
全
一p254

） 

(

エ) 

怯
弱
下
劣
・
儜
弱
怯
劣
と
呼
ば
れ
て
そ
の
様
な
自
己
で
あ
る

と
認
め
る
。
そ
の
上
で
（
真
の
）
易
行
道
を
聞
き
た
い
か
と

問
わ
れ
る
。
そ
れ
が
次
の
文
。 

(

オ) 

「
仏
法
に
無
量
の
門
あ
り
。
世
間
の
道
に
難
あ
り
易
あ
り
、

陸
道
の
歩
行
は
則
ち
苦
し
く
、
水
道
の
乗
船
は
則
ち
楽
し
き

が
如
し
。
菩
薩
の
道
も
ま
た
か
く
の
如
し
。
あ
る
い
は
勤
行

精
進
の
も
の
あ
り
、
あ
る
い
は
信
方
便
の
易
行
を
も
っ
て
、

と
く
阿
惟
越
致
地
に
至
る
者
有
り
。
」 

(

カ) 

「
如
是
諸
世
尊 

今
現
在
十
方 

若
人
疾
欲
至 

不
退
転
地

者 

応
以
恭
敬
心 

執
持
称
名
号
」
（
真
聖
全
一p254

） 

(

キ) 

こ
こ
に
起
き
て
い
る
こ
と
は
主
体
の
転
換
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
の
暗
黙
の
主
体
は
「
我
」
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が

「
汝
」
と
呼
ば
れ
る
意
識
と
し
て
現
れ
て
い
る
。 

6.
 

こ
こ
に
お
い
て
そ
の
汝
に
対
し
て
説
き
出
さ
れ
る
法
が
信
方
便

の
易
行
道
で
あ
る
。 

④ 

主
体
の
転
換
に
つ
い
て 

こ
の
視
点
は
仏
法
の
問
題
に
お
い
て
、
重
要
な

領
域
を
な
し
て
い
る
。 

1.
 

二
河
白
道
の
譬
（
愚
禿
鈔 

東p455, 

島
地p455

）
三
定
死
に

お
い
て
自
力
無
効
に
直
面
し
、
そ
こ
に
初
め
て
釈
迦
の
東
岸
発

遣
と
弥
陀
の
西
岸
召
喚
「
汝
、
一
心
正
念
直
ち
に
来
た
れ
」
と

が
聞
こ
え
る
。
親
鸞
は
三
定
死
に
お
け
る
「
汝
」
と
、
易
行
品

に
お
け
る
「
汝
」
と
は
同
じ
意
味
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。 

⑤ 

易
行
道
の
仏
道
に
つ
い
て 

易
行
道
の
仏
道
は
自
我
の
「
我
」
に
お
い
て

建
っ
て
い
た
自
力
の
自
己
が
一
方
に
お
い
て
他
力
の
働
き
に
よ
る
お
育
て

を
蒙
り
、
他
方
に
お
い
て
自
力
の
自
己
に
破
綻
し
て
、
本
願
の
大
い
な
る

世
界
に
「
汝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
自
己
こ
そ
本
当
の
自
己
で
あ
る
と

主
体
の
転
換
を
す
る
世
界
を
表
現
し
て
い
る
。 

1.
 

易
行
品
で
は
後
に
こ
の
「
汝
」
と
呼
び
出
さ
れ
た
者
が
「
も
し
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人
我
を
念
じ
名
を
称
し
て
自
ら
帰
す
れ
ば
、
即
ち
必
定
に
入
り

て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
」
と
説
か
れ
る
。
（
『
真
聖

全
一
』p259

） 

2.
 

易
行
道
と
難
行
道 

易
行
道
は
本
願
に
よ
っ
て
我
々
が
仏
道
に

立
つ
こ
と
が
出
来
る
、
そ
の
仏
道
を
い
う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど

水
路
に
船
に
乗
る
様
な
も
の
で
あ
る
と
譬
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
難
行
道
は
自
分
の
足
で
陸
路
を
歩
く
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
譬
え
ら
れ
、
自
分
で
切
り
開
い
て
覚
り
を
求
め
て
行
く
道

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
様
に
言
わ
れ
る
。 

「
難
行
道
者
ハ

、
謂
ク

於
三

五
濁
之
世
、
於
二

無
仏
ノ

時
ニ

一

求
ム
ル
ヲ

阿
毗
跋
致
ヲ

一

爲
ス

難
ト

。
」 

難
行
道
の
理
由
が
「
五
濁
之
世
、
無
仏
ノ

時
」 

と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を 

行
縁
の
難
と
い
う
。 

龍
樹
が
十
住
論
で
難
行
道
の
理
由
を
諸
久
堕
の
難
と
い
っ
て
行

体
の
難
と
言
わ
れ
た
の
に
対
し
、
曇
鸞
の
行
縁
の
難
と
は
、
行

ず
る
状
況
、
環
境
が
難
し
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
仏
道
成
就

が
難
か
し
い
理
由
を
時
代
社
会
に
転
嫁
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
龍
樹
・
天
親
の
時
代
と
の
違
い

は
仏
滅
後
の
無
仏
の
時
の
影
響
が
本
格
化
し
て
来
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
就
い
て
、
道
綽
の
眼
に
映
る
時
代
が
『
安
楽

集
』
に
次
の
様
に
出
て
く
る
。 

 

「
又
問
テ

曰
ク

。
一
切
衆
生
皆
有
リ

二

仏
性
一

。
遠
劫
ヨ
リ

以
来
応
ニ

値

フ
レ
二

多
仏
ニ

一

、
何
ニ

因
テ
カ

至
ル
マ
デ

レ

今
ニ

仍 ナ
ホ

自
ラ

輪
二

廻
シ
テ

生
死
ニ

一

不
ㇽ

ヤ
レ

出
デ

二

火
宅
ヲ

一

。 

 

「
答
テ

曰
ク

。
依
ル
ニ

二

大
乗
ノ

聖
教
ニ

一

、
良
二

由
テ
ナ
リ

レ

不
ル
ニ

下

得
テ

二

二
種
ノ

勝
法
ヲ

一

以
テ

排
は
ら
わ

中

生
死
ヲ

上

。
何
者
ヲ
カ

為
ル

レ

二
ト

。
一
ニ
ハ

謂
ク

聖
道
（
門
）
、
二
ニ
ハ

謂
ク

往
生
浄
土
（
門
）
ナ
リ

。
其
ノ

聖
道
ノ

一
種
ハ

今
ノ

時
難
シ

レ

証
シ

。
一
ニ
ハ

由
ル

下

去
ル
コ
ト

二

大
聖
一

遥
遠
ナ
ル
ニ

上

。
二
ニ
ハ

由

ル
二

理
深
ク

解
微
ナ
ル
ニ

一

。
」 

 

「
其
ノ

聖
道
ノ

一
種
ハ

今
ノ

時
難
シ

レ

証
シ

。
」
の
理
由
と
し
て
、
「
一
ニ

ハ

由
ル

下

去
ル
コ
ト

二

大
聖
一

遥
遠
ナ
ル
ニ

上

。二
ニ
ハ

由
ル

二

理
深
ク

解
微
ナ
ル
ニ

一

。」

と
い
う
。
そ
し
て
次
の
様
に
云
う
。 

 

是
ノ

故
二

『
大
集
月
蔵
経
ニ

』
（

巻
五

五
意

）
云
ク

。
「
我
ガ

末
法
ノ

時
ノ

中

ニ

億
億
ノ

衆
生
、
起
シ

レ

行
ヲ

修
セ
ン
ニ

レ

道
ヲ

未
ダ

レ

有
ラ

二

一
人
モ

得
ル

者
一

。
當
今
ハ

末
法
ニ
シ
テ

、
現
二

五
濁
悪
世
ナ
リ

、
唯
有
リ
テ

二

浄
土
ノ

一
門
一

可
キ

二

通
入
ス

一

路
ナ
リ
ト

。
」
と
。
（
以
上 

『
安
楽
集
』
上

『
真
聖
全
一
』p410

） 

 

3.
 

「
大
聖
遥
遠 

理
深
解
微
」
は
、
人
間
中
心
の
考
え
か
ら
釈
尊
の

覚
り
中
心
の
考
え
、
即
ち
覚
り
の
世
界
か
ら
来
て
い
る
本
願
の
名

号
、
本
願
の
教
、
其
れ
の
み
が
私
達
の
道
に
な
る
と
い
う
考
え
に

至
ら
し
め
ら
れ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
、
お
釈
迦
様
と
同
じ
様
に
覚

り
を
覚
る
の
な
ら
ば
お
釈
迦
様
と
同
じ
よ
う
に
自
力
を
尽
し
て

苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。 

仏
伝―

―

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
尼
連
禅
河
の
向
こ
う
側
に
、
前
正
覚
山

と
い
う
大
き
な
岩
山
が
あ
る
。
そ
こ
で
釈
尊
は
六
年
間
修
行
し
て
、

骨
と
皮
の
様
に
な
ら
れ
て
山
を
下
り
て
来
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
尼

連
禅
河
を
渡
ろ
う
と
し
て
流
さ
れ
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
と
い
う
村
の
娘

に
助
け
ら
れ
乳
粥
を
も
ら
っ
て
命
を
回
復
さ
れ
る
。
そ
し
て
尼
連

禅
河
か
ら
一
キ
ロ
程
の
所
に
あ
る
金
剛
宝
座
で
覚
り
を
開
か
れ

る
。
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

大
乗
仏
教
の
考
え
： 

上
述
の
通
り
、
釈
尊
と
同
様
に
覚
る
に
は
、
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釈
尊
と
同
様
に
自
力
を
尽
く
し
て
苦
労
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
れ
故
、
仏
伝
（
延
塚p52

）
の
お
釈
迦
様
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
十
信
、
十
住
、
十
行
、
十
回
向
、
十
地
、
等
覚
、
妙
覚
と

い
う
よ
う
に
、
『
菩
薩
瓔
珞
教
』
や
『
十
地
経
』
の
よ
う
な
段
階

的
な
自
力
の
道
が
立
て
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
本
当
に
苦
行
が

実
っ
て
覚
り
を
開
い
た
の
か
、
苦
行
と
何
の
関
係
も
無
く
覚
り
を

開
い
た
の
か
、
例
え
ば
最
初
か
ら
仏
で
あ
っ
た
の
か
、
は
、
私
達

に
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
釈
尊
に
お
聞
き
し
て
み
な
い
と
、
本

当
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
聞
く
（
問
う
）
べ
き
釈
尊
は
も
う

居
な
い
。
「
大
聖
去
る
こ
と
遥
遠
な
る
に
由
る
」
で
あ
る
。
釈
尊

は
も
う
お
ら
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
聞
い
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
自
力
の
仏
教
は
、
お
釈
迦
様
が
居
ら
れ
な
い
「
無
仏
の

時
」
に
は
成
立
た
な
い
。 

4.
 

「
理
深
く
解
微
な
る
に
由
る
」
に
つ
い
て 

こ
の
事
は
仏
と
凡

夫
の
乖
離
を
意
味
す
る
。
凡
夫
の
修
行
の
修
得
の
連
続
的
延
長

上
に
仏
を
想
定
で
き
な
い
程
、
仏
と
凡
夫
は
異
質
で
あ
る
と
い
う

実
情
が
存
在
し
て
、
仏
陀
は
真
理
の
応
化
身
、
即
ち
、
人
間
界

に
適
応
し
て
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
と
し
て
仮
の
す
が
た

を
以
て
出
て
き
て
下
さ
っ
た
が
元
々
仏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
「
浄
土
教
」
で
は
初
か
ら
仏
で
あ
る
応
化
身
と
し
て
の

お
釈
迦
様
の
身
を
示
し
て
老
病
死
に
少
し
も
左
右
さ
れ
な
い
仏
の

覚
り
を
教
え
て
い
る
と
仏
を
仰
ぐ
の
で
あ
る
。
即
ち
お
釈
迦
様
の

覚
り
の
内
容
と
し
て
の
本
願
を
本
体
と
す
る
応
化
身
と
し
て
浄
土

教
を
説
く
釈
尊
が
結
晶
し
て
く
る
。
（
こ
の
結
晶
作
用
の
プ
ロ
セ
ス
は

ど
の
様
に
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
）
対
し
て
「
難
行
道
」
で
は

お
釈
迦
さ
ま
も
私
達
も
人
間
で
あ
り
、
そ
の
人
間
が
段
階
的
な

修
行
に
よ
っ
て
覚
り
を
覚
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
が
自
力
の
仏

道
の
大
前
提
で
あ
る
。
親
鸞
の
比
叡
山
で
の
修
行
の
二
十
年
は

聖
道
門
が
成
り
立
た
な
い
根
拠
を
見
極
め
る
た
め
に
か
か
っ
た

二
十
年
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

5.
 

本
願
の
仏
道
と
方
便
の
仏
道 

龍
樹
に
於
て
は
難
行
道
が
本
道

で
、
易
行
道
は
方
便
で
あ
る
と
い
う
説
き
方
を
す
る
が
、
親
鸞

は
そ
の
様
に
は
読
ま
ず
、
易
行
道
し
か
仏
道
に
な
ら
な
い
の
だ

と
読
ん
で
い
る
。
親
鸞
に
は
全
て
の
人
に
と
っ
て
、
仏
道
に
な

る
の
は
本
願
の
仏
道
し
か
な
い
と
い
う
絶
対
の
自
信
が
あ
る
。
聖

道
門
こ
そ
実
は
方
便
な
の
だ
と
全
く
逆
転
し
て
し
ま
う
様
な
自

信
が
親
鸞
の
中
に
あ
る
。
実
は
曇
鸞
も
そ
う
で
あ
る
。
「
汝
」

と
如
来
の
方
か
ら
呼
び
出
さ
れ
る
。
如
来
の
方
か
ら
自
力
の
執

心
が
見
抜
か
れ
、
如
来
の
方
か
ら
人
間
を
言
い
当
て
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ど
ん
な
人
も
一
人
も
漏
れ
る
者
は
い
な
い
。
そ
こ
に

本
当
の
意
味
の
大
乗
と
い
う
事
が
実
現
す
る
。
人
間
の
個
々

別
々
の
能
力
を
信
頼
し
た
と
き
に
は
、
人
の
能
力
の
優
劣
と
い

う
話
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
本
願
力
回
向
の
名

号
は
、
人
間
的
な
一
切
の
も
の
は
受
け
つ
け
な
い
。
し
か
も
如

来
の
方
か
ら
す
べ
て
の
人
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
大
乗

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
な
ぜ
「
行
体
の

難
」
か
ら
「
行
縁
の
難
」
に
変
わ
る
か
と
い
う
と
、
一
番
大
き

い
の
は
仏
滅
で
あ
る
。
仏
が
い
る
か
い
な
い
か
。
仏
が
い
な
く

な
っ
た
状
況
の
中
で
、
一
体
仏
道
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
言

っ
た
ら
、
本
願
し
か
な
い
。
人
間
の
努
力
と
か
、
人
間
の
資
質

と
か
に
仏
道
の
根
拠
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
と
い
う
、
は

っ
き
り
し
た
自
信
が
曇
鸞
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
延
塚

説
） 

 

⑥ 

浄
土
と
は 
自
己
に
他
力
が
働
き
、
他
力
を
大
地
と
し
て
生
か
し
め
ら
れ
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て
い
る
と
感
得
す
る
世
界
で
は
「
我
」
と
は
、
本
願
・
他
力
に
よ
っ
て

「
汝
」
と
呼
ば
れ
、
一
切
衆
生
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
我
」
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
他
力
を
大
地
と
す
る
世
界
と
は
浄
土
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
事
に

な
る
。 

⑦ 

法
蔵
菩
薩
と
は 

法
蔵
を
ど
の
よ
う
に
受
け
取
る
か
と
い
う
問
題
は
、
そ

の
具
体
的
解
釈
は
色
々
あ
っ
て
よ
い
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
「
汝
」
大
い

な
る
世
界
に
出
で
よ
と
呼
ぶ
働
き
の
具
体
性
を
法
蔵
菩
薩
と
受
け
取
る
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑧ 

自
力
無
効 

人
間
の
問
題
は
人
間
自
身
の
中
か
ら
解
決
で
き
な
い
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
は
そ
の
事
に
気
付
け
ず
無
自
覚
に
生
き
て

い
る
。
そ
の
人
間
自
身
の
中
か
ら
解
決
で
き
な
い
問
題
と
は
何
か
と
問
う

て
み
て
も
、
人
間
自
身
の
側
か
ら
は
答
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
人
間
の

事
と
は
儜
弱
怯
劣
で
あ
る
。
「
儜
」
は
媚
び
諂
う
、
「
弱
」
は
弱
い
、

「
怯
」
は
卑
怯
者
の
怯
、
「
劣
」
は
劣
っ
た
も
の
、
そ
の
内
容
は
機
根
の

劣
っ
た
も
の
の
意
。
こ
れ
等
を
ま
と
め
る
と
、
透
徹
し
た
明
晰
な
智
慧
、

そ
し
て
、
如
何
な
る
も
の
も
受
け
止
め
る
い
の
ち
の
力
、
の
無
い
こ
と
を

意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
智
慧
と
い
の
ち
を
成
就
し
た
も
の
が
如

来
の
無
量
寿
・
無
量
光
で
あ
ろ
う
。
そ
の
様
な
哀
れ
な
存
在
と
し
て
の
人

間
を
如
来
は
覚
り
の
智
慧
か
ら
人
間
を
見
て
悲
し
ま
れ
て
建
て
ら
れ
た
の

が
本
願
の
教
え
で
あ
る
。
我
々
は
、
「
私
（
我
）
が
生
き
て
行
く
」
と
い

う
様
に
、
「
我
」
が
私
達
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、
「
我
」
を
中
心
に
生
き

て
い
る
。
し
か
し
、
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
で
は
、
反
対
に
、
如
来
の
方
か

ら
「
汝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
、
曇
鸞
や
親
鸞
は
読
み
取
っ
た
。
儜
弱
怯

劣
の
人
間
を
如
来
は
「
汝
」
と
呼
ん
で
「
我
に
帰
せ
よ
」
と
願
っ
て
い

る
。
そ
の
如
来
の
智
慧
に
よ
り
「
我
」
と
意
識
し
た
自
己
は
妄
想
で
あ

り
、
本
願
が
呼
ん
で
下
さ
る
「
汝
」
こ
そ
確
か
な
自
己
で
あ
る
と
、
方
向

が
逆
転
す
る
。
人
間
が
や
る
こ
と
で
本
当
の
意
味
で
人
間
を
開
い
て
行
く

よ
う
な
も
の
は
な
い
。
き
っ
と
こ
れ
か
ら
時
代
全
体
が
行
き
詰
ま
っ
て
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
処
ま
で
行
く
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
本
願
の
呼
び
声
に

よ
っ
て
、
「
我
」
に
破
れ
て
「
汝
」
に
蘇
る
の
で
あ
る
。
「
汝
」
こ
そ

「
儜
弱
怯
劣
・
怯
弱
下
劣
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
分
別
以
前

の
確
か
な
自
己
を
受
け
止
め
し
め
ら
れ
、
自
我
か
ら
開
放
さ
れ
て
行
く
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
、
こ
ち
ら
か
ら
言
え
ば
、
「
我
」
と
し
て
生
き
て
い
る

者
が
、
「
我
」
か
ら
「
汝
」
に
主
体
が
転
じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
こ
に
本
願
（
の
教
え
）
の
働
き
が
あ
る
。
主
体
が
「
我
」
か
ら

「
汝
」
に
転
じ
ら
れ
る
と
、
人
間
が
自
我
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
行
こ
う
と
す
る
歩
み
が
生
ま
れ
る
。
こ
こ
に
、
易
行
の
仏
道
が
私
共
に

与
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
本
願
の
仏
道
で
あ
り
、
他
力
の
仏
道
で
あ
る
。

そ
れ
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
「
易
行
品
」
で
あ
る

と
見
抜
き
、
そ
こ
に
、
自
分
が
立
っ
た
仏
道
が
あ
る
と
説
く
の
が
二
道
釈

で
あ
る
。 

 

(

オ) 

難
行
道
ハ

者
、
謂
ク

於
テ

三

五
濁
之
世
、
於
ニ

二

无
佛
時
一

求
ル
ヲ

二

阿
毗
跋
致
ヲ

一

爲
ス

レ

難
ト

。
此
ノ

難
ニ

乃 い
ま

シ

有
リ

多
ク
ノ

途 み
ち

、
粗 ほ

ぼ

言
テ

五
三
ヲ

、
以
テ

示
ス

二

義
ノ

意
ヲ

一

。 

 

① 

「
五
三
」
は
「
少
し
ば
か
り
」
を
挙
げ
て
と
い
う
意
味
の
中
国
語
の
常
套
句
。 

1.
 

「
此
の
難
」
に
沢
山
の
内
容
が
あ
る
が
、
今
「
少
し
ば
か
り
」
を

挙
げ
て
難
行
道
で
あ
る
と
い
う
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。 

2.
 

こ
こ
は
、
本
願
の
仏
道
に
立
っ
た
曇
鸞
が
、
本
願
の
智
慧
に
見
破

ら
れ
た
自
力
の
愚
か
さ
に
立
っ
て
、
我
と
我
が
世
界
の
虚
仮
不
実

の
相
を
悲
嘆
し
て
い
る
と
こ
ろ
。 

(

カ)
 

一
者
外
道
相 

修
醬

反 

善
ハ

亂
ル

二

菩
薩
ノ

法
ヲ

一 

① 

外
道
」
と
は
自
分
の
思
い
や
物
差
し
を
中
心
に
し
て
全
て
を
考
え

て
行
く
在
り
方
。
自
己
中
心
で
外
側
を
変
え
て
行
こ
う
と
す
る
外
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転
性
の
考
え
の
生
き
方
が
外
道
で
あ
る
。 

② 

文
意
は
外
道
・
我
々
の
見
せ
か
け
の
善
は
人
間
そ
の
も
の
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
菩
薩
の
法
を
乱
し
て
行
く
と
い
う
意
。 

(

キ)
 

二
者
聲
聞
ハ

自
利
ニ
シ
テ

障
フ

二

大
慈
悲
ヲ

一 

① 

一
と
二
は
対
に
な
っ
て
い
る
。 

② 

若
シ

无
ク
シ
テ

二

智
惠
一

爲
メ
ニ
ス
ル

二

衆
生
ノ

一

時
ハ

、
則
チ

墮
ス

二

顚
倒
ニ

一

。
若

シ

无
シ
テ

二

方
便
一

觀
ズ
ル

二

法
性
ヲ

一

時
ハ

、
則
證
ス

二

實
際
ヲ

一

。
（
真
聖
全
三
四

二
頁
） 

1.
 

「
実
際
」
と
は
観
念
的
な
悟
り
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
。 

2.
 

智
慧
が
無
く
て
世
間
と
関
わ
れ
ば
外
道
に
な
り
、
智
慧
に
よ
る
具

体
的
な
手
立
て
（
方
便
）
を
持
た
な
い
で
仏
教
に
関
わ
る
と
、
観

念
的
な
悟
り
（
実
際
）
に
入
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
、
こ
こ

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

3.
 

今
本
願
の
智
慧
に
よ
っ
て
自
分
の
分
別
が
破
ら
れ
、
初
め
て
、
我

と
我
が
世
界
の
深
い
闇
の
根
源
が
、
如
来
の
智
慧
に
よ
っ
て
自
力

と
見
破
ら
れ
た
。
そ
の
懴
悔
に
立
っ
て
世
界
を
も
う
一
度
批
判
し
、

自
己
を
如
来
の
智
慧
の
上
に
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
る
。 

(

ク)
 

三
者
无
キ

レ

顧
コ
ト

レ

惡
ヲ

人
ハ

破
ス

二

他
ノ

勝
德
ヲ

一 
 
 

① 

「
无
キ

レ

顧
コ
ト

レ

惡
ヲ

人
」
は
元
々
の
曇
鸞
の
読
み
方
で
は
「
無
顧
の
悪
人
」

と
よ
む
。
こ
の
場
合
は
、
後
先
を
顧
み
な
い
悪
人
と
い
う
意
味
に
な
る
。 

② 

し
か
し
、
親
鸞
は
わ
ざ
わ
ざ
「
悪
を
顧
み
る
こ
と
無
き
人
」
と
読
ま
れ
て
い

る
（
出
典
？
）
。
「
悪
を
顧
み
る
こ
と
無
き
人
」
は
全
く
同
じ
理
由
で
善
も

わ
か
ら
な
い
か
ら
、
結
局
本
能
的
に
自
分
の
利
害
の
み
に
関
わ
っ
て
「
他
の

勝
徳
を
破
す
」
。
つ
ま
り
、
仏
教
の
勝
れ
た
徳
を
駄
目
に
し
て
い
く
と
い
う

意
味
。 

(

ケ)
 

四
者
顚
倒
ノ

善
果
能
ク

壞 ヤ
ブ

ル
二

梵
行
ヲ 

① 

私
た
ち
が
や
る
自
力
の
善
は
、
本
来
無
常
な
る
も
の
を
常
住
と
見
な
し
、
本

来
無
我
な
る
も
の
を
我
と
執
着
し
て
幸
福
追
求
を
す
る
か
ら
、
全
て
は
逆

さ
ま
に
な
っ
て
、
必
ず
仏
教
の
清
ら
か
な
実
践
を
駄
目
に
し
て
い
く
。 

(

コ)
 

五
者
唯
是
レ

自
力
ニ
シ
テ

无
シ

二

他
力
ノ

持
ツ

一 

① 

以
上
、
既
に
四
つ
挙
げ
た
我
と
我
世
界
の
問
題
性
の
も
と
は
、
常
に
自
分
が

中
心
に
あ
り
、
自
分
を
前
提
に
し
て
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。 

② 

そ
こ
に
、
仏
教
が
成
り
立
た
な
い
、
弥
陀
の
本
願
の
智
慧
を
受
け
入
れ
な
い
、

本
願
に
帰
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
の
自
力
こ
そ
が
一
番
の
根
源
的
な
問

題
で
あ
る
。 

③ 

い
ま
曇
鸞
は
自
力
の
問
題
性
を
見
抜
か
れ
て
自
力
無
効
と
は
っ
き
り
頭
が

下
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
立
っ
て
み
れ
ば
、
次
の
言
葉
が
生
ま
れ
る
。 

(

サ)
 

如
キ

レ

斯 か
く

ノ

等 ら

ノ

事 じ

、
觸
ル
ニ

レ

目
ニ

皆
是
ナ
リ 

① 

凡
そ
、
世
の
事
柄
は
見
渡
す
限
り
、
こ
の
事
態
、
則
ち
、
自
力
の
弊
害
に

覆
わ
れ
て
い
る
。
と
、
曇
鸞
は
こ
こ
で
悲
嘆
し
、
嘆
異
し
て
い
る
。 

② 

「
教
化
」
や
「
自
利
利
他
の
利
他
行
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

③ 

こ
の
『
論
註
』
か
ら
は
実
は
「
嘆
異
」
と
い
う
事
が
教
化
で
あ
る
と
言
え
る
。 

④ 

歎
異
鈔
第
九
章
の
「
念
仏
も
う
し
候
え
ど
も
踊
躍
歓
喜
の
心
疎
か
に
候
こ

と
ま
た
い
そ
ぎ
浄
土
へ
参
り
た
き
心
の
候
わ
ぬ
は
如
何
に
と
候
べ
き
事
に

て
候
や
ら
ん
」
と
い
う
唯
円
の
問
い
に
、
「
親
鸞
も
こ
の
不
審
あ
り
つ
る
に

唯
円
坊
お
な
じ
心
に
て
あ
り
け
り
」
と
唯
円
の
問
い
を
引
き
受
け
て
、
「
喜

ぶ
べ
き
心
を
抑
え
て
よ
ろ
こ
ば
せ
ざ
る
は
煩
悩
の
所
為
な
り 

し
か
る
に

仏
か
ね
て
知
ろ
し
め
し
て
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
仰
せ
ら
れ
た
る
こ
と
な
れ

ば
、
他
力
の
悲
願
は
か
く
の
如
き
の
わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け
り
と
知
ら
れ

て
い
よ
い
よ
頼
も
し
く
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。
」
と
自
分
も
唯
円
も
包
ん
で
は
た

ら
い
て
い
る
本
願
に
帰
っ
て
い
く
。 

⑤ 
こ
の
よ
う
に
自
分
の
身
を
悲
嘆
し
て
す
べ
て
の
も
の
を
包
み
な
が
ら
本
願

に
帰
っ
て
い
く
こ
と
し
か
本
当
の
教
化
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
仏
道
の
具

体
性
が
あ
る
。
『
論
註
』
に
は
そ
れ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仏
道
の
具
体
性

を
『
論
註
』
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。 

(

シ)
 

譬
バ

如
シ

二

陸
路
ノ

步
行
ハ

則
苦
シ
キ
ガ

一

。
易
行
道
者
ハ

、
謂
ク

但
以
二

信
佛
ノ

因
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縁
ヲ

一

願
ズ

レ

生
ト

二

淨
土
ニ

一

。
乘
ジ
テ

二

佛
願
力
二

一

便
チ

得 う

三

往
ニ

生
ヲ

彼
ノ

淸
淨

ノ

土
ニ

一

。
佛
力
住
持
シ
テ

卽
チ

入
ル

二

大
乘
正
定
之
聚
ニ

一

、 
① 
「
易
行
道
者
ハ

、
謂
ク

但
以
二

信
佛
ノ

因
縁
ヲ

一

願
ズ

レ

生
ト

二

淨
土
ニ

一

」
と
は
、
こ

れ
は
第
十
八
願
至
心
信
楽
の
願
の
成
就
で
あ
る
。 

② 

「
乘
ジ
テ

二

佛
願
力
二

一

便
チ

得 う

往
ニ

生
ヲ

彼
ノ

淸
淨
ノ

土
ニ

一

。
佛
力
住
持
シ
テ

卽
チ

入

ル
二

大
乘
正
定
之
聚
ニ

一

」
、
こ
れ
は
第
十
一
願
必
至
滅
度
の
願
の
成
就
で
あ

る
。 

③ 

こ
れ
ら
か
ら
、
曇
鸞
は
第
十
八
願
の
成
就
と
第
十
一
願
の
成
就
し
か
易
行

道
の
と
こ
ろ
に
は
書
い
て
い
な
い
と
い
え
る
。 

④ 

こ
れ
に
対
し
て
、
曇
鸞
は
『
論
註
』
の
巻
末
の
「
三
願
的
証
」
で
第
十
八
願

と
第
十
一
願
と
第
二
十
二
願
の
三
願
に
よ
っ
て
、
我
々
の
仏
道
が
成
就
す

る
と
述
べ
ら
れ
る
。 

⑤ 

そ
の
中
で
、
第
十
八
願
と
第
十
一
願
の
成
就
が
自
利
、
第
二
十
二
願
の
成
就

は
利
他
で
あ
る
。 

⑥ 

し
か
し
、
易
行
道
釈
で
は
自
利
だ
け
し
か
書
い
て
な
い
。 

⑦ 

そ
れ
で
は
、
利
他
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
え
ば
、
五
難
と
し
て
自
力
を
嘆
異

（
批
判
）
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
第
二
十
二
願
に
相
当
す
る
と
お
も
わ
れ

る
。 

⑧ 

第
二
十
二
願
を
親
鸞
は
還
相
廻
向
の
願
と
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
直
接
嘆

異
と
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
第
二
十
二
願
の
直
接
的
な
具

体
性
は
、
師
の
教
化
を
表
す
願
で
あ
ろ
う
。
そ
の
、
師
の
教
化
（
阿
弥
陀
の

教
化
）
を
受
け
た
曇
鸞
に
し
て
も
親
鸞
に
し
て
も
、
ど
ち
ら
も
自
力
と
い
う

も
の
の
懴
悔
・
悲
嘆
こ
そ
が
二
人
の
立
脚
地
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
本
当

の
意
味
の
具
体
的
な
利
他
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

⑨ 

教
化
や
利
他
に
は
そ
の
根
源
に
「
嘆
異
」
と
い
う
こ
と
が
、
な
い
と
、
本
当

に
は
伝
わ
ら
な
い
。
上
か
ら
目
線
で
は
決
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
本
当
に
伝
わ

る
の
は
親
鸞
の
よ
う
に
悲
嘆
し
嘆
異
し
て
ゆ
く
、
謙
譲
の
心
が
な
い
と
本

当
の
利
他
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

⑩ 

そ
こ
で
、
五
難
の
自
力
と
い
う
も
の
の
嘆
異
に
よ
っ
て
、
我
々
が
立
っ
て
い

る
分
別
や
自
力
を
超
え
た
「
他
力
住
持
」
の
世
界
に
目
を
開
く
こ
と
が
願
わ

れ
る
。 

⑪ 

「
他
力
住
持
」
と
い
う
言
葉
が
大
事
で
あ
る
。「
住
持
」
と
い
う
言
葉
が
『
論

註
』
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
「
不
虚
作
住
持
功

徳
」
や
「
五
に
は
唯
、
是
自
力
に
し
て
他
力
の
た
も
つ
な
し
」
と
い
う
言
葉

に
関
係
し
て
い
る
。 

⑫ 

「
他
力
住
持
」
の
意
味
は
、
我
々
の
分
別
を
超
え
た
他
力
に
よ
っ
て
持
た
れ

て
い
る
大
き
な
世
界
で
あ
り
、
そ
の
世
界
に
目
を
開
け
よ
と
よ
び
か
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
世
界
を
知
ら
な
い
所
に
私
達
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
。 

⑬ 

「
如
シ

二

陸
路
ノ

步
行
ハ

則
苦
シ
キ
ガ

一

」
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の
力
を
信
じ

て
生
き
て
ゆ
く
の
が
人
間
の
在
り
方
・
現
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
時
も
苦

し
い
生
き
方
で
あ
る
。
出
来
れ
ば
も
う
や
め
た
い
け
れ
ど
も
そ
れ
も
や
め
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
他
力
住
持
と
い
う
世
界
に
眼
を
開
い
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
と
曇
鸞
は
言
う
。
こ
の
人
間
の
現
実
を
超
え
て
ゆ
く
道
が
他
力

住
持
で
あ
る
。 

⑭ 

そ
の
他
力
住
持
の
世
界
に
眼
を
開
い
て
行
く
仏
道
こ
そ
本
願
の
仏
道
で
あ

り
、
易
行
の
仏
道
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
曇
鸞
は
次
の
様
に
言
っ
た
。 

(

ス)
 

易
行
道
者
ハ

、
謂
ク

但
以
二

信
佛
ノ

因
縁
ヲ

一

願
ズ

レ

生
ト

二

淨
土
ニ

一

。
乘
ジ
テ

二

佛
願
力
二

一

便
チ

得 う

三

往
ニ

生
ヲ

彼
ノ

淸
淨
ノ

土
ニ

一

。
佛
力
住
持
シ
テ

卽
チ

入
ル

二

大
乘
正
定
之
聚
ニ

一

、
正
定
ハ

卽
チ

是
阿
毗
跋
致
ナ
リ

。
譬
バ

如
シ

二

水
路
ニ

乘

ズ
レ
バ

レ

船
ニ

則
チ

樂
ガ

一

。
」
此
ノ

『
无
量
壽
經
優
波
提
舍
』
ハ

蓋
シ

上
衍 え

ん

之

極
致
不
退
之
風 ふ

う

航 こ
う

ナ
ル

者 も
の

也
。 

① 

「
虚
作
」
＝
虚
し
く
作
（
な
）
す
、
む
だ
ご
と
。 

② 

住
持
」
＝
と
ど
め
た
も
ち
、
支
え
に
な
る
。
し
っ
か
り
と
持
ち
こ
た
え
る

こ
と 
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③ 

こ
こ
で
曇
鸞
が
述
べ
る
様
に
、
本
願
の
仏
力
住
持
の
世
界
を
開
い
て
く
れ

る
易
行
の
仏
道
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
信
仏
の
因
縁
を
以
て
開
か
れ

る
の
で
あ
る
。
本
願
の
力
に
よ
っ
て
我
々
の
本
来
性
に
帰
ろ
う
と
す
る
の

で
あ
る
。 

(

セ)
 

「
无
量
壽
ハ

」
是
安
樂
淨
土
ノ

如
來
ノ

別
號
ナ
リ

。
釋
迦
牟
尼
佛

在
ま
し
ま
し

テ
二

王

舍
城
及
舍
衞
國
ニ

一

、
於
シ
テ

二

大
衆
之
中
ニ

一

說
キ
タ
マ
エ
リ

ニ

无
量
壽
佛
ノ

莊
嚴

功
德
ヲ

一

。
卽
以
テ

二

佛
ノ

名
號
ヲ

一

爲
ス

ニ

經
ノ

體
ト

一

。 

① 

「
無
量
寿
」
と
は
安
楽
浄
土
の
如
来
の
別
号
で
あ
る
。
こ
れ
を 

1.
 

浄
土
・
阿
弥
陀
如
来
と
も
い
う
。 

2.
 

不
可
思
議
光
如
来
と
も
い
う
。 

3.
 

尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
も
い
う
。 

4.
 

そ
れ
を
こ
こ
で
は
「
無
量
寿
」
と
い
う
。 

② 

釈
尊
が
説
か
れ
た
経 

1.
 

『
大
無
量
寿
経
』
、
『
観
無
量
寿
経
』
＠
王
舎
城 

2.
 

『
阿
弥
陀
経
』in 

祇
樹
給
孤
独
園
＠
舎
衛
国 

(

ソ)
 

於
シ
テ

二

大
衆
之
中
ニ

一

說
キ
タ
マ
エ
リ

ニ

无
量
壽
佛
ノ

莊
嚴
功
德
ヲ

一 

① 

說
キ
タ
マ
エ
リ

ニ

无
量
壽
佛
ノ

莊
嚴
功
德
ヲ

一

＝
无
量
壽
佛
の
我
々
に
対
す
る
働
き

（
か
け
）
＝
本
願
の
は
た
ら
き 

② 

以
テ

二

佛
ノ

名
號
ヲ

一

爲
ス

ニ

經
ノ

體
ト

一 

1.
 

真
宗
の
大
綱
「
謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
案
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
あ

り
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
な
り
。
往
相
の
廻
向
に
つ

い
て
、
真
実
の
教
行
信
証
あ
り
。
」
（
真
宗
聖
典
一
五
二
頁
） 

2.
 

「
往
相
の
回
向
、
還
相
の
廻
向
」
と
は
「
他
力
」
を
表
わ
す
。 

③ 

教
巻
の
こ
の
「
真
宗
の
大
綱
」
に
つ
づ
け
て
、
「
夫
れ
真
実
の
教
を
顕
さ

ば
、
す
な
わ
ち
『
大
無
量
寿
経
』
こ
れ
な
り
。
斯
の
経
の
大
意
は
弥
陀
誓

い
を
超
発
し
て
広
く
凡
小
を
哀
れ
ん
で
選
ん
で
功
徳
の
寶
を
施
す
こ
と
を

致
す
。
釈
迦
世
に
出
興
し
て
道
教
を
光
闡
し
群
萌
を
拯
い
、
恵
む
に
真
実

の
利
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
。
こ
こ
を
も
っ
て
、
如
来
の
本
願
を
説
き
て
、

経
の
宗
致
と
す
。
す
な
わ
ち
、
仏
の
名
号
を
も
っ
て
、
経
の
体
と
す
る
な

り
。
」
（
真
宗
聖
典
一
五
二
頁
） 

(

タ)
 

後
ノ

聖
者
婆
數
槃
頭

ば

そ

ば

ん

づ

菩
薩
、
服
ニ

膺
シ
テ
一
升

反

如
來
大
悲
之
敎
ヲ

一

傍 そ
え

テ
レ

經
ニ

作

レ
リ

ニ

願
生
ノ

偈
ヲ

一

。
復
造
テ

二

長
行
ヲ

一

重
テ

釋
ス

ニ

梵
言
ヲ

一 

① 

服
膺
＝
身
に
ピ
タ
ッ
と
沿
っ
て
い
て
離
れ
な
い
と
い
う
意
味
。「
如
来
大
悲

の
教
」
を
胸
に
ピ
タ
ッ
と
頂
く
事
。 

② 

大
事
な
こ
と
は
「
如
来
大
悲
の
教
」
と
い
う
言
葉
で
『
大
経
』
を
語
る
と
こ

ろ
。
こ
こ
で
い
う
「
如
来
大
悲
の
教
」
と
は
世
親
の
問
題
に
す
る
菩
薩
道
と

し
て
の
『
浄
土
論
』
で
は
な
く
、
浄
土
こ
そ
「
如
来
大
悲
の
教
」
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。 

③ 

本
当
の
自
利
利
他
が
分
か
ら
な
い
人
間
に
、
阿
弥
陀
如
来
は
、
浄
土
と
し
て

の
自
利
利
他
を
教
え
て
下
さ
っ
て
い
る
。
世
親
は
そ
う
受
け
止
め
た
。 

④ 

そ
の
世
親
に
は
大
経
こ
そ
「
如
来
大
悲
の
教
」
と
い
う
真
実
教
で
あ
る
と
曇

鸞
は
言
お
う
と
し
て
い
る
。
（
曇
鸞
の
注
釈
で
は
世
親
は
実
は
『
大
経
』
を

「
如
来
大
悲
の
教
」
と
し
て
胸
に
ピ
タ
ッ
と
頂
い
た
の
で
あ
る
と
注
釈
し

て
い
る
。
本
願
の
教
こ
そ
如
来
大
悲
の
顕
現
で
あ
る
と
曇
鸞
は
凡
夫
と
し

て
の
姿
勢
か
ら
い
う
。
） 

⑤ 

「
傍 そ

え
テ

レ

經
ニ

作
レ
リ

ニ

願
生
ノ

偈
ヲ

一

」
と
は
大
経
に
そ
え
て
願
生
偈
を
作
ら

れ
た
。
又
、
「
造
テ

二

長
行
ヲ

一

重
テ

釋
ス

ニ

梵
言
ヲ

一

」
と
は
、
『
願
生
偈
』
が

終
わ
っ
て
か
ら
は
、
論
文
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
偈
頌
と
並
べ
て

「
長
行
」
を
作
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
偈
頌
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
重
ね
て
論
文
を
書
い
た
。
「
長
行
」
と
は
論
文
の
こ
と
で
あ
る
。 
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⑥ 

曇
鸞
の
注
釈
の
姿
勢 

1.
 

「
帰
命
無
量
寿
如
来 

南
無
不
可
思
議
光
」
と
阿
弥
陀
如
来
に
頭

を
下
げ
た
処
か
ら
注
釈
し
て
い
る
。 

2.
 

そ
れ
を
善
導
の
言
葉
で
言
え
ば
機
の
深
信
で
あ
る
。 

(

チ) 

「
優
婆
提
舍
ハ

」此
ノ

間
ニ

无
シ

ニ

正
名
相
イ

譯
セ
ル

一

、
若
シ

擧
テ

二

一
隅
ヲ

一

可
シ

ニ

名
テ

爲
ス

一
レ

論
ト

。
所
以

ゆ
え
ん

无
キ

ニ

正
名
譯
セ
ル
コ
ト

一

者
ハ

、
以
ノ

此
ノ

間
ニ

本
ト

无

ま
し
ま
さ
ざ
る

ヲ
一
レ

佛
故
ナ
リ

。
如

キ
ハ

ニ

此
ノ

間
ノ

書
ノ

一

、
就 つ

キ
ニ

孔
子
ニ

一

而
テ

稱
ス

レ

經
ト

。
餘
人
ノ

制
作

せ
い
さ
く

皆
ナ

名
テ

爲
ス

レ

子
ト

。

國
史
・國
紀
之
徒
各
別
ノ

體
例
然 し

か
ナ
リ

。 

① 

此
ノ

間
ニ

＝
「
こ
の
地
に
は
」
の
意
。
従
っ
て
「
中
国
に
は
」
の
意
。 

② 

「
優
婆
提
舍
」
＝
ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
の
音
写
。
音
写
と
は
漢
字
に
は
意

味
が
無
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
発
音
だ
け
を
漢
字
に
あ
て
た
も
の
。

こ
れ
が
行
わ
れ
る
の
は
、
ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
と
い
う
語
の
意
味
を
正
し

く
訳
せ
る
言
葉
が
中
国
に
無
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
ウ
パ
デ
ー
シ

ャ
の
ほ
ん
の
片
隅
の
意
味
だ
け
を
と
っ
て
訳
す
と
、
「
論
」
と
い
う

こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
『
無
量
寿
経
』
の
論
、
『
浄
土

論
』
と
い
う
の
で
あ
る
。 

③ 

正
名
＝
名
を
た
だ
す
。
物
の
名
と
実
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
。
名
分
を
明
ら

か
に
す
る
。 

④ 

よ
っ
て
、
今
の
場
合
、
正
し
く
訳
す
こ
と
が
出
来
な
い
理
由
は
、
中
国
に
お

釈
迦
様
が
お
出
ま
し
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

⑤ 

此
ノ

間
ノ

書
ノ

一

、
就 つ

キ
ニ

孔
子
ニ

一

而
テ

稱
ス

レ

經
ト

。
＝
中
国
の
書
に
は
、
孔
子
が

書
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
「
経 け

い

と
称
」
す
る
。
孔
子
以
外
の
人
が
作
っ
た
も

の
を
、
名
づ
け
て
「
子 し

」
と
い
う
。
国
史
や
国
紀
、
つ
ま
り
歴
史
書
の
仲
間

は
全
て
体
裁
が
優
婆
提
舎
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。 

(

ツ) 

ノ

所
説
十
二
部
經
ノ

中
ニ

有
二

論
議
經
一

、
名
ク

二

優
波
提
舍

う

ば

だ

い
し

ゃ
ト

一

。
若
シ

復
佛
ノ

諸
ノ

弟
子
、
解
テ

二

佛
ノ

經
敎
ヲ

一

與
ト

ニ

佛
義
一

相
應
者
ハ

、
佛
亦
許
シ
テ

名
ク

ニ

優

波
提
舍
ト

一

、
以
ノ

レ

入
ヲ

佛
法
ノ

相
ニ

一

故
ニ

。 

① 

ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
は
「
近
づ
け
て
説
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

② 

曇
鸞
が
仏
が
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
。 

(

テ) 

此
ノ

間
ニ
ハ

云
ウ

レ

論
ト

、
直
ニ

是
レ

論
議
而

已

ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト

。
豈
ニ

得
ン

三

正
シ
ク

譯
ス
ル
コ
ト
ヲ

ニ

彼
ノ

名
ヲ

一

耶 や

。
又
如
二

女
人
ヲ

於
テ

レ

子
ニ

稱
シ

レ

母
ト

、
於
テ

レ

兄
ニ

云
ガ

一
レ

妹
ト

。
如
レ

是
等
ノ

事
、
皆
隨
テ

レ

義
ニ

名
別
ナ
リ

。
若
シ

但
以
二

女
ノ

名
一

汎
ク

談
ニ

母
妹
ヲ

一

、

乃
チ

不
レ

失
ニ

女
之
大
體
ヲ

一

、
豈
ニ

含
ム

ニ

尊
卑
之
義
ヲ

一

乎 や

。
此
ノ

所
ノ

レ

云
ウ

論

亦
復
如
シ

レ

是
ノ

、
是
ヲ

以
テ

仍 な
お

因
而

音

存
シ
テ

ニ

梵
音
ヲ

一

曰
ウ
ト

ニ

優
波
提
舍
ト

一

。 

(

ト) 
 

 

四
、 

ま
と
め
と
感
想 

 

 

1. 

『
往
生
論
註
』
原
文
の
準
備…

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
：  

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

聖
教DB

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所 HP

か
ら
入
る
）
は
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
のDB

で
あ
る
。
こ
のDB-script

に
対
し
『
真
宗
聖
教
全

書
一
』
の
『
往
生
論
註
』
をscript

と
し
て
用
い
原
文
の script

と

す
る
。 
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2. 

『
浄
土
論
』
の
原
文
： 

大
正
新
修
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て

以
下
に
参
照
す
る
。 

無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈 

 

婆
藪
槃
頭
菩
薩
造 

後
魏 

菩
提
留
支
譯 

 

 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 

・ 

浄
土
論 

 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 

・ 

無
量
壽
修
多
羅
章
句
我
以
偈
誦
總
説
竟
。 

 

（
願
偈
大
意
章
） 

論
曰
。
此
願
偈
明
何
義
。
示
現
觀
彼
安
樂
世
界
見
阿
彌
陀
佛
願
生
彼
國
故
。 

（
起
観
生
信
章
） 

云
何
觀
。
云
何
生
信
心
。
若
善
男
子
・
善
女
人
修
五
念
門
行
成
就
畢
竟
得
生

安
樂
國
土
見
彼
阿
彌
陀
佛
。
何
等
五
念
門
。
一
者
禮
拜
門
、
二
者
讃
歎
門
、

三
者
作
願
門
、
四
者
觀
察
門
、
五
者
迴
向
門
。 

・ ・ ・ 

 

「世尊我一心」と「我

依修多羅 真実功徳相 

説願偈惣持 与仏教相

応」という句を除いた

全てに五念門を配当 
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2024年聖典に親しむ会 

『浄土論註』（九州班：資料②） 

堤 直尋 

 

はじめに 

担当範囲は、「 此論始終」から 非邪見自大也」まで「（『真聖全』一・280-2 頁）。当該箇

所における曇鸞大師の説かれた内容について、ひとまず次のように整理しておきます。 

１． 論の組織」、２． 題号釈」、３． 五念配釈」、４． 世尊我一心」。 

これらの内容における重要な問題の全てを網羅的に押さえることは出来ません。十分に

尋ね切れない問題がいくつも残されていることと思いますが、今は、私自身の内に生じてき

た幾つかの問いを起点として、担当範囲について可能な限り頂戴してみたいと思います。 

 

Ⅰ 総説分と解義分における 我」——二重なる所以—— 

曇鸞大師は、『浄土論』の組織について次のように述べられる。 

 

此の論の始終に凡そ二重有り。一には是れ総説分、二には是解義分なり。（中略）二重

為る所以は二義有り。偈は誦経を以て総摂と為るが故に、論は釈偈を以て解義為るが故

へなり（『真聖全』一・280頁）。 

 

まずは次のような問いから始めてみたい。此の論に二重有りと言われるが、この「 二重」

ということにどのような意味があるのか。重なっている、一つのことを 二重」にあらわす

ことで明らかにしようとされるのである。 

『大経』を通して本願を頂かれた天親菩薩は、自身の上に来たって働く一心を、「 願生偈」

をもって表白された。偈頌（歌）によって感動を述べ、本願を讃嘆されるのであるが、この

偈頌が、実は「『浄土論』の体となっている1。つまり、この偈文は、「『浄土論』の構成要素の

一つという意味合いを超えている。偈をもって全体を総説したという意味がそこにはある。

それで、偈が総説分であると言われている。 

 
1「安田理深『願生浄土』永田文昌堂、1967年、12頁。 従って浄土論の初めの半分は

偈、あとの半分は散文である。けれども論の体はどちらかというと、散文が主のようだ

が、優婆提舍願生偈とあるように、偈文の方が浄土論の体となっている。論の体は偈であ

る。散文は体である偈文の中に含まれている意義を散文でもって解釈されたのである」。 
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ところで、これは「『浄土論』の全体を総説するという意味だと思われたが、どうもそう単

純ではないようである。延塚知道師によれば、総説分は『大経』を総説している2。なるほ

ど確かに天親菩薩御自身が、偈の末尾で次のように述べられている。 

 

無量寿修多羅の章句、我
、
、偈頌を以て総じて説き竟りぬ（『真聖全』一・270頁）。 

 

総説分について天親菩薩は、『大経』の章句を、我、偈頌を以て総説す、と言われている。

そしてここに 我」の一字が置かれている。『大経』を総説する 願生偈」をあらわす者の

名告りが 我」である。一方、解義分に当たる散文の末尾には次のようにある。 

 

無量寿修多羅優婆提舍願生偈、略して義を解し竟りぬ（『真聖全』一・277-8 頁）。 

 

『大経』を総説した 優婆提舍願生偈」について解釈するのが、解義分である。注意したい

のは、この箇所に 我」の字は無い。解義分全体を通して見ても、 我」の名告りは出て来

ない3。このことは何を意味しているのだろう。 

 願生偈」の中に幾つか置かれる 我」の字。ここに深い思し召しがあるのだとお聞きす

るが、今はこの 我」の配置の問題を通して、総説分と解義分の関係を見ていこうとしてい

る。つまり、 二重」ということが何を意味しているのか、なぜ 願生偈」が『浄土論』の

体であるのか、ということを問題にしている。 

総説分と解義分、総と別とは、決して横並びのバラバラの関係では無い。体が二つあるわ

けではない。であるから、散文の末尾には「 我」の字はない。「 我」の名告りは一つである。

総説分を以て全体を表すということが、「 我」の置かれ方から窺われるのではないかと思う。 

ではなぜ『浄土論』は 願生偈」にとどまらずに、さらに解義分が説かれるのか。 

 

 

 
2「延塚知道『講讃浄土論註「第一巻』小樽浄土論註学習会、2012年、118頁。 世親は

『大経』に説かれている真実功徳に感動して、その感動を詠った部分が偈である。一番の

核心を偈にしているのだから、『大経』全体を総説しているという意味で総説分というの

です」。 
3「安田理深『願生浄土』、14-5 頁。 解義分には我は一字もない。我の代りに善男子、善

女人、或は菩薩とある。これは安心を表白するときは我というところにあるということを

示している」。 
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Ⅱ 得生と願生——偈と問答—— 

題号釈の中では、「 如来浄花の中に生ずるが故に願生と曰う」「（「『真聖全』一「・281頁）と

述べられる。未だ生まれざる国土にこれから生まれようと願うのではなく、如来浄花の中に

生まれるが故に願生するのであると言われている。こういう点が踏まえられ、諸師方によっ

て「 願生」の意義が尋ねられてきている。すなわち「 願生は得生である」と言われるのであ

る4。 

 願生偈」は、讃嘆の歌である。経の意に触れたところから経を讃嘆する。しかし、この

偈はあくまで「 得生偈」ではなく「 願生偈」である。何故であるのか。得生と願生。両者は

どのような関係にあるのか。問いとしても成熟しないままではあるが、この問題について少

しく考えてみたい。 

先の「 如来浄花の…」に「 故」という字がある。偈文においてはこの「 故」の字が一度だ

け出るが、安田理深師はここに、「『浄土論』にとって本質的な問題を見出しておられる。「 願

生偈」の中、「 故我願生彼「阿弥陀仏国」「（「『真聖全』一「・270頁）という句は二十九種荘厳に

も配当されない。この一句が、 願生偈」が単なる詩歌ではなく、願生の問題を明らかにし

ようとした偈であることを示していると安田師は言う5。 

通常、願いというのは叶えば消えてしまう。成就すればそこで尽きてしまうような願いは、

言わば手段的である。ところが、願生はそうではない。得生によって尽きてしまわない、む

しろ得生において、いよいよ願生浄土このこと一つとなる。こういうことを明らかにされた

ということであろうか。 

問答という意義を持った偈が 願生偈」である。ここに、『浄土論』が 願生偈」にとど

まらず、解義分が説かれなければならなかった必然性を見ることができる。 

 

Ⅲ 世尊我一心 

 願生偈」には幾つか 我」が出てくる（既に見たように解義分には 我」は出ない）。

まずは 世尊我一心」（帰敬序）、 我依修多羅」（発起序）、それから 故我願生彼」、 我願

皆往生」、 我作論説偈」。殊に、第一行第一句の 我」について、曇鸞大師は問答を出して

 
4「延塚知道『講讃浄土論註「第一巻』、131頁。 願生というと、未だ生まれたことがない

浄土にこれから生まれて行くことを願うと考えるのが普通ですが、そうではなくて願生は

得生だとおさえられます」。 
5「 安田理深『願生浄土』、13-4 頁。 
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おられる。この「 我」は一心において成り立つところの「 我」であるが、安田師いわく、同

時にそれは、一心もまた 我」を離れたら自覚にはならないということを意味する。 本願

は我の自覚において一心となる」6。 

問答を通して、論を通して、経の意を明らかにする。そのような意義を持った「 願生偈」

の初めに「 我一心」が出る。これは突き詰めて言えば、衆生の機の問題を通して、経の深い

意を明らかにしようということでないかと思う。 

同時に、「 我一心」の表白は独白ではなく、「 世尊」に対する信順としてなされる。「 「（世尊

は）此の言う意は釈迦如来に帰したてまつる」「（「『真聖全』一・281頁）。経が初めて教えと

して聞かれた、仏説が真に仏説として響いてきたところに、初めて天親菩薩は論を造ること

ができた。「 論主自ら我れ仏経に依て論を造て仏教と相応す」ることができた「（「『真聖全』一・

281頁）。 

 

Ⅳ まとめにかえて——能造の人・天親菩薩―― 

天親菩薩は、あくまで仏弟子として、教主「・釈尊の説かれた経に傍えて論を造られた。経

を説く側の仏はと言えば、（曇鸞大師によれば、） 若し復仏の諸の弟子、仏の経教を解て仏

義と相応せば、仏
、
亦
、
許
、
して
、、
優婆提舍と名く」（「『真聖全』一・280 頁）。このことによって、

仏弟子の造論が、延塚師の言われる 「『大経』を総説した」というような意味を持つことが

できるわけである。 

経が経にとどまらず、さらに論が生まれてくる。それによって、経の意がいよいよ深く尋

ねられてくる。なるほど、先生方の領解を通して、 優婆提舍」ということの意義に微かに

触れることができたような思いである。担当範囲であった題号釈に返して言えば、「 願生偈」

は 無量寿経の優婆提舍である願生偈」なのである。 

曇鸞大師は、選号を釈する中に 人に因って法を重ずることを庶うが故に某造と云う」

（「『真聖全』一・281 頁）と言われる。天親という人を通して、衆生の機の問題を通して、

優婆提舍ということによって、いよいよ経の意を明らかにしていく。それほどの意味が「 造

論」ということにはあるのだと頂きました。 

不十分な内容でしたが、これで終わらせていただきます。 

 

 
6「安田理深『願生浄土』、15頁。 
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の
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』 

弘
保
廣
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１
、 

は
じ
め
に 

① 

今
年
の
発
表
箇
所
と
、
解
読
・発
表
の
目
的
と
課
題 

今
年
は
、
「
真
宗
聖
教
全
書
（
一
） 

三
経
七
祖
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『
往
生
論
註
』1

「
巻
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」
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担
当
箇
所
か
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指
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さ
れ
た
、
四
つ
の
発
表
範
囲
の

三
番
目
の
範
囲
を
選
択
し
た
。 

 

三
番
目
の
範
囲
と
は
、
２
２
８
ペ
ー
ジ
７
行
目
か
ら
２
８
４
ペ
ー
ジ
３

行
目
（
２
頁
弱
）
で
あ
る
。
こ
の
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囲
で
は
、
礼
拝
門
・
讃
嘆
門
・
作
願

門
の
解
説
と
問
題
点
の
指
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為
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れ
て
い
る
。
礼
拝
門
に
お
い
て
は
帰

命
と
の
関
連
に
お
い
て
礼
拝
が
規
定
さ
れ
、
讃
嘆
門
に
お
い
て
は
、
讃
嘆

は
た
ん
に
口
業
で
は
な
く
、
そ
の
心
根
が
問
わ
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
「
光
明
」

を
「
無
碍
」
で
あ
り
、「
遍
至
」
で
あ
る
と
た
た
え
る
こ
と
が
讃
嘆
で
あ
る

と
す
る
も
、
天
親
菩
薩
（
以
下
菩
薩
の
敬
称
略
）
の
言
説
に
は
薄
か
っ
た
、

 
1 

テ
キ
ス
ト
を
「
真
宗
聖
教
全
書
」（
以
下
真
聖
全
と
略
記
）
㈠
三
経
七
祖
部
と
す
る
。 
『
浄
土
論

註
』
の
呼
称
・
表
記
は
『
真
聖
全
』
で
の
目
次
で
は
『
往
生
論
註
二
巻
具
名
、
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願

生
偈
註
』
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
註
の
元
典
の
呼
称
・
表
記
は
『
浄
土
論
』
と
な
っ
て
い
る
。
『
無
量

寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
と
い
う
表
題
の
書
が
『
往
生
論
註
』
と
呼
ば
れ
、
こ
の
註
の
対
象
と
な
る

書
が
『
浄
土
論
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
研
究
論
文

で
の
呼
称
・
表
記
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
直
海
玄
洋
氏
の
『
曇
鸞
大
師
関
係
著
書
雑
誌
論
文
目
録
』（
龍

谷
大
学
版
『
真
宗
学
』
１
９
６
２
年
発
行
２
７
・
２
８
号
）
に
よ
る
と
、
全
１
２
０
篇
の
調
査
の
結

果
、『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
註
』
の
呼
称
・
表
記
は
１
０
種
あ
る
と
さ
れ
、『
往
生
論
註
』
が
最

も
多
く
８
８
篇
で
、『
論
註
』
の
２
５
編
、『
浄
土
論
註
』
が
８
篇
、『
無
量
寿
経
論
註
』
が
２
遍
、
あ

と
、『
註
論
・『
註
記
』・『
浄
土
往
生
論
註
』・『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
註
』・『
往
衆
論
註
』・『
往
生
浄

「
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
」
の
認
識
を
、
龍
樹
大
師
（
以
下
敬
称
略
）
『
十

住
毗
婆
沙
論
』
に
よ
っ
て
言
及
し
、
こ
の
認
識
が
次
に
「
作
願
」
を
導
く

と
暗
示
し
、
作
願
門
に
お
い
て
、
「
空
観
」
を
出
し
、
「
願
生
」・
「
往
生
」

の
成
立
根
拠
と
す
る
こ
と
で
、
天
親
の
示
す
「
五
念
門
の
行
」
の
中
、
前

三
念
門
の
意
味
・
真
実
性
あ
る
い
は
有
効
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

以
上
の
思
想
を
解
読
し
、
そ
の
意
義
を
窺
い
、
共
有
し
、
今
日
的
に
受

け
取
り
活
か
す
こ
と
を
こ
の
発
表
の
目
的
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す
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こ
の
箇
所
の
説
法
は
、
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の
光
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ま
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げ
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の
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で
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、

と
い
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略
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史
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説
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。2

ま
た
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師
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往
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往
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論
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往
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ぞ
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２ 

少
な
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文
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の
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現
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曇
鸞
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註
」
を
中
心
に—

』

（
同
朋
大
学
論
叢 

通
号6

6
 

1
9

9
2

年
）
に
お
い
て
、
曇
鸞
の
「
難
行
道
」
の
「
難
」
の
理
解
は
、

「
行
縁
の
難
」
が
中
心
で
あ
っ
た
と
し
て
、
こ
の
考
え
方
は
、「
仏
教
と
時
代
社
会
を
切
り
離
さ
ず
に
と

ら
え
る
考
え
方
で
あ
り
、
願
生
浄
土
の
仏
道
が
時
代
社
会
の
課
題
を
背
負
っ
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。 
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生
」・「
往
生
」
を
成
り
立
た
せ
る
根
拠
で
あ
る
と
す
る
説
は
少
な
い
。3 

ま
た
、
最
近
の
「
往
生
」
の
語
に
関
す
る
教
説
は
、
多
義
で
あ
り
、
か

え
っ
て
、「
無
義
」
を
主
張
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
真
宗
の
根
幹
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
玉
虫
色
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。4

明
確
に
、

何
が
中
心
な
の
か
が
説
か
れ
な
け
れ
ば
、
聴
者
は
離
れ
て
ゆ
く
。
真
宗
が

廃
れ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
誹
謗
正
法
の
誹
り
を
覚
悟
し
て
の
言
説
が
望

ま
れ
る
。
非
浄
土
の
存
在
を
強
く
主
張
し
た
曇
鸞
の
決
意
と
勇
気
と
を
継

承
す
る
者
の
出
現
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 

② 
 

発
表
の
概
要
と
付
説 

曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
こ
の
箇
所
で
の
言
説
、
思
想
は
、
①

礼
拝
門
の
解
説
と
、
②
讃
嘆
門
で
の
問
答
か
ら
、
仏
の
光
明
が
届
い
て
い

な
い
現
実
世
界
の
存
在
の
指
摘
。
ま
た
、
③
作
願
門
で
の
問
答
か
ら
、
こ

の
世
界
に
お
け
る
「
願
生
」
・「
往
生
」
の
可
能
性
を
「
縁
起
説
」
に
求
め

た
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

考
察
は
、
①
に
つ
い
て
、
天
親
の
「
五
念
門
」
（
の
行
）
は
身
・
口
・
意

の
三
業
で
の
行
為
で
あ
り
、
三
門
に
配
し
て
い
る
説
を
消
化
し
、
そ
れ
ぞ

 

3 

こ
れ
も
少
な
い
中
で
、
武
山
晃
隆
の
［「
浄
土
論
註
」
に
み
る
浄
土
往
生
の
基
底
］（
イ
ン
ド
学
仏
教

学
研
究
通
号9

2
 

1
9

9
8

年
）
で
、
作
願
門
釈
下
問
答
に
つ
い
て
。
深
励
師
の
「
往
生
浄
土
の
宗
義
を
成

立
し
給
ふ
大
切
な
処
な
り
。」
と
の
言
説
を
引
い
て
、
浄
土
仏
教
を
大
乗
仏
教
た
ら
し
め
て
い
る
最
も
普

遍
的
根
源
的
な
も
の
を
原
理
と
」
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。 

4 

マ
イ
ケ
ル 

コ
ン
ウ
エ
イ
の
講
録
『
中
国
浄
土
三
祖
の
往
生
観—

道
綽
の
捉
え
方
を
中
心
に—

（
』

2
0

2
2

年
、
巌
松
会
春
季
特
別
土
曜
会
）
に
よ
る
と
、「
近
年
に
お
け
る
往
生
に
つ
い
て
の
議
論
」
の
論

点
は
「
死
後
往
生
」
な
の
か
「
現
生
に
お
け
る
往
生
」
な
の
か
に
つ
い
て
の
も
の
が
多
く
、
論
点
に
ズ

れ
の
行
為
の
心
根
を
問
う
て
い
る
。
②
に
お
い
て
、
天
親
の
「
三
厳
、
二

十
九
種
荘
厳
」
説
は
、
一
つ
の
云
い
方
か
ら
す
る
と
、「
バ
ー
チ
ャ
ル 

ス

ぺ
ー
ス
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
曇
鸞
は
「
リ
ア
ル 

ス
ぺ
ー
ス
」
の

存
在
を
指
摘
し
、
こ
の
認
識
を
し
、
さ
せ
る
こ
と
が
、
「
願
生
」
・「
往
生
」

を
促
す
仏
陀
の
思
惑
で
あ
る
と
す
る
。
③
で
説
か
れ
る
、「
願
生
」・「
往
生
」

は
こ
の
二
つ
の
「
ス
ぺ
ー
ス
」
の
関
係
を
云
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
、
「
願
生
」・「
往
生
」
成
立
の
根
拠
は
「
般
若
・
空
」
の
思
想
に
よ
る
。

す
な
わ
ち
、「
願
生
」・「
往
生
」
を
国
土
建
設
と
そ
の
根
源
で
あ
る
人
間
教

育
の
意
味
か
ら
把
捉
し
、
曇
鸞
は
、
北
魏
に
お
け
る
、
国
土
建
設
・
人
間

教
育
の
可
能
性
が
、「
す
べ
て
は
変
化
す
る
」
と
い
う
「
般
若
・
空
思
想
」

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
と
い
う
思
想
を
表
わ
し
、
人
々
に
勧
め
た
も
の

と
受
け
取
る
。 

以
上
が
本
発
表
の
概
要
で
あ
る
。 

付
説
と
し
て
、
曇
鸞
の
説
は
、
「
変
化
」
に
は
法
則
が
あ
り
、「
如
来
本

願
」
の
実
現
、
つ
ま
り
、
究
極
的
に
は
、
人
間
と
そ
の
世
界
は
、
如
来
本

願
力
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
進
展
し
、「
大
い
な
る
進
展
」
を
遂
げ
る
。

レ
が
あ
る
と
し
た
。
「
多
義
的
」
で
あ
る
の
は
「
一
切
衆
生
」
を
意
識
し
」「
一
切
経
」
を
意
識
し
て
、

網
羅
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
。「
概
説
」
で
は
救
わ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
聖
人

は
往
生
の
三
態
を
、『
愚
禿
鈔
』
で
顕
し
、『
教
行
信
証
』「
化
土
巻
」
で
表
さ
れ
た
。「
化
土
巻
」
で
は

自
己
の
信
心
の
変
遷
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
制
約
の
中
で
全
体
を
語
ろ
う
と
す
れ
ば
、「
備
忘
録
」
と

し
て
「
概
説
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
自
己
の
求
道
上
の
歴
定
上
の
信
の
事
実
と
し
て
、

語
ら
れ
る
所
に
、
私
は
理
解
と
尊
崇
の
念
と
を
持
つ
。「
往
生
の
多
義
性
」
は
様
々
な
人
が
様
々
な
「
往

生
」
を
考
え
為
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
自
己
の
思
想
。
信
心
の
変
遷
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
共

感
す
る
。 
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と
い
う
、『
無
量
寿
経
』
の
「
昇
道
無
極
」
と
い
う
思
想
の
継
承
で
あ
る
と

捉
え
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
が
「
註
」
全
体
の
結
論

で
あ
る
と
す
る
。 

人
間
の
歴
史
は
無
目
的
的
に
推
移
す
る
の
で
は
な
く
、
釈
迦
仏
が
『
無

量
寿
経
』
で
説
い
た
、
「
浄
仏
国
土
」
の
本
源
で
あ
る
、
「
阿
弥
陀
仏
の
本

願
」
の
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け
る
「
阿
弥
陀
仏
」
と
「
衆
生
」
と

の
関
係
交
渉
に
お
け
る
自
己
実
現
過
程
が
人
間
の
歴
史
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
人
間
の
歴
史
は
、「
往
生
浄
土
」
の
歴
程
で
あ
る
。
と
す
る
歴
史
観
に

よ
る
思
想
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
結
論
の
一

部
で
あ
り
、
仮
説
で
あ
る
。 

 

以
上
が
本
発
表
の
概
要
で
あ
る
。 

③ 

論
述
の
立
場 

根
源
的
に
は
、
藤
田
宏
達
博
士
が
『
浄
土
経
典
研
究
の
現
状
と
課
題
』

（
仏
教
文
化
研
究
紀
要
第
４
３
集
２
０
０
４
年
）
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て

い
る
二
つ
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、「
資
料
に
関
す
る
研
究
」
と
「
思
想
に
関

す
る
研
究
」
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
。
し
か
し
、
前
者
の
立
場
は
筆
者
の

言
語
能
力
か
ら
、
イ
ン
ド
・
中
央
ア
ジ
ア
言
語
に
よ
る
資
料
は
、
依
用
し
、

追
認
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
筆
者
の
対
象
資
料
は
漢
文
資
料
お

よ
び
、
日
本
語
発
表
に
よ
る
先
行
研
究
を
資
料
と
す
る
に
と
ど
め
る
こ
と

に
な
り
、
博
士
の
提
示
さ
れ
た
立
場
の
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、
漢
文
・

 
5

『
仏
教
学
辞
典
』
に
よ
る
と
、 

「
一
切
種
智
」
は
一
切
智
と
も
称
さ
れ
、
梵
語sarva-

jn
ata 

薩
婆
若
と
音
写
さ
れ
て
い
る
。
意
味
は
「
全
て
の
存
在
に
関
し
て
該
括
的
に
知
る
智

慧
」
を
云
う
。
ま
た
、
す
べ
て
の
存
在
に
関
し
て
平
等
の
相
に
即
し
て
差
別
の
僧
を
さ
ら
に

日
本
語
表
記
の
「
思
想
に
関
す
る
研
究
」
に
軸
足
を
お
い
て
の
立
場
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
立
場
を
追
究
す
る
と
、
領
域
的
に
、
仏
教
学
・
真
宗

学
・
教
育
学
・
資
料
学
・
仏
教
史
学
・
思
想
史
学
で
は
な
く
、
考
古
学
、

文
化
人
類
学
の
立
場
で
も
な
い
。
出
来
る
限
り
の
領
域
で
の
先
行
研
究
を

調
査
し
、
批
判
的
伝
承
継
承
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
在
り

方
は
、
下
田
正
弘
の
書
評
・
紹
介
書
、
『
藤
田
宏
達
「
浄
土
三
部
経
の
研

究
」
』
に
於
い
て
継
承
展
開
さ
れ
て
い
る
研
究
立
場
、
す
な
わ
ち
、
「
文
献

学
」
と
「
解
釈
学
」
あ
る
い
は
、「
文
献
学
的
歴
史
学
」
を
基
礎
と
し
て
見

い
だ
さ
れ
た
、
「p

h
ilo

lo
g

y

」
に
少
し
似
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
の
認
識
は

「
時
代
的
制
約
を
超
え
て
［
こ
と
ば
］
す
な
わ
ち
［
ロ
ゴ
ス
］
を
希
求
す

る
学
」
と
し
て
お
り
、
一
種
の
言
語
学
で
あ
る
。 

私
は
言
葉
を
手
掛
か
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
使
用
言
語
へ
の
言
語

学
的
接
近
で
は
な
く
特
定
言
語
の
背
後
に
あ
る
、
使
用
意
図
を
含
め
た
思

念
の
解
釈
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
、
瞑
想
・
妄
想

で
は
な
く
、
事
実
か
ら
の
帰
納
を
在
り
方
と
す
る
。
領
域
的
に
す
べ
て
に

当
た
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
縁
の
有
っ
た
、
先
行
研
究
を
、
追
認
・
批
判

継
承
す
る
こ
と
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
一
切
種
智
」5

を
説
く
仏
教

は
驚
異
的
で
あ
る
。
最
上
位
の
概
念
に
よ
る
言
語
、
根
原
語
に
よ
っ
て
思

考
す
れ
ば
、
概
念
操
作
に
よ
っ
て
、
一
々
の
事
象
を
説
明
し
、
演
繹
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
の
立
場
は
一
々
の
事
象

精
細
に
知
る
智
慧
」
を
云
う
。
本
質
に
相
即
し
た
一
々
の
現
象
の
把
握
・
認
識
を
云
い
、

各
々
の
領
域
に
於
い
て
得
ら
れ
る
帰
納
的
す
な
わ
ち
、
科
学
的
真
実
の
認
識
の
総
合
を
云
っ

て
い
る
と
解
さ
れ
る
。 
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か
ら
帰
納
さ
れ
る
限
定
的
知6

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
科
学
的
手
法
を
基
に
す
る
、
言
語
解
釈
思
想
史
と
で
も
い
う

べ
き
も
の
で
、
絶
対
で
は
な
い
相
対
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
私

の
拙
文
は
学
術
論
文
で
は
あ
り
え
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
に
、
厳
密
な
証

明
不
可
能
な
、
閃
き
と
読
み
取
り
を
交
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

厳
密
な
因
果
関
係
を
追
究
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
、
遅
疑
逡
巡
と
問

題
の
無
視
、
問
題
か
ら
の
逃
避
、
要
す
る
に
、
「
証
拠
不
十
分
に
よ
る
不
起

訴
」
を
さ
け
る
た
め
、
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
、
閃
き
と
読
み
取
り
で

の
、7

お
お
ら
か
な
論
理
を
も
容
認
し
、
方
法
論
と
し
て
採
用
す
る
の
で
あ 

る
。 以

上
が
「
聞
其
名
号
」
で
あ
り
、「
聞
不
具
足
」
を
少
し
で
も
脱
し
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
る
「
真
土
」
・「
仮
土
」
を
意
味
す
る
と
い
う
事
を
説
明
す

る
に
は
枚
数
が
足
り
な
い
。5

/2
0

 

 

２
０
２
４
年
「
聖
典
に
親
し
む
会
」
発
表
文
④—

２ 

２
、
『往
生
論
註
』
課
題
箇
所
で
の
曇
鸞
大
師
の
記
述
（
テ
キ
ス
ト
は
『
大
正
大
蔵

経
』
で
は
な
く
、『
真
宗
聖
教
全
書
』
（
一
）「
三
経
七
祖
部
」
を
用
い
る
。
） 

 
 

 

と
こ
ろ
で
、
適
切
な
区
切
り
は
、
「
世
尊
我
一
心 

帰
命
尽
十
方 
無

碍
光
如
来 

願
生
安
楽
国
」
の
文
か
ら
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
一

 
6 

限
定
的
知
と
は
論
題
の
論
理
を
形
成
す
る
条
件
を
可
変
係
数
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
上
で
得
ら
れ
た

結
論
は
限
定
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

7 

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
元
文
化
庁
長
官
、
河
合
隼
雄
が
臨
床
心
理
学
上
の
説
で
、
星
座
の
様
に
散
り
ば

め
ら
れ
た
事
実
の
連
鎖
の
中
に
決
定
的
・
確
定
的
な
因
果
関
係
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
閃
き
・
気
づ

心
」
の
説
明
で
、
「
一
心
」
は
「
帰
命
」
と
同
義
語
で
、
釈
迦
如
来
に
帰

す
る
こ
と
と
言
い
釈
迦
如
来
の
経
教
に
順
ず
る
こ
と
、
で
あ
る
と
言
っ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
は
、
遍
く
諸
仏
に
告
げ
る
こ
と
、
ま
た
ま
た
、

嫌
う
こ
と
が
な
い
。
と
し
て
、
次
の
言
葉
で
例
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
菩

薩
が
仏
に
帰
す
る
こ
と
は
、
孝
行
な
子
供
が
親
に
帰
し
、
忠
臣
が
君
皇
后

に
帰
す
よ
う
に
、
行
動
す
る
か
し
な
い
か
は
お
の
れ
の
判
断
に
よ
る
の
で

は
な
い
。
出
没
に
は
必
ず
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
恩
を
知
っ

て
徳
に
報
ゆ
る
こ
と
で
、
理
屈
を
述
べ
る
前
に
恭
敬
の
心
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
願
は
軽
く
な
く
、
如
来
の
威
力
神
力
を
加
え
て
い
た
だ
か

な
い
と
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
仰
い
で
神
力
を
乞
い

「
我
一
心 

帰
命
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
我
一
心
」
と
は
天
親
菩
薩
自

督
の
言
葉
で
あ
る
。
云
々
と
第
一
偈
か
ら
四
偈
ま
で
を
解
釈
説
明
の
中
で

帰
命
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
上
で 

 
 

 

①
「
帰
命
藎
十
方
無
碍
光
如
来
」
は
礼
拝
と
讃
嘆
を
表
わ
す
。 

（
真
聖
全
２
８
２
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 
 

今
回
の
論
題
外
で
は
あ
る
が
、
「
礼
拝
門
」
に
つ
い
て
の
曇
鸞
大
師

の
記
述
を
記
し
、
多
少
の
考
察
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
」
者
、 

帰
命
即
是
礼
拝
門 

き
と
い
っ
た
、
直
接
的
、
緩
や
か
な
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
、
現
実
認
識
の
方
法
で
あ
る
。

「
日
本
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
」
の
解
説
に
は
、「
理
性
的
に
は
ど
う
考
え
て
も
何
の
関
係
も
な
い

複
雑
な
事
象
が
、
時
に
一
瞬
に
し
て
、
時
に
ゆ
っ
く
り
と
、
あ
る
一
つ
の
全
体
的
形
／
姿
／
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
あ
く
す
る
こ
と
、
／
で
き
る
こ
と
」
と
説
明
し
て
い
る
。 
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無
碍
光
如
来
即
是
讃
嘆
門 

   
 

 
 

以
上
が
「
礼
拝
門
」
で
の
最
初
の
提
言
で
あ
る
。
「
帰
命
」
は
「
礼

拝 

門
」
で
あ
る
。
「
無
碍
光
如
来
」
は
「
讃
嘆
門
」
で
あ
る
。
と
云
い
、
こ

こ
で
「
帰
命
」
の
語
の
解
説
は
な
い
。
「
一
心
帰
命
」
の
説
明
で
、
す
で

に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

②
礼
拝
門
の
説
明
と
但
し 

 
 

 
 

 
 

 

何
以
知
帰
命
是
礼
拝 

 
 

 
 

 
 

 

（
な
ぜ
、
帰
命
が
礼
拝
と
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
） 

 
 

こ
の
問
い
に
答
え
て
、
次
の
様
に
い
う
。 

 
 

 
 

 
 

 

龍
樹
菩
薩
造
阿
弥
陀
如
来
讃
（
易
行
品
）
中 

 
 

 
 

 
 

或
言
「
稽
首
礼
」
、
或
言
「
我
帰
命
」、
或
言
「
帰
命
礼
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
龍
樹
菩
薩
造
の
阿
弥
陀
如
来
讃
の
中
で
、
あ
る
い
は

「
稽
首
礼
」 

と
言
い
、「
我
帰
命
」
と
言
い
、「
帰
命
礼
」
と
言
っ
て
い
る
。） 

 
 

 
 

 
 

 

此
論
長
行
中
、 

 
 

 
 

 
 

 

亦
言
修
五
念
門
、
五
念
門
中
礼
拝
是
一 

 
 

 
 

 
 

 

天
親
菩
薩
既
願
往
生
、
豈
容
不
礼 

 
 

 
 

 
 

 

故
知
帰
命
即
是
礼
拝 

 
 

 
 

 
 

 

（
こ
の
論
の
長
行
の
中
で
も
ま
た
、
五
念
門
を
修
す
る
と
い

わ
れ
て 

い
る
が
、
五
念
門
の
な
か
で
礼
拝
が
一
番
に
あ
る
。 

天
親
菩
薩
は
既
に
往
生
を
願
わ
れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
礼
拝
せ
ず 

に
い
ら
れ
よ
う
か
。 

こ
の
故
に
帰
命
は
す
な
わ
ち
礼
拝
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ 

る
。） 

 
 

 
 

 

龍
樹
が
「
帰
命
礼
」
と
い
っ
て
お
り
、
帰
命
と
礼
拝
は
同
時
に
お

こ
る 

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
番
に
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
す
で
に
往
生 

を
願
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、「
知
帰
命
即
礼
拝
」
の
理
由
と
さ
れ
て
い 

る
。 一

番
目
に
云
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
理
由
と
な
る
か
ど
う
か
は 

と
も
か
く
、
龍
樹
が
帰
命
と
礼
拝
と
を
同
時
に
起
こ
る
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
往
生
を
願
う
こ
と
は
帰
命
で
あ
り
、
こ
こ
ろ
か
ら
帰
順
す
れ
ば 

必
ず
礼
拝
に
な
る
。
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
上
で
次
に
、 

 

 
 

 
 

 
  

然
礼
拝
但
是
恭
敬
、
不
必
帰
命
、
帰
命
必
是
礼
拝 

 
 

 
 

 
 

 

若
以
此
推
帰
命
為
重
、 

偈
申
己
心
、
宣
言
帰
命 

 
 

 
 

 
  

論
解
偈
義
、
汎
談
礼
拝
、 

         
 

彼
此
相
成
於
義
弥
顕 

 

 
 

 
 

 
 

 

（
し
か
し
、
礼
拝
は
た
だ
、
う
や
う
や
し
く
拝
し
た
て
ま
つ

る
こ
と
で
、
か
な
ら
ず
し
も
帰
命
で
は
な
い
が
、
帰
命
は
か
な
ら
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ず
礼
拝
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
に
よ
っ
て
、
帰
命
を
考
え
れ
ば
、
礼

拝
よ
り
意
味
は
重
い
。 

 
 

 
 

 

偈
は
己
の
心
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
（
だ
か
ら
、
「
一
心
帰
命
」

は
た
ん
な
る
礼
拝
で
は
な
く
、
）
よ
ろ
し
く
帰
命
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。 

 
 

 
 

 

論
は
偈
の
意
味
を
解
釈
す
る
の
だ
か
ら
、
広
く
礼
拝
に
つ
い
て
語

っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

論
と
偈
と
は
互
い
に
呼
応
し
て
、
意
義
を
い
よ
い
よ
顕
し
て
い
る

の
で
あ
る
。） 

 
 

 
 

こ
こ
で
の
説
明
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
「
恭
敬
」
と
「
帰
命
」
と
は
違

う
と
い
う
問
題
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
曇
鸞
は
天
親
が
示
し
た
、
身

業
と
し
て
の
礼
拝
は
恭
敬
で
は
あ
っ
て
も
、
帰
命
で
な
い
場
合
が
あ
る
。

と
の
指
摘
で
あ
る
。
日
本
で
の
正
月
の
所
謂
初
詣
で
の
祈
願
礼
拝
は
た
ん

に
、
習
慣
で
あ
り
形
式
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
ま
た
葬
儀

に
お
け
る
「
合
掌
礼
拝
」
の
掛
け
声
に
同
ず
る
礼
拝
は
こ
れ
も
、
死
を
前

に
し
た
厳
粛
な
精
神
状
況
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
形
式
で
あ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
帰
命
」
を
善
と
す
る
立
場
か
ら
す
る
と
、

注
意
点
は
こ
の
状
態
を
た
ん
に
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
真
実
の
形
、
す

な
わ
ち
、
「
帰
命
」
に
移
行
す
る
た
め
の
契
機
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
の
思
考
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、 

③
「
讃
嘆
門
」
の
説
明 

 
 

 
 

何
以
知 

尽
十
方
無
碍
光
如
来
是
讃
嘆
門
也 

 
 

（
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
尋
十
方
無
碍
光
如
来
が
讃
嘆
門
で
あ 

る
。
と
知
れ
る
の
か
） 

 
 

    

長
行
中
言
。
云
何
讃
嘆
門 

謂
称
彼
如
来
名
、 

如
彼
如
来
光
明
智
相
、 

如
彼
名
義
、 

欲
如
実
修
行
相
応
故 

 
 

 

（
長
行
の
な
か
で
言
う
。「
ど
の
様
に
す
る
の
が
讃
嘆
門
な
の
か
。 

 
 

 
 

彼
の
如
来
の
光
明
智
相
の
様
に
、
彼
の
名
義
の
様
に
、
彼
の
如
来 

の
名
を
称
し
、
如
実
に
修
行
し
た
い
と
願
う
か
ら
で
あ
る
」 

 
 

 

依
舎
衛
国
所
説
『
無
量
寿
経
』（
小
経
）
仏
解
阿
弥
陀
如
来
名
号 

「
何
故
号
阿
弥
陀
、
彼
仏
光
明
無
量
照
十
方
国
無
障
碍
、
是
故
号
阿

陀
」 

 
 

    

亦
（
小
経
）
「
彼
仏
寿
命
及
其
人
民
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
、
故
名
阿
弥

陀
」 

 
 

 
 

 

（
舎
衛
国
で
説
か
れ
た
『
阿
弥
陀
経
』
に
よ
る
と 

 
 

 
 

仏
み
ず
か
ら
、
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
を
解
し
た
ま
わ
く
、 

 
 

 
 

「
な
ぜ
、
阿
弥
陀
と
云
う
の
か
、
彼
の
仏
の
光
明
が
無
量
で
十
方

の
国
を
照
ら
す
の
に
障
害
が
な
い
か
ら
、
阿
弥
陀
と
言
う
の
で
あ

る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
彼
の
仏
の
寿
命
と
其
国
の
人
民
が
無
量
で
大
変
長
く
・
多

い
。
だ
か
ら
、
阿
弥
陀
と
云
う
の
で
あ
る
」） 

 
  

以
上
が
讃
嘆
門
に
つ
い
て
の
曇
鸞
の
記
述
で
あ
る
。 

 
  

曇
鸞
は
、「
讃
嘆
門
」
の
解
説
を
、
こ
こ
で
は
、
「
讃
嘆
」
と
は
何
か
。
と 
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い
う
よ
う
に
解
説
せ
ず
、
天
親
が
説
い
た
言
説
を
出
し
、「
な
ぜ
か
、
ど 

う
し
て
か
」
と
問
い
、
語
り
を
進
め
て
い
る
。
平
野
修
先
生
は
、
こ
の
こ 

と
に
つ
い
て
、「
曇
鸞
は
、
正
直
な
人
、
愚
直
な
人
」
で
あ
っ
た
」
と
講 

述
さ
れ
て
い
る
。
が
、
「
聞
思
」
は
素
朴
な
疑
問
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ 

は
今
日
云
う
と
こ
ろ
の
、「
批
判
的
継
承
」
で
あ
る
。
と
云
っ
て
も
よ
い 

で
あ
ろ
う
。 

偈
文
の
は
じ
め
の
四
句
は
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
門
（
の
行
）
を
云
っ 

た
も
の
で
、
「
礼
拝
」
。
「
尋
十
方
無
碍
光
如
来
」
が
「
讃
嘆
」
。
「
願
生
安

楽
国
」
が
「
作
願
」
を
表
わ
す
。
ま
た
、「
讃
嘆
」
と
は
、（
口
業
で
讃
じ
、

嘆
く
の
で
あ
る
。
）
彼
の
如
来
の
名
を
称
す
る
こ
と
、
彼
の
如
来
光
明
智

相
の
よ
う
に
し
、
彼
の
名
義
の
よ
う
に
し
、
如
実
に
修
行
し
相
応
せ
ん
と

欲
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
、
天
親
菩
薩
の
解
説
を
出
し
、
「
尋
十
方
無

碍
光
如
来
」
と
称
す
る
の
が
讃
嘆
で
あ
る
。
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

な
ぜ
そ
う
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
（
あ
る
い
は
、
そ
う
云
う
こ
と
）

が
で
き
る
の
か
。
と
問
う
こ
と
で
讃
嘆
の
意
味
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。 

た
だ
、
長
行
に
お
い
て
は
、
「
讃
は
讃
掲
な
り
」
、
「
嘆
は
詩
嘆
也
」
と

し
、
「
讃
嘆
は
口
で
な
け
れ
ば
述
べ
ら
れ
な
い
。
」
だ
か
ら
、
「
口
業
」
と

い
う
の
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
曇
鸞
大
師
は
総
説
分
で
は
、
検
討
に
入
る
前
に
、
「
口
業
で

讃
嘆
す
る
」
と
い
う
語
を
問
答
無
用
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。 

讃
嘆
は
褒
め
た
た
え
、
嘆
く
こ
と
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
が
、

こ
こ
で
は
、
口
業
に
し
て
も
、
口
先
だ
け
で
云
う
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
行
い
と
心
根
と
の
議
論
が

為
さ
れ
、
行
か
ら
信
を
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
行
信
論
」
は
こ
こ
か

ら
起
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
如
来
の
光
明
智
の
姿
の
様
に
、
彼

の
言
葉
の
意
味
の
通
り
に
、
如
実
に
修
行
し
て
相
応
し
た
い
と
思
う
心
か

ら
称
え
る
。
だ
か
ら
、
讃
嘆
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
し
て
、
讃
嘆
は
、

「
実
の
如
き
」
の
修
行
で
、
ま
た
、
（
諂
曲
・
忖
度
で
は
な
く
、
）
心
か
ら

褒
め
た
た
え
る
行
で
あ
る
。
と
い
う
点
を
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

付
け
加
え
る
と
、
讃
嘆
の
語
は
褒
め
た
た
え
る
だ
け
を
意
味
し
な
い
。

嘆
は
、
ほ
め
る
と
い
う
意
味
の
ほ
か
、
「
な
げ
く
」
と
い
う
こ
と
も
併

せ
て
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
無
け
れ
ば
、
諂
曲
・
忖
度
と
と

ら
れ
て
も
し
か
た
な
い
。
嘆
く
こ
と
だ
け
も
讃
嘆
で
は
な
い
。
「
法
」

を
称
え
自
ら
の
至
ら
な
さ
を
「
嘆
く
」
、
す
な
わ
ち
、
「
二
種
深
信
」

も
こ
こ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
漢
語
の
讃
嘆
は
褒
め
た
た
え
嘆
く
事
な
の

で
あ
る
。 

余
談
で
は
あ
る
が
、
『
論
註
』
で
の
「
讃
嘆
」
は
如
来
の
行
が
行
者

の
行
に
な
っ
た
。
と
の
見
解
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
本
論
の

中
心
的
問
題
と
し
て
は
い
な
い
が
、
親
鸞
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
、

曇
鸞
・
道
綽
・
善
導
・
源
信
・
法
然
の
意
を
汲
ん
で
深
め
、「
他
力
行
」

す
な
わ
ち
、
「
法
蔵
菩
薩
の
行
」
と
、
如
来
の
「
真
実
心
」
か
ら
の
行
、

す
な
わ
ち
。
「
大
行
」
と
の
見
解
を
顕
さ
れ
、
こ
れ
が
、
私
に
至
る
。

と
い
う
教
説
で
あ
る
。 

し
か
し
、
天
親
に
お
い
て
は
、
ま
だ
、
行
者
か
ら
の
行
で
あ
り
、

「
一
心
」
は
「
天
親
菩
薩
の
自
督
の
詞
」
で
あ
り
、
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
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無
碍
光
如
来
を
念
じ
て
安
楽
に
生
れ
ん
と
願
ず
」
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

即
ち
、
「
督
」
は
「
勧
・
率
・
正
」
の
意
味
と
さ
れ
、
「
自
督
」
は
自

ら
勧
め
、
自
ら
率
い
、
自
ら
正
す
心
に
な
る
。
「
神
力
を
乞
い
」
み
ず

か
ら
鼓
舞
す
る
こ
と
を
云
っ
て
い
る
。
曇
鸞
に
お
い
て
も
、
「
転
輪
王

の
道
行
き
に
便
乗
」
す
る
、
他
力
に
乗
る
、
自
ら
の
行
で
あ
る
。
以

上
は
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
論
に
お
い
て
は
余
談
で
あ
る
。 

さ
て
、
曇
鸞
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
を
引
用
し
て
「
尋
十
方
無
碍
光
如

来
」
と
申
す
こ
と
は
讃
嘆
で
あ
る
こ
と
の
理
由
を
明
か
す
。 

な
ぜ
、
「
尋
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
い
う
こ
と
が
讃
嘆
な
の
か
と
い
う

こ
と
に
答
え
る
た
め
に
、
ま
ず
、『
阿
弥
陀
経
』
を
引
か
れ
る
。 

[

阿
弥
陀
経
』
に
よ
っ
て
、
無
量
光
・
無
量
寿
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥

陀
と
申
し
上
げ
る
の
で
あ
る
。
と
し
た
。
「
尋
十
方
無
碍
光
如
来
」
は

「
阿
弥
陀
如
来
」
で
あ
る
。
と
前
提
し
て
の
言
で
あ
ろ
う
。 

人
民
に
つ
い
て
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
寿
命
が
仏
同
様
長
い
と
言
っ

て
い
る
の
か
、
数
が
無
量
と
い
っ
て
い
る
の
か
不
明
で
は
あ
る
。 

深
励
師
の
説
で
は
、「
倒
語
の
法
」
と
い
う
言
葉
を
出
す
、
本
来
下
に

あ
る
べ
き
語
を
上
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
寿
命
」
の
語
は
「
貫
通

し
て
」
「
衆
生
」
の
語
の
下
に
も
あ
る
と
見
て
、
「
衆
生
」
の
「
寿
命
」

も
「
無
量
」
と
言
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
云
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
寿
命
無
量
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
の
に
出
さ
れ

て
い
る
の
は
「
寿
命
無
量
」
は
体
、
本
質
的
性
質
で
、「
光
明
無
量
」
は

用
、
は
た
ら
き
で
あ
り
、
用
と
体
と
は
本
来
「
離
れ
な
い
」
か
ら
、
二

無
量
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
さ
れ
た
。 

「
阿
僧
祇
」
は
数
の
単
位
で
、
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
江
戸

時
代
『
塵
劫
記
』
寛
永
１
１
年
版
で
は
、
恒
河
沙
・
阿
僧
祇
・
那
由
他

と
あ
り
、
恒
河
沙
は
１
０
の
５
２
乗
、
阿
僧
祇
は
１
０
の
５
６
乗
、
那

由
他
は
１
０
の
６
０
乗
と
し
て
い
る
。
因
み
に
、
１
０
の
１
０
乗
は
１

０
０
億
で
あ
る
。
ま
た
『
８
０
華
厳
』
で
は
、
「
不
可
説
不
可
説
転
」
と

い
う
こ
と
を
最
長
単
位
と
し
て
い
る
。 

 

深
励
師
は
「
数
量
を
も
っ
て
、
非
数
量
を
顕
す
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。 

要
す
る
に
、
「
無
限
」
を
一
つ
二
つ
と
数
え
る
価
値
観
か
ら
、

仏
と
称
さ
れ
る
人
・
言
説
は
、
時
間
的
永
遠
に
人
を
教
化
し
、
空

間
的
無
辺
に
影
響
力
を
持
つ
。
と
実
証
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
と

も
、
客
観
的
に
感
得
さ
れ
た
、
絶
大
な
讃
辞
で
称
え
仰
ぐ
言
葉
と

し
て
、
評
価
し
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
科
学
的
に
検
証

で
き
な
い
こ
と
を
妄
想
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
感
得
さ

れ
た
念
と
し
て
、
誠
に
、
『
無
量
寿
経
』
は
８
０
０
年
・
１
５
０

０
年
・
２
５
０
０
年
の
年
月
を
超
え
て
、
「
真
実
の
経
・
教
」
で

あ
り
、
「
帰
命
藎
十
方
無
碍
光
如
来
」
と
称
す
る
こ
と
は
、
最
大

限
の
讃
辞
な
の
で
あ
る
。
「
永
遠
」
の
、
基
礎
と
な
る
の
は
、

今
・
こ
こ
・
私
で
あ
り
、
こ
の
積
み
重
ね
が
「
永
遠
」
に
繋
が
る

と
い
う
事
に
よ
る
「
直
観
」
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
「
讃
嘆
」
は
次
の
様
に

説
か
れ
て
い
る
。
（
真
聖
全
１
６
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 

無
量
寿
佛
威
神
光
明
、
最
尊
第
一
、
諸
仏
光
明
所
不
能
及
。 
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或
有
仏
光
照
百
仏
世
界
、
或
千
仏
世
界
、
取
要
言
之
、 

乃
照
東
方
恒
沙
仏
刹
、
南
西
北
方
・
四
維
・
上
下
亦
復
如
是
。 

（
略
） 

是
故
無
量
寿
仏
、
号
無
量
光
仏
・
無
辺
光
仏
・
無
碍
光
仏
・ 

無
対
光
仏
・
炎
王
光
仏
・
清
浄
光
仏
・
歓
喜
光
仏
・
智
慧
光

仏
・ 

不
断
光
仏
・
難
思
光
仏
・
無
称
光
仏
・
超
日
月
光
仏 

（
略
） 

仏
言
。
我
説
無
量
寿
佛
光
明
威
神
巍
巍
殊
妙
、 

昼
夜
一
劫
尚
未
能
尽
。 

 
 

と
あ
る
。 

 曇
鸞
は
こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
、
十
二
光
仏
名
に
よ
っ
て
、
『
讃
阿
弥

陀
仏
偈
』
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
別
徳
と
し
て
の
、
十
二
光
仏
名
の

一
々
の
仏
名
を
挙
げ
て
讃
じ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
阿
弥
陀
仏
は
、
寿
命
無
量
・
光
明
無
量
の
二
徳
を
持
つ
と 

説
か
れ
て
い
る
が
、
天
親
は
、
十
二
光
仏
の
中
、
「
尋
十
方
無
碍
光
」
の

名
の
如
来
名
を
選
び
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 と
こ
ろ
で
、
光
明
無
量
の
光
明
に
つ
い
て
、
天
親
菩
薩
は
ど
の
よ
う
に

云 

い
。
曇
鸞
大
師
は
ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
原
典
で
あ
る

『
無 

量
寿
経
』
に
は
何
と
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
接
近
し
て
み
よ
う
。 

④ 

『
浄
土
論
』
「
偈
文
」
で
の
、
光
明
と
そ
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の

記
載
と
「
長
行
」
で
の
説
明 

 
 

イ
、
浄
光
明
満
足 

如
鏡
日
月
輪 

 

浄
光
明
満
足
す
る
こ
と
、
鏡

と
日
月
輪
と
の
ご
と
し 

 
 

ロ
、
無
垢
光
炎
熾 

明
浄
曜
世
間 

 

無
垢
の
光
と
炎
は
熾
に
し
て
、

明
浄
に
し
て
世
間
を
曜
か
す 

 
 

ハ
、
仏
慧
明
上
日 

除
世
痴
闇
冥 

 

仏
恵
明
浄
な
る
こ
と
日
の
ご
と

く 

に
て
、
世
の
痴
闇
冥
を
の
ぞ
く 

 
 

二
、
普
照
諸
仏
会 

利
益
諸
群
生 

 

普
く
諸
仏
の
会
を
照
ら
し
、
も

ろ
も
ろ
の
群
生
を
利
益
す 

 

以
上
偈
文
（
真
聖
全
２
６
９
ペ
ー
ジ
）
の
中
で
の
、
光
明
に
関
す
る

文
と
解
さ
れ
る
偈
文
を
挙
げ
た
。 

輪
は
円
満
な
輪
、
丸
い
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。 

 
 

 
 

無
垢
は
自
己
中
心
の
煩
悩
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。 

 
 

 
 

熾
は
さ
か
ん
な
さ
ま
を
あ
ら
わ
す
。 

 
 

 
 

曜
は
か
が
や
か
す
の
意
味
。 

痴
闇
は
迷
い
惑
う
心
作
用
。
無
明
の
こ
と
。 

 
 

 
 

冥
は
顕
の
反
対
語
で
、
ひ
と
の
目
に
は
聞
見
出
来
な
い
と
い
う

こ
と
。 

 
 

 
 

群
生
は
一
切
の
生
類
を
あ
ら
わ
す
。
衆
生
・
有
情
が
群
れ
て
い
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る
さ
ま
で
、
群
萌
と
も
い
う
。 

「
長
行
」
で
の
説
明
は
、
偈
文
で
表
記
さ
れ
た
、
ハ
の
句
、
す
な
わ
ち

「
仏
慧
明
浄
日 

除
世
痴
闇
冥
」
の
二
句
を
挙
げ
、
こ
れ
が
、
「
仏
国
土

荘
厳
成
就
」
の
中
の
、「
荘
厳
光
明
功
徳
成
就
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
真
聖
全
２
７
２
ぺ
ー
ジ
）
こ
こ
で
は
、
「
仏
慧
」
を
光
明
と
し
、
「
除

世
痴
闇
冥
」
を
そ
の
は
た
ら
き
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
    

筆
者
は
、
イ
、
ロ
、
二
の
句
も
光
明
に
関
す
る
表
記
で
は
な
い
か
と
解

す
る
。 

イ
の
句
は
、
き
よ
ら
か
で
明
る
い
光
の
満
足
は
、
鏡
・
日
月
の
輪
の

様
で
あ
る
と
云
い
、
ロ
の
句
は
、
汚
れ
の
無
い
光
の
炎
は
熾
で
明
る
く

き
よ
ら
か
に
世
間
を
か
が
や
か
す
。
ニ
の
句
は
、（
光
明
は
）
普
く
諸
仏

の
集
会
に
て
（
人
々
を
）
照
ら
し
、
多
く
の
人
々
に
利
益
を
施
す
。
と

訳
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

こ
こ
で
「
光
明
は
」、
煩
悩
に
汚
染
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鏡
の
様
に
諸
現

象 

 
 

 
 

を
ま
ど
か
に
写
し
、
世
間
の
道
理
に
暗
く
、
無
明
を
抱
え
た
存
在
か

ら
無 

明
を
取
り
除
く
は
た
ら
き
が
あ
り
、
（
本
仏
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
）
諸
仏

の 

集
ま
り
に
お
い
て
、
普
く
（
照
育
・
照
破
の
）
は
た
ら
き
を
現
じ
、
一

切
の
生
類
の
利
益
を
う
な
が
す
。
と
い
う
意
味
が
読
み
取
れ
る
。 

 
 

 
 

ア
、「
長
行
」
で
の
記
載 

 
 

 

称
彼
如
来
名 

如
彼
如
来
光
明
智
相 

欲
如
実
修
行
相
応 

 

（
真
聖
全
２
７
１
ペ
ー
ジ
） 

 

 

  
 

 

荘
厳
光
明
功
徳
成
就
者 

偈
言
仏
慧
明
浄
日
除
世
痴
闇
冥
故 

 

（
真
聖
全2

7
2

ペ
ー
ジ
） 

   
 

 

放
大
光
明 

悉
能
遍
至 

十
方
世
界 

教
化
衆
生 

 
 

 

種
々
方
便 

修
行
所
作 

滅
除
一
切 

衆
生
苦
故 

 
 

 

偈
言
無
垢
荘
厳
光 

一
念
及
一
時 

普
照
諸
仏
会 

利
益
諸
群
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
真
聖

全
２
７
５
ペ
ー
ジ
） 

 

な
ど
と
さ
れ
、
光
明
と
は
何
か
、
そ
の
は
た
ら
き
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

か
に
つ
い
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
と
、
ま
ず
、
「
如
彼
如
来
光
明
智

相
」
と
云
い
、
光
明
は
、
智
慧
の
姿
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
光
明
」

と
は
「
仏
慧
」
で
あ
る
。
ま
た
、「
無
垢
荘
厳
の
光
」
で
あ
る
。
と
さ
れ
て

い
る
。 

さ
ら
に
、
「
光
明
を
放
つ
」
在
り
方
は
、
「
彼
如
来
光
明
智
相
」
の
よ
う

で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
「
如
実
修
行
」
で
あ
る
。
と
云
い
、
又
そ
の

在
り
方
は
「
明
る
く
清
ら
か
な
」
日
の
光
の
よ
う
で
あ
り
、
万
遍
無
く
全

方
位
に
い
た
り
、
種
々
に
方
便
し
衆
生
を
教
化
す
る
。
ま
た
、
煩
悩
に
汚
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染
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遍
く
諸
々
の
仏
の
会
で
照
ら
し
、
衆
生
の
苦
を
除
き

減
ら
す
、
ま
た
、
多
く
の
「
羣
生
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
に
（
真
の
）
利
益

を
あ
た
え
る
と
い
う
は
た
ら
き
を
持
つ
。
と
過
大
・
誇
大
評
価
で
は
な
く
、

讃
じ
て
い
る
。 

参
考
ま
で
に
、
深
励
師
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
で
「
光
明
」
と
は
何
か
に
つ

い
て
の
言
説
は
な
い
。
「
光
明
」
の
は
た
ら
き
の
具
体
相
に
つ
い
て
の
言
及

も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
不
蒙
」
の
具
体
相
に
つ
い
て
も
説
か
れ
て
は
い

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
す
る
。 

 イ
、 

曇
鸞
の
認
識 

 

「
光
明
」
と
「
寿
命
」
に
関
す
る
曇
鸞
の
認
識
は
、
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』

（
真
聖
全
３
５
０
ペ
ー
ジ
～
３
５
３
ペ
ー
ジ
）
に
よ
っ
て
窺
え
る
。 

 
 

成
仏
已
来
歴
十
劫 

寿
命
方
将
無
有
量 

 
 

 

法
身
光
輪
徧
法
界 

照
世
盲
冥
故
頂
礼 

と
、
ま
ず
あ
り
、
寿
・
光
二
無
量
の
徳
を
挙
げ
て
い
る
が
、
曇
鸞
も
、
「
寿

命
無
量
」
の
徳
に
つ
い
て
は
、
「
成
仏
已
来
歴
十
劫
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。 

「
光
明
無
量
」
の
徳
に
つ
い
て
、
以
下
、
「
十
二
光
」
を
挙
げ
て
讃
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
十
二
光
仏
に
つ
い
て
の
讃
を
窺
っ
て
み
る
。 

Ａ
、
讃
阿
弥
陀
仏
偈
の
記
述 

 
 

智
慧
光
明
不
可
量 

故
仏
又
号
無
量
光 

有
量
諸
相
蒙
光
曉 

  
 

解
脱
光
輪
無
限
斉 

故
仏
又
号
無
辺
光 

蒙
光
觸
者
離
有
無 

 

 
 

光
雲
無
碍
如
虚
空 

故
仏
又
号
無
碍
光 

一
切
有
碍
蒙
光
沢 

  
 

清
浄
光
明
無
有
対 

故
仏
又
号
無
対
光 

遇
斯
光
者
業
繋
除 

  
 

仏
光
照
耀
最
大
一 

故
仏
又
号
光
炎
王 

三
途
黒
闇
蒙
光
啓 

  
 

道
光
明
朗
色
超
絶 

故
仏
又
号
清
浄
光 

一
蒙
光
照
罪
垢
除 

  
 

慈
光
遐
被
施
安
楽 

故
仏
又
号
歓
喜
光 

光
所
至
處
得
法
喜 

  
 

仏
光
能
破
無
明
闇 

故
仏
又
号
智
慧
光 

一
切
諸
仏
三
乗
衆 

  
 

光
明
一
切
時
普
照 

故
仏
又
号
不
断
光 

聞
光
力
故
心
不
断 

  
     

 

其
光
除
仏
莫
能
測 

故
仏
又
号
難
思
光 

十
方
諸
仏
歎
往
生 

   
         

神
光
離
相
不
可
名 

故
仏
又
号
無
称
光 

因
光
成
仏
光
赫
然 

  
 

 

光
明
照
耀
過
日
月 

故
仏
又
号
超
日
月
光 

釈
迦
仏
歎
尚
不
尽 

  
 

 

『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
で
の
曇
鸞
の
「
己
心
」
は
、
光
仏
名
と
そ
の
様
態
・ 

は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
見
事
に
讃
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
仏
」
の
光
明
は
不
可
量
・
無
限
斉
・
虚
空
・
無
有
対
・
最
大
一
・
超 
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絶
・
施
安
楽
・
破
無
明
闇
・
一
切
時
普
照
・
莫
能
測
・
不
可
名
・
過
日
月 

と
い
う
様
態
で
、
光
曉
・
光
沢
・
光
啓
を
蒙
り
、
有
限
・
無
限
の
見
解
を 

離
れ
、
個
的
性
格
に
お
け
る
苦
か
ら
解
放
さ
れ
、
罪
を
犯
さ
ず
、
罪
悪 

感
・
罪
の
意
識
か
ら
解
放
さ
れ
、
真
実
を
ね
が
い
・
た
の
し
む
。
ま
た
、 

人
間
の
在
り
方
を
知
り
、
己
の
姿
を
自
覚
す
る
。
信
念
が
継
続
し
、
世
界 

中
に
諸
仏
が
い
る
い
な
い
を
讃
嘆
し
、
赫
然
と
し
、
釈
迦
が
仏
の
存
在
を 

を
ほ
め
て
も
尽
き
る
こ
と
は
無
い
。
と
阿
弥
陀
仏
を
偈
で
讃
嘆
し
て
い
る
。 

「
偈
は
己
心
を
宜
」
の
で
あ
る
か
ら
、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
曇
鸞
の
己
心 

な
の
で
あ
る
。 

曇
鸞
は
、「
寿
命
」
に
つ
い
て
の
思
想
言
及
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
十
二
の

光
仏
名
を
出
さ
れ
、
讃
じ
ら
れ
た
。 

こ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
老
不
死
を
ね
が
う
仙
経
に
強
い
関

心
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
曇
鸞
が
寿
命
無
量
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
の
は
な

ぜ
か
、
ま
た
、
天
親
は
こ
の
十
二
光
仏
名
か
ら
、「
無
碍
光
如
来
」
を
選
ん

で
讃
嘆
し
た
。
以
上
の
問
題
が
課
題
と
し
て
現
れ
て
き
た
。 

参
考
ま
で
に
、
親
鸞
聖
人
は
『
正
信
偈
』
の
劈
頭
に
お
い
て
は
、「
帰
命

無
量
寿
如
来 

南
無
不
可
思
議
光
」
と
、
総
じ
て
「
無
量
寿
如
来
」
の
名

を
出
さ
れ
、
「
光
如
来
名
」
と
し
て
は
、
「
不
可
思
議
光
」
如
来
の
名
を
選

択
さ
れ
出
さ
れ
て
い
る
。 

天
親
の
選
択
は
、
「
尽
十
方
無
碍
光
如
來
」
の
名
で
あ
り
、
曇
鸞
は
十
二

光
仏
名
全
部
を
出
し
、
親
鸞
は
、「
不
可
思
議
光
」
如
来
の
名
を
選
択
し
、

讃
じ
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
問
題
は
後
日
検
討
す
る
と
し
て
、
次
に
、
『
無
量
寿
経
』
に
於
い
て

「
光
明
」
の
語
は
ど
の
様
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
を
、
調
べ
て
み
よ

う
。  
 

 

ウ
、
無
量
寿
経
上
巻
で
の
光
明
に
つ
い
て
の
記
載 

 
 

 

ま
ず
、「
八
相
化
儀
」
で
の
菩
薩
生
涯
の
概
説
。
（
真
聖
全
２
・
３
ペ
ー

ジ
） 

光
明
顕
曜 

普
照
十
方 

無
量
仏
土 

奮
大
光
明 

使
魔
知
之 

光
明
普
照 

無
量
仏
土 

一
切
世
界 

六
種
振
動 

総
摂
魔
界 

化
現
其
身 

猶
知
電
光 

と
あ
る
。 

次
に
、「
出
世
の
本
懐
」
を
表
わ
す
文
。（
真
聖
全
４
ペ
ー
ジ
） 

 
 

光
闡
道
教 

欲
拯
羣
萌 

恵
以
真
実
之
利 

次
に
、『
讃
仏
偈
』（
真
聖
全
６
ペ
ー
ジ
） 

 
 

 

光
明
威
相 

振
動
大
千 

  

光
明
悉
照 

徧
此
諸
国 

 

 
 

  

次
に
、
文
字
通
り
無
量
寿
仏
を
讃
じ
た
言
説
が
あ
る
。（
真
聖
全
１
６
ペ

ー
ジ
） 

 

仏
告
阿
難
。
無
量
寿
仏
、
威
神
光
明
、
最
尊
第
一 

諸
仏
光
明
、
所
不
能
及
。 

    (

略) 
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是
故
無
量
寿
仏
、
号
無
量
光
仏
・
無
辺
光
仏
・
無
碍
光
仏
・
無
対
光
仏 

 
   

炎
王
光
仏
・
清
浄
光
仏
・
歓
喜
光
仏
・
智
慧
光
仏
・
不
断
光
仏
・
難
思 

 
   

光
仏
・
無
称
光
仏
・
超
日
月
光
仏 

と
、
十
二
の
、
光
を
讃
じ
形
容
し
た
言
葉
と
し
て
の
仏
名
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
光
明
の
は
た
ら
き
と
し
て
、
次
の
様
に
説
か
れ
て

い
る
。 

 
  

其
有
衆
生
、
遇
斯
光
者
、
三
垢
消
滅
、
身
意
柔
輭
。
歓
喜
踊
躍 

 
   

善
心
生
焉 

（
云
々
） 

と
説
き
、
最
後
に
、 

無
量
寿
仏 

光
明
威
神 
魏
魏
殊
妙 

昼
夜
一
劫 

尚
未
能
尽 

と
あ
る
こ
と
は
先
に
観
た
。 

光
明
は
、
無
明
を
根
本
に
抱
く
無
知
蒙
昧
の
輩
、
ま
た
、
自
己
中
心
の

ま
ま
に
我
が
侭
勝
手
に
考
え
行
動
す
る
輩
、
結
局
是
非
善
悪
の
基
準
が
壊

れ
た
輩
、
智
慧
の
無
い
人
間
の
思
考
は
虚
妄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
い
輩
を
照
ら
し
育
て
、
照
ら
し
破
る
は
た
ら
き
を
な
す
も
の
。
す
な
わ

ち
、
教
え
で
あ
り
、
智
慧
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
え
・
智
慧
が
は
た
ら
く

こ
と
に
於
い
て
、
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
意
味
が
発
揮
さ
れ
る
。
と

の
意
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
、
人
間
教
育
の
敷
衍
と
い
う
こ
と
が
、
『
無
量
寿
経
』
・
『
論
』
・

『
論
註
』
で
、
釈
迦
仏
・
天
親
菩
薩
・
曇
鸞
大
師
が
説
く
一
貫
し
た
理
念

で
あ
り
、
国
土
荘
厳
の
基
本
的
・
根
本
的
主
張
で
あ
る
。
と
云
え
よ
う
。 

 

と
こ
ろ
が
、
あ
る
い
は
こ
の
故
に
、
こ
こ
で
、
曇
鸞
大
師
は
問
う
た
。

こ
こ
か
ら
が
本
題
で
あ
る
。 

３
、
「讃
嘆
門
」
解
釈
に
お
け
る
曇
鸞
大
師
の
発
問 

 

①
曇
鸞
大
師
の
発
問 

 
 

若
言
無
碍
光
如
来
光
明
無
量
照
十
方
国
土
無
障
碍
者
、 

此
間
衆
生
何
以
不
蒙
光
照
、
光
有
所
不
照
、
豈
非
有
碍
耶 

（
も
し
「
無
碍
光
如
来
の
光
明
は
さ
ま
た
げ
る
も
の
な
く
十
方
の
国
、

す
な
わ
ち
、
全
世
界
を
照
ら
す
。
と
云
う
け
れ
ど
、
我
が
国
の

人
々
は
ど
う
し
て
、
光
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
を
こ
う
む
ら
な
い
の

か
。
照
ら
さ
れ
な
い
所
が
あ
る
の
に
ど
う
し
て
さ
ま
た
げ
が
な
い

と
す
る
の
か
。」
と
。 

以
上
が
、
曇
鸞
大
師
の
こ
こ
で
の
問
い
で
あ
る
。
答
え
を
観
る
前
に
、

こ
の
問
い
の
意
味
を
考
え
て
み
る
。 

②
発
問
の
意
義 

こ
の
問
い
を
持
つ
こ
と
は
、「
誹
謗
正
法
」
で
あ
る
。 

ど
う
い
う
こ
と
か
、
曇
鸞
大
師
は
『
往
生
論
註
』
を
造
っ
た
当
時
、
中

国
は
無
仏
の
国
で
あ
る
と
の
認
識
で
あ
っ
た
。
「
優
婆
提
舎
」
の
語
を
翻

訳
す
る
の
に
、
こ
の
国
に
は
仏
は
在
し
ま
さ
な
い
と
評
し
て
い
る
。
仏
ま

し
ま
さ
ぬ
。
と
い
う
判
断
認
識
は
、
誹
謗
正
法
な
の
で
あ
る
。
曇
鸞
は
、

「
八
番
問
答
」
の
四
番
目
の
問
答
で
「
ど
の
よ
う
な
姿
を
誹
謗
正
法
と
す

る
の
か
」
と
問
い
、
「
無
仏
・
無
仏
法
、
無
菩
薩
・
無
菩
薩
法
と
言
い
、

自
分
で
解
釈
し
、
ま
た
、
他
の
人
に
従
っ
て
そ
の
認
識
を
得
る
こ
と
を
皆

誹
謗
正
法
と
す
る
の
で
あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。 

八
番
問
答
で
最
初
に
問
わ
れ
て
い
る
「
普
共
諸
衆
生
」
の
「
衆
生
」
は
、
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ど
の
よ
う
な
「
衆
生
」
な
の
か
。
と
い
う
問
い
で
の
「
衆
生
」
は
「
禅
譲
」

で
は
な
く
、
親
・
兄
弟
・
皇
帝
を
殺
害
し
て
権
力
を
奪
取
し
た
皇
帝
、
ま

た
、
僧
・
尼
僧
を
斬
殺
し
施
設
を
破
壊
し
た
権
力
者
の
事
で
は
な
く
、

仏
・
法
・
僧
な
し
と
判
断
し
認
定
し
、
行
為
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
あ

ら
た
に
仏
国
土
を
荘
厳
し
よ
う
と
思
う
者
が
、
「
誹
謗
正
法
」
の
罪
人
な

の
で
あ
る
。
弥
陀
の
本
願
は
。
此
の
罪
人
意
識
の
者
が
救
わ
れ
て
ゆ
く
こ

と
を
誓
っ
た
法
な
の
で
あ
る
。 

重
釈
梵
言
、「
優
婆
提
舎
」
此
間
無
正
名
相
訳
、 

 

若
挙
一
隅
可
名
為
論
、 

所
以
無
正
名
訳
者 

以
此
間
本
無
仏
故 

 

（
か
さ
ね
て
梵
言
、
「
優
婆
提
舎
」
を
訳
す
る
に
、
此
の
国
に
は
正
し

い
訳
語
が
な
い
。 

も
し
、
片
隅
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
論
と
名
付 

け
る
こ
と
が
出
来
る
。 

正
し
い
訳
語
が
な
い
の
は
、
今
の
時
代
中
国
で
は
、
も
と
も
と
、
本 

來
的
に
、
仏
教
の
国
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
） 

と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
此
間
」
は
、
今
の
時
間
、
つ
ま
り
、
今
日
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
な
曇
鸞
大
師
存
命
時
代
の
こ
と

を
云
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
仏
教
用
語
が
広
く
流
布
し
て
い
な

い
世
界
と
い
う
こ
と
を
云
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
冒
頭
で
龍
樹
の
意
を
引
い
て
述
べ
る
中
に
「
五
濁
の
世
、
無

 

8 

『
無
量
寿
経
』
で
の
（
真
聖
全5

ペ
－
ジ
終
わ
り
の
行
以
下
説
か
れ
て
い
る
）
法
蔵
菩
薩

仏
の
時
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
こ
の
言
葉
に
纏
わ
る
思
想
の
体
解
か

ら
の
表
現
で
あ
ろ
う
。 

 

深
励
師
は
『
浄
土
論
註
講
義
』
に
お
い
て
、
こ
の
曇
鸞
の
問
い
を
意
味

づ
け
て
、
「
光
明
に
さ
わ
り
あ
る
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
「
さ
わ
り
は
衆
生
に
あ
る
」
と
の
曇
鸞
の
言
説
を
考
慮
さ

れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
大
き
な
問
題
は
、
ど
ち
ら
に
原
因
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
不
蒙
」
の
現
実
が
あ
る
と
い
う

こ
と
の
認
識
で
あ
る
と
筆
者
は
観
る
の
で
あ
る
。 

曇
鸞
は
、
自
己
の
現
実
に
は
、
仏
在
ま
さ
ぬ
世
界
が
あ
り
、
光
明
の
は

た
ら
き
の
な
い
世
界
、
教
育
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
な
い
世
界
が
あ
る
。

と
い
う
認
識
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

③ 

曇
鸞
在
世
の
中
国
南
北
朝
北
魏
の
時
代
に
仏
教
は
な
か
っ
た
の
か
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
学
は
、「
末
法
思
想
」
と
い
う
教
理
か
ら
説 

明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
大
師
在
世
時
代
は
、
釈
迦
仏
滅
後
第 

二
の
５
０
０
年
を
超
え
、「
末
法
期
」
に
入
っ
た
時
代
で
あ
る
。
仏
も
法 

も
な
い
時
で
あ
る
と
の
象
徴
的
な
解
釈
に
止
ま
っ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
そ
う
い
う
教
理
上
の
認
識
か
ら
の
言
説
と
は
思
え
な
い
事
実

が
あ
る
と
筆
者
は
考
察
し
た
。
壮
絶
な
歴
史
物
語
が
あ
る
の
で
あ
る
。
物

語
で
あ
る
と
し
て
も
、
単
な
る
物
語
で
は
な
い
。
世
自
在
王
仏
か
ら
二
百

一
十
億
仏
国
土
の
麁
妙
を
聞
い
た
法
蔵
菩
薩
が
発
願
し
成
就
し
て
往
く
物

語
、8

ま
た
、
自
ら
の
、
現
実
の
苦
悩
を
持
つ
韋
提
希
と
い
う
登
場
人
物

の
説
話
。 
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の
釈
迦
仏
へ
の
要
請
の
物
語9

と
同
様
な
物
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
実

宗
教
と
し
て
の
仏
教
が
興
っ
て
く
る
物
語
な
の
で
あ
る
。 

「
此
の
間
は
本
無
仏
で
あ
る
」
と
し
た
曇
鸞
大
師
の
言
葉
の
背
景
に
は 

と
ん
で
も
な
い
事
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。
表
面
的
に
は
、
仏
教
用
語
が
流

布
し
て
い
な
い
世
界
で
あ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
儒
教
道
教
の
国
で
あ
る

と
の
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
読
み
は
奥
深
い
。
例
え
ば
、
ひ
と

の
名
字
で
「
小
鳥
遊
」
と
書
い
て
、
「
た
か
な
し
」
と
読
む
。
ま
た
、
「
一
」

と
書
い
て
「
に
の
ま
え
」
と
読
む
。
文
字
に
と
ら
わ
れ
る
と
真
意
を
聞
き

逃
す
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。 

中
国
に
於
い
て
仏
教
は
、
紀
元
後
間
も
な
く
、
の
後
漢
の
時
代
、
訳
経 

 
 

僧
安
世
高
、
支
婁
迦
讖
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
国
時
代
で

は
、
支
謙
、
康
僧
鎧
、
さ
ら
に
、
五
胡
十
六
国
時
代
に
な
っ
て
、
仏
図
澄

（
２
３
２
～
３
４
９
）
が
亀
茲
国
か
ら
渡
来
し
、
中
国
人
、
釈
道
安
（
３

１
４
～
３
８
５
）
を
弟
子
に
し
て
育
て
た
。
紀
元
４
世
紀
に
は
鳩
摩
羅
什

（
３
４
４
～
４
１
３
）
、
南
北
朝
時
代
に
畺
良
耶
舎
（
３
８
２
～
４
４
３
）
、

真
諦
（
４
９
９
～
５
６
９
）
、
菩
提
流
支
（
？
～
５
２
７
）
、
な
ど
の
翻
訳

僧
が
渡
来
し
、
訳
経
事
業
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
廬
山
の
慧
遠
（
３
３

４
～
４
１
６
、
釈
道
安
の
弟
子
）
）
が
中
国
人
と
し
て
初
め
て
仏
教
教
団

を
組
織
し
「
白
蓮
社
」
を
立
ち
上
げ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
中
国
北
魏

に
お
い
て
仏
教
は
受
容
さ
れ
、
成
長
・
発
展
す
る
時
期
に
入
っ
て
い
た
は

 
9 

『
観
無
量
寿
経
』（『
真
聖
全5

0

ペ
－
ジ
』
で
韋
提
希
を
し
て
、「
唯
願
世
尊
、
為
我
廣

説
、
無
憂
悩
處
」、「
唯
願
世
尊
、
教
我
思
惟
、
教
我
正
受
」
と
云
わ
し
め
、（5

4

ペ
－
ジ
）

ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
曇
鸞
大
師
の
時
代
は
「
無
仏
」
と
云
う
時
代

で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
大
師
が
こ
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な

い
。
観
念
に
相
応
す
る
訳
語
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
「
無
仏
」
と
し
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

④ 

曇
鸞
大
師
の
時
代
認
識
が
「
無
仏
」
で
あ
る
。
と
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。 北

魏
の
曇
鸞
出
生
前
時
代
、
約
３
０
年
前
、
仏
書
は
焼
き
尽
く
さ
れ
、 

寺
院
は
破
壊
さ
れ
、
僧
・
僧
尼
は
皆
殺
し
に
さ
れ
た
。
太
武
帝(

４
０
８

～
４
５
２
。
北
魏
第
三
代
皇
帝)

の
廃
仏
政
策
の
実
施
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
お
い
て
、
も
と
も
と
、
人
々
が
求
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
「
仁
・

義
・
礼
・
智
・
信
」
も
な
く
な
り
、
国
情
・
民
心
は
乱
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
さ
に
、
君
子
孔
子
も
す
で
に
い
な
い
。
仏
と
称
さ
れ
る
存
在
が
い

な
い
。
仏
光
明
に
照
ら
さ
れ
な
い
現
実
世
界
が
此
処
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。

「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
は
た
ん
な
る
教
理
で
は
な
く
現
実
の
姿
を
暗

示
す
る
も
の
で
、
曇
鸞
大
師
の
紛
れ
も
な
い
現
実
が
此
処
に
在
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

参
考
ま
で
に
記
す
と
、
平
野
修
先
生
講
述
の
『
浄
土
論
註
講
義
』
に
よ

よ
る
と
、
曇
鸞
が
云
っ
た
「
無
仏
」
は
三
種
類
あ
る
。
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
無
仏
」
の
語
は
三
箇
所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
で
す
。
そ
し
て
、

意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
、
三
様
の
意
味
が
う
か

で
「
世
尊
我
今
因
仏
力
故
、
得
見
無
量
寿
佛
及
二
菩
薩
。
未
来
衆
生
當
云
何
観
無
量
寿
仏
及

二
菩
薩
」
と
い
わ
し
め
る
ま
で
に
照
育
さ
れ
た
物
語 



16 

 

が
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
此
間
本
無
仏
」
は
「
此
の
国
に
」
と
い
う

こ
と
で
、「
空
間
的
に
仏
が
い
な
い
」。
冒
頭
、
文
前
玄
談
で
の
龍
樹
『
易

行
品
』
意
に
あ
る
、
「
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
」
の
語
は
時
間
的
な
意
味

で
の
「
無
仏
」。
い
ま
一
つ
は
、「
八
番
問
答
」
で
の
「
仏
無
さ
ず
仏
の
法

無
し
、
菩
薩
無
さ
ず
菩
薩
の
法
無
し
」
は
「
思
想
的
に
仏
な
ど
い
な
い
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
   

曇
鸞
大
師
の
「
無
仏
」
の
認
識
は
、
教
理
上
・
思
想
上
で
の
意
味
か
ら

で
は
な
く
、
自
ら
が
生
き
る
歴
史
的
現
実
を
懐
い
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

曇
鸞
大
師
は
。
歴
史
的
現
実
を
無
視
で
き
る
仏
教
者
で
は
な
か
っ
た
。

北
魏
曇
鸞
仏
教
は
、
廃
仏
世
界
か
ら
の
脱
出
復
興
が
課
題
で
あ
っ
た
と

も
云
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

曇
鸞
大
師
の
問
い
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
と
解
釈
さ
れ

る
の
で
あ
る
。 

⑤ 

曇
鸞
大
師
の
答
え 

さ
て
曇
鸞
大
師
は
、
以
上
の
問
い
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
に
答
え
る
。 

 
 

 
 

碍
属
衆
生
非
光
碍
也
。 

 
 

 
  

 

譬
如
日
光
周
、
四
天
下
而
盲
者
不
見
、
非
日
光
不
周
也
。 

 
 

 
   

亦
如
密
雲
洪
霔
而
頑
石
不
潤
非
雨
不
洽
也
。 

 
 

 

（
さ
ま
た
げ
は
衆
生
に
属
す
。
ひ
か
り
に
さ
ま
た
げ
が
あ
る
の
で
は
な 

 
 

 

い
例
え
ば
、
日
光
は
周
く
し
て
四
天
下
を
照
す
が
盲
者
に
は
見
え
な
い
。

日
光
が
ゆ
き
わ
た
ら
な
い
の
で
は
な
い
。
と
い
う
が
ご
と
き
で
あ
る
。

ま
た
、
ふ
か
く
垂
れ
こ
め
た
雲
が
大
雨
を
降
ら
し
て
も
、
か
た
い
石
に

は
し
み
こ
ま
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
雨
が
う
る

お
さ
な
い
の
で
は
な
い
。) 

  
 

 

こ
の
答
は
道
理
と
し
て
は
解
ら
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
は 

天
下
国
家
の
あ
り
様
に
つ
い
て
の
「
己
心
」
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ 

こ
に
至
っ
て
国
の
乱
れ
は
、
仏
教
を
拒
否
し
乱
れ
た
民
心
に
原
因
が
あ
る
。 

と
と
れ
る
説
を
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
偏
見
で
は
な
い
か
。
片 

手
落
ち
あ
る
い
は
原
因
結
果
の
顛
倒
で
は
な
い
か
。
と
も
思
え
る
の
で
あ 

る
。 な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
為
政
者
を
批
判 

す
る
の
は
危
う
い
か
ら
、
「
衆
生
」
と
い
う
言
葉
で
、
為
政
者
を
も
含
め

た
表
現
に
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ラ
マ
に
よ
る
と
、
中
国
古
代
の
皇
帝
は

絶
対
的
権
力
を
も
っ
て
お
り
、
些
細
な
こ
と
で
も
「
逆
鱗
」
に
ふ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
理
不
尽
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

今
日
に
お
い
て
も
、
あ
る
国
で
は
体
制
批
判
は
無
論
、
政
策
批
判
も
許
さ

れ
な
い
。
拉
致
監
禁
さ
れ
自
由
を
失
う
の
で
あ
る
。
曇
鸞
の
表
現
は
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
陥
ら
な
い
こ
と
か
ら
の
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
す

る
以
外
な
い
が
、
政
治
の
責
任
を
国
民
の
責
任
に
す
り
か
え
る
が
如
き
説

は
首
肯
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
廃
仏
施
策
」
は
暗
愚
な
皇
帝
・
宰
相

の
政
治
的
責
任
で
は
な
か
っ
た
の
か
。 

    

推
測
で
は
あ
る
が
、
為
政
者
、
皇
帝
を
も
含
め
た
意
味
で
「
衆
生
」
と

い
っ
て
お
り
、
廃
仏
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
現
実
は
、
愚
か
な
衆
生
た
ち

の
引
き
起
こ
し
た
事
実
・
現
実
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
光
明
に
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照
ら
さ
れ
な
い
「
無
仏
の
国
」
の
存
在
は
、
愚
か
な
為
政
者
が
も
た
ら
し

た
現
実
で
あ
る
が
、
さ
ま
た
げ
は
皇
帝
の
政
治
に
よ
る
。
と
云
わ
な
い
で
、

「
さ
ま
た
げ
は
衆
生
に
あ
る
」
と
の
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
曇
鸞
生
存
前
時
代
は
「
五
胡
十
六
国
」
時
代
で
あ
り
、
多
種
の
民
族
が

争
い
、
十
六
の
国
が
乱
立
し
て
い
た
・
曇
鸞
の
時
代
も
「
南
北
朝
」
時
代

で
戦
乱
の
絶
え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
「
群
雄
割
拠
」
は
強
力
な
支
配
者

が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
愚
か
な
者
達
は
絶
対
者
を
頂
か
ず
争
い

を
繰
り
返
し
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
戦
乱
を
将
来
し
た
の
は
暗
愚
な
皇

帝
・
宰
相
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
う
言
わ
ず
、
「
衆
生
」
と
す
る
。
こ
れ
が
智
慧
者
の
言
説

な
の
だ
ろ
う
。『
安
楽
集
』
に
曇
鸞
の
事
蹟
を
記
さ
れ
て
い
る
。
（
真
聖
全

４
１
４
ペ
ー
ジ
）
「
世
俗
の
君
子
が
来
た
っ
て
曇
鸞
を
呵
し
て
云
っ
た
。

十
方
の
仏
国
は
皆
浄
土
と
い
う
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
西
方
に
生
ま
れ
る
こ

と
を
念
じ
す
す
め
る
の
か
。
そ
れ
は
、
偏
っ
た
観
方
の
生
で
は
な
い
の
か
」

と
あ
り
、
以
下
色
々
書
か
れ
て
い
る
。
「
君
子
」
と
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

は
「
君
主
」
の
事
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
君
主
に
対
し
て
、
面
と
向
か
っ
て
、

此
の
国
は
浄
土
で
は
な
く
穢
土
で
あ
る
と
い
う
の
は
智
慧
の
無
い
者
の
云

う
事
で
あ
る
。
「
西
」
と
示
し
た
の
は
、
こ
こ
で
は
な
い
と
い
う
意
味
に

な
る
の
で
あ
る
。
優
れ
た
指
導
者
の
在
し
ま
す
世
界
で
は
、
「
こ
こ
が
浄

土
の
南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
の
で
あ
る
。 

表
現
の
在
り
方
は
と
も
か
く
、
「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
を
指
摘
し 

た
の
は
称
賛
に
値
す
る
。
僧
・
僧
尼
が
虐
殺
さ
れ
る
暗
黒
の
世
、
大
獄
の

世
を
「
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
」
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
難
行
」
の
難
は
行
者
の
事
情
だ
け
で
は
な
く
環
境
的
要
因
に
も
よ
っ 

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。 

 
      

次
に
示
さ
れ
る
答
え
も
煙
に
巻
く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
       

若
言
一
仏
主
領
、
三
千
大
千
世
界
、
是
声
聞
論
中
説
。 

 
 

 
 

 
 

 
  

若
言
諸
仏
遍
領
十
方
無
量
無
辺
世
界
、
是
大
乗
論
中
説
。 

大
乗
仏
教
で
の
論
説
で
は
、
（
一
仏
が
領
有
す
る
国
土
で
光
明
が
照
ら

す
範
囲
は
）
無
量
無
辺
で
あ
る
が
、
声
聞
乗
・
小
乗
仏
教
で
の
論
説
で

は
、
（
た
か
だ
か
）
三
千
大
千
世
界
で
あ
る
。
（
し
た
が
っ
て
光
明
が
照

ら
さ
な
い
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。）
と
の
解
答
で
あ
ろ
う
。 

 
 

  

こ
の
説
は
、
一
つ
の
無
限
と
無
量
の
無
限
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
不

可
思
議
で
理
解
不
能
な
解
答
で
、
権
力
者
へ
の
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、

煙
に
ま
か
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
解
答
で
あ
る
。
し
か
し
、
答
文
中
の
た

と
え
に
つ
い
て
、
深
励
師
は
「
大
論
」（
大
智
度
論
）
に
あ
る
と
教
え
ら

れ
て
い
る
。
曇
鸞
の
自
己
体
験
か
ら
も
の
で
は
な
く
根
拠
の
あ
る
言
説

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。 

 
   

  

そ
の
様
に
、
無
量
寿
佛
の
威
光
は
絶
大
な
の
で
あ
る
。
「
尋
十
方
無
碍

光
如
来
」
と
称
す
る
の
は
、
こ
の
上
な
い
絶
大
な
讃
辞
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
讃
嘆
な
の
で
あ
る
。
と
の
結
論
で
あ
ろ
う
。 

 
       

そ
う
は
云
っ
て
も
、
光
明
が
照
ら
さ
な
い
所
は
あ
る
。「
清
浄
仏
国
土
」

で
は
な
い
国
土
が
あ
る
。
と
い
う
念
は
、
仏
教
者
で
あ
れ
ば
、
捨
て
ら

れ
な
い
念
で
あ
る
。「
き
れ
い
ご
と
」
だ
け
を
述
べ
る
の
が
浄
土
の
教
説

で
は
な
い
。
現
実
の
凄
ま
じ
い
壮
絶
な
あ
り
様
を
認
識
し
て
か
ら
こ
そ
、

「
願
生
」・
「
往
生
」
の
意
欲
が
実
現
し
、「
荘
厳
」
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ



18 

 

る
。1

0 

「
讃
嘆
」
の
「
嘆
」
は
「
歎
」
で
も
あ
り
、
嘆
き
悲
し
む
意
味
を
も
あ

わ
せ
て
も
つ
の
で
あ
る
。 

４
、
作
願
門
で
の
問
答 

 
 

①
作
願
と
は
何
か 

「
願
生
安
楽
国
」
者
、
此
一
句
是
作
願
門
。
天
親
菩
薩
帰
命
之
意
也
。 

 
 

 
 

 
 

（「
願
生
安
楽
国
」
と
は
、
こ
の
一
句
は
作
願
門
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

天
親
菩
薩
の
帰
命
の
意
で
あ
る
。） 

 

ま
ず
は
、「
願
生
安
楽
国
」
と
い
う
の
は
、「
作
願
」
で
あ
る
。
と
云
う
。

す
な
わ
ち
、
「
安
楽
国
」
は
客
観
的
に
ま
た
対
照
的
に
想
念
さ
れ
た
国
で

は
な
く
、
そ
の
国
を
実
現
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
も
と
に
求
め
ら
れ
た
国

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
理
想
国
家
と
か
け
離
れ
た
国
を
反
照
す
る
だ
け
で

な
く
、
現
実
国
家
を
理
想
の
清
浄
仏
国
土
へ
す
こ
し
で
も
荘
厳
す
る
意
欲

を
顕
し
た
言
葉
で
あ
る
。
作
願
は
帰
命
の
心
で
あ
る
。
と
し
た
意
味
で
あ

る
と
受
け
取
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

②
『
無
量
寿
経
』
で
の
作
願 

『
無
量
寿
経
』「
東
方
偈
」
に
、
「
稽
首
無
上
尊 

見
彼
厳
浄
土 
微
妙

難
思
議 

因
發
無
上
心 

願
我
国
亦
然
」
と
あ
る
。
「
微
妙
で
思
議
し
難

い
彼
の
厳
で
、
浄
ら
か
な
国
土
を
観
て
、
願
わ
く
は
わ
が
国
も
そ
う
で
あ

 

1
0 

内
田
准
心
の
『
曇
鸞
と
国
家
権
力
』（
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
１
３
４ 

２
０
１
４
年
１
２
月
）
の

結
文
に
お
い
て
「「『
論
註
』
の
註
釈
姿
勢
は
単
な
る
『
浄
土
論
』
と
い
う
論
書
の
註
釈
に
と
ど
ま
る
も

り
た
い
」
と
願
う
。
こ
の
主
体
は
、
「
彼
の
国
の
菩
薩
衆
」
・
「
一
切
の
諸

菩
薩
」
・「
一
切
の
天
人
衆
」
・「
十
方
か
ら
来
れ
る
正
士
」
と
説
か
れ
て
い

る
。
そ
し
て
わ
れ
ら
は
、
「
覚
了
一
切
法 

猶
如
夢
幻
響
」
、
「
知
法
如
電

影
」
、
「
通
達
諸
法
性 

一
切
空
無
我
」
で
あ
れ
ど
も
、
す
な
わ
ち
、
「
厳

浄
土
」
の
教
説
が
「
夢
・
幻
の
響
」
、
「
電
影
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
一

切
空
無
我
」
と
「
覚
了
」
し
、
「
知
」
り
、
「
通
達
」
し
て
、
「
専
ら
清
浄

な
仏
国
土
を
求
め
必
ず
そ
の
よ
う
な
国
を
成
就
し
た
い
」
と
ね
が
う
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
作
願
と
い
う
。 

次
に
、
問
い
を
出
す
。 

 

③
作
願
門
で
の
問
い 

 

問
曰
大
乗
経
論
中
、
処
々
説
衆
生
畢
竟
無
生
如
虚
空
、 

云
何
天
親
菩
薩
言
願
生
耶 

 

（
問
う
、
大
乗
の
経
論
の
中
に
は
、
処
々
に
衆
生
は
つ
づ
ま
る
と
こ

ろ
無
生
〈
空
〉
で
あ
っ
て
、
虚
空
の
よ
う
な
も
の
だ
と
説
い
て
い

る
。 

 

ど
う
し
て
天
親
菩
薩
は
〈
願
生
〉
と
い
わ
れ
る
の
か
。） 

  
   

こ
こ
で
、
所
謂
、「
無
生
の
生
」
が
主
張
さ
れ
る
。 

の
で
は
な
く
、
当
時
の
中
国
社
会
に
お
け
る
生
々
し
い
苦
し
み
、
こ
こ
で
は
世
俗
権
力
を
巡
る
苦
し

み
、
そ
れ
を
超
え
る
も
の
と
し
て
浄
土
の
教
え
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ

る
の
は
共
感
同
意
出
来
る
説
で
あ
る
。 
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な
ぜ
曇
鸞
が
こ
こ
で
こ
の
問
い
を
出
し
た
の
か
。
極
め
て
重
大
な
事 

由
・
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

④ 
深
励
師
の
解
釈 

 
 

深
励
師
の
『
浄
土
論
註
講
義
』
に
は
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
釈
し
て
、
「
一

大
事
の
肝
要
な
り
。
」
ま
た
、
「
今
鸞
師
問
答
料
簡
し
て
、
そ
の
疑
難
を

釈
去
し
、
往
生
浄
土
の
宗
義
を
顕
示
し
玉
う
大
切
な
處
な
り
。
」
と
あ
る
。

こ
の
位
置
付
け
は
全
く
そ
の
通
り
だ
と
首
肯
で
き
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
問
難
を
「
聖
道
門
の
人
師
よ
り
通
大
乗
の
経
論
を
以 

て
、
こ
の
願
生
の
義
を
妨
難
す
る
こ
と
あ
り
。
」
と
の
領
解
を
示
さ
れ
て 

い
る
。 

「
聖
道
門
の
人
師
」
か
ら
の
「
願
生
の
義
」
を
「
妨
難
す
る
こ
と
で 

あ
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
事
実
を
云
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
聖 

道
門
」
か
ら
「
浄
土
門
」
へ
の
非
難
は
、
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
か
ら
の 

こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
説
を
窺
う
に
、
深
励
師
は
、「
無
生
の
生
」
説
は
「
願
生
の
義
を 

妨
難
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
論
難
の
「
釈
去
」
で
あ
る
と
さ
れ
て 

い
る
。 

し
か
し
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
に
決
着
す
る
こ
と
が
是
な
の
で
あ
ろ 

う
か
。 

曇
鸞
時
代
に
「
聖
道
門
」
と
い
う
一
門
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
、「
聖
道
」
の
語
は
道
綽
禅
師
が
『
安
楽
集
』
で
使
用
さ
れ 

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
自
分
が
学
ん
だ
三
論
を
も
っ
て
、「
願
生
」・「
往
生
」
を
否
定 

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
論
で
の
中
心
思
想
は
、「
願
生
」
を
否
定
す
る

の
で
は
な
く
、
彼
土
の
生
も
此
土
の
生
も
「
不
生
」
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
常
住
不
変
で
は
な
く
変
化
す
る
。
す
べ
て
は
「
因
縁
所
生
」
で
あ

る
。
と
の
見
解
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 

道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
二
大
門
で
の
料
簡
、
す
な
わ
ち
、
検
討
の 

「
第
二
破
異
見
邪
執
」
（
真
聖
全
３
８
８
ペ
ー
ジ
）
で
、
「
破
妄
計
大
乗

無
相
異
見
偏
執
」
を
論
破
す
る
に
、
「
堕
滅
空
所
収
」
ま
た
、
「
若
起
空

見
如
芥
子
我
即
不
許
。
何
以
故
。
此
見
者
破
喪
因
果
多
堕
悪
道
（
略
）

理
雖
無
生
然
二
諦
道
理
非
無
縁
求
、
一
切
得
往
生
」
と
あ
っ
て
、「
空
見
」

は
許
さ
れ
な
い
。
全
て
は
無
い
と
す
る
虚
無
、
因
果
を
い
わ
な
い
「
空

見
」
は
、「
空
見
」
に
執
着
し
、
因
果
の
法
則
を
無
視
す
る
邪
見
で
あ
り
、

仏
教
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
衆
生
を
往
生
せ
し
め
る
教
説
で
な
け
れ
ば

仏
教
で
は
な
い
。
と
主
張
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
深
励
師
の
説
に
は
「
法
相
唯
識
」
の
言
葉
が
出
さ
れ
て
い
る
。

三
論
は
も
と
中
観
派
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
中
観
学
派
と
の
、
対
立

構
図
の
一
方
は
聖
道
門
で
は
な
く
天
親
の
時
代
か
ら
、
瑜
伽
法
相
唯
識

学
派
で
あ
っ
た
。
対
立
観
点
は
「
性
」
の
有
・
無
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。「
仏
種
性
」・「
如
来
蔵
」
の
問
題
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
浄
土
も
仏
も
菩
薩
も
眷
属
も
す
べ
て
は
無
生
で
あ
る
と
い
う
破

壊
的
な
言
説
と
し
て
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
道
綽
の
云
う
よ
う
に
、

「
滅
空
」
説
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

 
 

論
難
は
。
浄
土
の
生
に
つ
い
て
、
す
べ
て
無
生
で
あ
る
の
に
な
ぜ
浄

土
に
生
が
あ
る
の
か
。
と
い
う
論
難
で
あ
る
と
も
想
定
で
き
よ
う
が
、
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穢
土
、
で
の
生
に
つ
い
て
の
言
及
と
の
認
識
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

所
謂
、
「
真
・
俗
二
諦
」
か
ら
、
「
菩
提
」
を
得
さ
し
む
た
め
の
俗
言
で

あ
る
。 

「
無
生
」
説
は
何
も
な
い
空
無
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
す
べ

て
は
「
因
縁
所
生
」
で
あ
る
。
仏
も
菩
薩
も
浄
土
も
穢
土
も
す
べ
て
は

因
縁
所
生
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
人
は
変
わ

る
。
確
定
さ
れ
た
「
性
」
は
な
い
。
人
が
変
わ
れ
ば
国
が
変
わ
る
。
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
「
願
生
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
瑜
伽
唯
識
の
説
く
、

各
別
さ
れ
た
五
つ
の
性
は
い
づ
れ
も
「
定
」
で
は
な
く
「
不
定
」
で
あ

る
。
と
把
握
認
識
で
き
る
。 

三
枝
充
悳
先
生
の
『
中
論
』
（
第
三
文
明
社
刊
１
９
８
４
年
）
に
お

い
て
、
『
中
論
』
が
註
釈
さ
れ
て
い
る
時
代
、
対
立
す
る
論
理
的
立
場

が
あ
り
、
今
日
で
は
、
「
帰
謬
論
証
派
」
と
「
自
立
論
証
派
」
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
帰
謬
論
証
」
と
は
「
背
理

法
」
と
も
呼
ば
れ
、
「
自
説
に
矛
盾
す
る
命
題
を
立
て
た
う
え
で
、
そ

れ
が
成
立
し
得
な
い
こ
と
を
論
証
し
て
、
自
説
を
裏
付
け
る
と
い
う
論

法
」
と
説
明
し
て
い
る
。
「
自
立
論
証
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
無
い
が
、

通
常
の
形
の
論
理
的
立
場
を
云
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

以
上
の
基
本
的
理
解
の
上
で
、
「
有
・
無
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
は

誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
生
」
と
い
う
も
「
無
生
」
と
い

う
も
、
固
定
的
見
解
で
誤
り
で
あ
る
、
全
て
は
因
縁
所
生
で
な
い
物
事

は
無
い
と
い
う
こ
と
が
真
実
で
あ
る
。
「
生
が
あ
る
」
と
す
れ
ば
固
定

的
で
因
果
否
定
、
「
生
は
無
い
」
と
す
れ
ば
「
滅
空
」
の
誤
り
に
陥
る
。

す
べ
て
は
、
「
不
一
不
異
」
に
し
て
「
因
縁
所
生
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

釈
迦
以
来
の
さ
と
り
で
あ
る
。
と
の
説
で
あ
る
と
う
け
と
っ
た
。 

た
だ
、
「
因
果
」
に
は
「
縁
」
が
は
た
ら
く
も
の
で
、
弥
陀
の
本
願

を
増
上
縁
と
し
て
往
生
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
信
念
・
思
想
が

成
立
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

「
無
生
の
生
」
説
は
、
因
縁
に
し
た
が
っ
て
、
全
て
は
変
化
す
る
と

い
う
思
想
で
、
こ
の
思
想
に
よ
る
と
、「
無
生
」
即
ち
、
「
因
縁
所
生
」

で
あ
る
が
故
に
「
願
生
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
「
願
生
」

ま
た
、「
往
生
」
の
可
能
性
を
説
く
教
説
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。 

「
般
若
・
空
」
の
教
理
を
出
し
た
の
は
、
諸
現
実
は
変
わ
る
。
変
革 

で
き
る
の
で
あ
る
。
「
衆
生
往
生
」
は
作
願
・
帰
命
に
お
い
て
可
能
で

あ
る
。
と
、
願
生
説
を
是
認
し
勧
め
る
た
め
の
問
答
な
の
で
あ
る
。 

善
男
子
・
善
女
人
が
、
仏
・
菩
薩
へ
と
転
成
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

非
仏
国
が
仏
国
へ
と
荘
厳
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
、
ま
さ
に
、
国
土
荘
厳
に
立
ち
上
が
っ
た
「
還
相
の
菩
薩
」

と
し
て
の
曇
鸞
大
師
が
拝
ま
れ
る
。
た
だ
、「
空
観
」
を
徹
底
す
る
と
、 

転
成
し
た
仏
も
ま
た
空
で
あ
る
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、

「
従
果
、
向
因
」
説
が
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
仏
は
仏
の
立
場
か
ら
菩

薩
へ
と
応
化
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
凡
夫
に
対
し
て
は
、
仮
名
の
世

界
を
説
か
な
け
れ
ば
、
往
生
も
成
仏
も
無
い
。
真
実
の
世
界
は
言
妄
慮

絶
で
説
明
し
難
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な

お
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。
凡
夫
、
私
が
い
た
だ
け
る
教
説
で
な
け
れ
ば

仏
教
で
は
な
い
。
私
を
解
ら
せ
、
拯
う
の
が
仏
教
だ
か
ら
で
あ
る
。 
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宗
祖
親
鸞
の
思
考
教
説
を
複
称
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
真
宗

の
教
義
を
信
仰
、
あ
る
い
は
、
前
提
知
識
と
し
て
お
持
ち
の
方
々
で
あ

れ
ば
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
ず
る
。
凡
夫
が
「
本
願
を
信
じ
念

仏
申
せ
ば
仏
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
は
菩
薩
と
な
っ
て
、
応

化
身
を
お
示
め
し
に
な
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
。
聖
人
御
自
身
の
述
懐
と
し
て
、
求
道
者
は
三
つ
の
求
道
階
梯

を
経
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
転
変
、「
転
入
」
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

と
告
白
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
「
願
生
」
、
転
化
し
て
往
く
「
往
生
」

が
あ
る
と
の
認
識
で
あ
る
。 

次
に
、
天
親
菩
薩
・
曇
鸞
大
師
の
以
上
の
思
念
は
現
代
に
お
い
て
ど

の
様
に
受
け
取
ら
れ
、
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

５
、
天
親
・
曇
鸞
の
思
念
の
現
代
に
お
け
る
展
開
の
相
（結
び
に
代
え
て
） 

 
 

 
  

天
親
は
「
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
」
で
「
浄
土
」
を
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ぺ 

ー
ス
と
し
て
説
い
た
。
あ
る
意
味
で
「
理
想
国
家
論
」
の
提
唱
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
曇
鸞
は
、
現
実
の
世
、
す
な
わ
ち
、
「
リ
ア
ル 

ス
ぺ

ー
ス
」
を
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
曇
鸞
は
仏
光
明
の
届
い
て
い
な
い
と
こ

ろ
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
未
だ
浄
土
で
は
な
い
現
実
世
界,
の
指

摘
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
へ
生
ま
れ
て
往
く
こ
と
が
道
理
と
し
て
お
こ

る
こ
と
を
、
述
べ
ら
れ
た
。
「
園
林
遊
戯
」
で
あ
る
。
源
信
の
云
う
「
穢

土
」
の
認
識
に
お
い
て
、
「
願
生
・
往
生
」
は
あ
る
。
と
い
う
事
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
現
代
、
鈴
木
大
拙
は
、
志
村
武
編
著
『
青
春
の
鈴
木
大
拙 

菩 

薩
道
の
原
典
を
求
め
て
』（
佼
成
出
版
社
、
１
９
７
３
／
１
１
／
１
５
） 

に
お
い
て
、
「
大
乗
仏
教
の
七
つ
の
主
要
な
特
質
」
と
し
て
、
①
抱
擁
性
、 

②
普
遍
的
な
愛
、
③
知
的
理
解
力
の
偉
大
さ
、
④
底
知
れ
ぬ
精
神
的
エ
ネ 

ル
ギ
ー
、
⑤
方
便
の
実
施
に
お
け
る
偉
大
さ
、
⑥
よ
り
高
次
の
精
神
的
境 

涯
、
⑦
偉
大
な
る
活
動
性
を
挙
げ
て
い
る
。
仏
教
の
「
慈
悲
」
性
と
「
智 

慧
」
性
と
か
ら
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。 

 

住
岡
夜
晃
師
は
、
『
新
選
集
』
第
五
巻
に
お
い
て
、
「
慈
悲
」
を
解
し
て
、 

「
他
の
運
命
へ
の
限
り
な
き
共
感
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
住
岡
の
弟
子
、
細
川
巌
師
は
、『
龍
樹
の
仏
教 

十
住
毘
婆
沙 

論
』
に
お
い
て
、「
宗
教
は
個
人
の
自
覚
と
救
済
を
目
的
と
す
る
も
の
で 

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
宗 

教
が
も
し
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
利
己
的
な
も
の
、
私
的
な 

も
の
に
終
わ
っ
て
、
世
界
や
社
会
に
は
無
関
係
な
も
の
と
な
り
終
わ
る
で 

あ
ろ
う
。」
ま
た
、「
真
実
の
宗
教
の
特
色
は
、
こ
の
よ
う
な
個
の
自
覚
と 

救
済
を
出
発
点
と
し
て
、
全
人
類
的
、
全
世
界
的
方
向
に
む
か
っ
て
、
は 

た
ら
き
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。」
と
大
乗
精
神
を
述
べ
ら
れ
て
い 

る
。
死
ん
で
か
ら
実
現
す
る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
代
を
重
ね
て
実
現
す 

る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
我
ら
の
祖
師
は
現
生
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と 

を
願
わ
れ
た
。 

 
  

さ
て
、
現
代
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
ろ
う
か
。
対
立
と
戦
闘
と
そ
の
結

果
か
ら
観
て
み
る
。 

 
     

地
球
上
に
お
け
る
今
日
の
対
立
は
、
東
西
の
対
立
は
薄
れ
た
。
二
度
の  

 
 

大
き
な
世
界
戦
争
の
後
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
支
配
と
富
へ
の
限
り
な
い 

欲
望
か
ら
の
愚
か
な
殺
戮
と
破
壊
を
体
験
し
た
後
、
人
間
は
、
共
産
主
義
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と
資
本
主
義
と
の
冷
や
や
か
な
戦
い
に
一
応
の
終
止
符
を
う
っ
た
。
ソ
連

が
滅
び
、
東
西
ド
イ
ツ
の
壁
が
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
、
キ
リ 

ス
ト
と
マ
ホ
メ
ッ
ト
が
抗
争
し
て
い
る
。
ま
た
、
独
裁
主
義
あ
る
い
は
教

条
主
義
と
民
主
主
義
が
争
っ
て
い
る
。 

再
び
、
人
民
が
殺
戮
さ
れ
、
国
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
可
能

性
の
中
で
葛
藤
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
戦
後
復
興
に
取
り
残
さ

れ
た
場
所
、
ま
た
、
も
と
も
と
文
明
の
進
展
の
中
で
お
く
れ
を
取
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
り
、
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
環
境
の
未
整
備
、
進
展
の
た
め
の
最

低
限
の
教
育
の
不
在
、
未
熟
な
政
治
な
ど
に
よ
っ
て
、
人
々
は
大
き
な
格

差
世
界
を
生
き
て
い
る
。
与
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
奪
い
取
る
こ
と
し
か

知
ら
な
い
者
達
が
闊
歩
し
て
い
る
。
所
謂
、
「
南
北
問
題
」
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
地
球
規
模
に
お
け
る
現
状
で
あ
る
。
く
り
か
え
す
。
地
球
上
に
は
、

泥
水
を
す
す
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
人
々
が
い
る
の
で
あ
る
。
児
童
期
か
ら
、

学
校
に
行
か
ず
、
お
金
を
稼
い
で
い
る
子
供
た
ち
が
い
る
の
で
あ
る
。

寺
・
教
会
・
学
校
が
な
い
地
域
が
あ
る
の
で
あ
る
。
電
波
で
の
映
像
に
よ

る
が
、
決
し
て
妄
念
妄
想
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
リ
ア
ル 

ス
ペ
ー
ス
」
の
現
状
の
中
で
、
世
界
は
「
持

続
可
能
な
開
発
」
を
採
択
し
、
１
７
項
目
、
１
６
９
の
細
項
目
を
立
て
、 

「
バ
ー
チ
ャ
ル 

ス
ペ
ー
ス
」
と
想
定
し
、
時
間
を
限
っ
て
実
現
す
る
こ 

と
を
勧
め
促
し
て
い
る
。
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
あ
る
。
貧
困
の
撲
滅
、
教
育

格
差
の
是
正
、
絶
滅
種
生
命
へ
の
配
慮
、
脱
炭
素
依
存
、
等
々
、
地
球
上

の
問
題
・
課
題
を
網
羅
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
地
球
規
模
で

の
仏
国
土
荘
厳
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
意
点
は
、
日
本
の
平
安

時
代
の
「
照
千
一
隅
」
、
鎌
倉
時
代
の
「
念
仏
往
生
」
・
「
脚
下
照
顧
」
の

思
想
が
自
省
根
拠
で
あ
ろ
う
。 

太
古
の
人
は
弱
者
を
養
育
し
、
死
者
に
花
を
手
向
け
た
。
人
は
愛
す
る

者
の
た
め
に
死
ん
だ
。
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
す
べ
て

の
人
間
に
こ
の
想
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
「
仏
種
性
」
は
す
べ
て
の
人
間
の

精
神
の
内
奥
に
生
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
運
命
へ
の
限
り
な
い
共
感
に
よ

っ
て
、
国
土
が
荘
厳
さ
れ
る
。
愚
か
な
る
人
間
よ
、
目
覚
め
よ
。
全
て
の

者
が
と
も
に
平
和
と
幸
福
を
享
受
で
き
る
世
界
と
そ
の
将
来
の
方
法
に
。 

 

彼
の
問
題
は
彼
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
。
私
の
問
題
で

も
あ
る
と
の
受
け
止
め
に
な
る
。
繰
り
返
す
、
こ
こ
に
「
普
共
諸
衆
生 

願
生
安
楽
国
」
が
あ
る
の
で
あ
る
。
間
違
っ
た
想
念
を
も
っ
た
ま
ま
死
に

ゆ
く
人
に
、
そ
れ
は
個
人
の
問
題
で
あ
る
。
と
す
る
の
か
。
他
の
人
の
運

命
を
放
置
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
声
聞
・
小
乗
の
世
界
で
は
な
い
の
か
。 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
一
々
に
つ
い
て
述
べ
、
弥
陀
の
本
願
と
比
較
照
合
す

る
枚
挙
も
い
と
ま
も
な
い
。
弥
陀
の
本
願
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
し
て
現
代

世
界
に
応
現
し
て
い
る
と
い
う
、
方
向
性
を
示
す
に
と
ど
め
、
ま
た
、
現

れ
た
い
く
つ
か
の
課
題
を
も
、
機
会
を
あ
ら
た
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
す

る
。 本

日
は
こ
れ
ま
で
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 

  

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
兄
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
誠
に
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

    

最
後
に
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
諸
先
生
・
諸
先
輩
方
の
書 
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籍
・
論
文
を
掲
載
し
て
、
こ
れ
も
感
謝
申
し
上
げ
る
。 

参
考
文
献
一
覧 

山
口 

益 
『
無
量
寿
経
ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
な
る
題
号
に
つ
い
て
』 

 
 

 
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
２
０ 

１
９
６
２
／
０
３
／
３
１ 

『
世
親
の
浄
土
論
』
大
谷
大
学
内
安
居
寺
務
所
１
９
６
２
年
法
蔵
館 

 
 

  

藤
田
宏
達 

『
浄
土
経
典
研
究
の
現
状
と
課
題
』
仏
教
文
化
紀
要
４
３
集
９
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
０
４
／
１
１
／
３
０ 

『
極
楽
浄
土
の
名
義
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
２
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
９
６
５
／
１
２
／
２
５ 

『「
無
量
寿
経
」
の
訳
者
は
誰
か
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
３
０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
６
７
／
０
３
／
３
１ 

桜
部 

建 『
初
期
浄
土
経
典
の
成
立
』
東
洋
学
術
研
究
通
号
１
０
６ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
８
４
／
０
５
／
０
１  

 
 

  

住
岡
夜
晃 

 
 

 
 

 
 

『
新
住
岡
夜
晃
選
集
』
第
五
巻 

法
蔵
館 

２
０
１
８ 

細
川 

巌 『
龍
樹
の
仏
教
』
筑
摩
書
房 

  

２
０
１
１
／
１
０
／
１
０ 

『
大
い
な
る
も
の
と
共
に
』
細
川
ま
つ
き
発
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
９
６
／
０
４
／
０
１ 

『
教
行
信
証
行
巻
講
義
』
平
木
正
則
編
集 

日
野
市
教
育
を
考
え
る
会
佐
々
木
玄
吾 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
１
１
／
０
５ 

香
月
院
深
励 

『
浄
土
論
註
講
述
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

 

平
野 

修 『
浄
土
論
註
講
義
一
』
奥
羽
教
区
教
学
研
究
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
９
５
／
１
１
／
０
１ 

マ
イ
ケ
ル 

コ
ン
ウ
エ
イ 

 
  

『
中
国
浄
土
三
祖
の
往
生
観—

善
導
の
捉
え
方
を
中
心
に—

』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

巌
松
会 

特
別
土
曜
会
講
述 

塚
本
勉
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
２
３
／
０
３
／
２
６ 

池
本
重
臣 『

龍
樹
と
無
量
寿
経
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
１
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
４
０
／
０
１
／
２
５ 

          

福
島
和
人 

 
 

 
 

 
 

『
近
代
に
お
け
る
「
無
量
寿
経
」
研
究
』 

親
鸞
教
学
通
号
４
０―

４
１ 

 
 

 
 

１
９
８
２
／
１
２
／
２
０ 

 
 

  

藤
井
了
興 

 
 

 
 

 
 

『
清
澤
満
之
と
「
無
量
寿
経
」』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
号
３
７ 
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２
０
２
０
／
１
２
／
０
１ 

                 

壬
生
泰
紀 

 
 

 
 

 
 

『「
無
量
寿
経
」
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
国
土
観
の
変
遷
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
通
後
１
２
８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
１
２
／
１
２
／
２
７ 

  
 

 
 

上
野
牧
生 

 
 

 
 

 
 

『「
釈
軌
論
」
の
経
典
註
釈
法
と
そ
の
典
拠
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
後
学
セ
ミ
ナ
ー
通
号
８
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
０
９
／
０
６
・
０ 

 
 

 
 

 

堀
内
俊
郎 

                 
 

『
世
親
の
大
乗
仏
説
論
：「
釈
軌
論
」
第
四
章
を
中
心
に
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
位
論
文
要
旨 

 
 

 
 

多
屋 

弘 

 
 

 
 

 
 

『
曇
鸞
大
師
傳
之
研
究
』
大
谷
学
報
通
号
７
８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
４
０
／
０
６
／
０
５ 

 
 

 
 

横
超
慧
日 

 
 

 
 

   

『
中
国
仏
教
研
究
法
』 

 
 

 
 

   

『
速
疾
成
仏
の
思
想
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
５
４
／
０
１
／
２
５ 

 
 

 
 

   

『
釈
道
安
の
翻
訳
論
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
１
０ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
５
７
／
０
３
／
３
０ 

 
 

 
 

   

『
北
魏
仏
教
の
基
本
的
課
題
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
２
８ 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

１
９
６
６
／
０
３
／
３
１ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

神
達
知
純 

 
 

 
 

   

『
中
国
仏
教
に
お
け
る
五
重
玄
義
の
位
置
』 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
通3

3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
０
９
／
０
３
／
１
５ 

 
 

 
 

辻
本
俊
郎 

 
 

 
 

  

『「
無
量
寿
経
論
」
の
諸
本
に
つ
い
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

仏
教
大
学 

 
 

 
 

 

『
中
国
に
お
け
る
「
無
量
寿
経
論
」
テ
キ
ス
ト
の
受
容
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
通
号
９
９ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
１
７
／
０
３
／
２
５ 

遠
山
信
証 

『「
往
生
論
註
」
に
お
け
る
「
無
量
寿
経
」
の
受
容
』 

 
 

 
 

 
 

 

龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
通
号
３
７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
５
／
１
２
／
２
５ 

春
本
秀
雄 

『
図
箴
と
北
魏
の
廃
仏
に
つ
い
て
』 

 

『
北
魏
法
難
の
実
体
解
明
に
つ
い
て
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
正
大
学
研
究
紀
要
通
号
９
４ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
０
９
／
０
３
／
１
５ 

 
 

 
内
田
准
心 

 
 

 
 

 
『
曇
鸞
に
お
け
る
南
朝
仏
教
の
影
響
』 



25 

 

                                                  

印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
１
２
６ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
２
／
０
３
／
０ 

 
 

 
 

 

『「
往
生
論
註
」
に
お
け
る
願
生
の
意
義
』 

 
 

 
 

 
 

 

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
通
号
３
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
３
／
１
２
／
２
５ 

 
 

 
 

 

『
曇
鸞
と
国
家
権
力
』
印
度
学
仏
教
学
研
究
通
号
１
３
４ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
４
／
１
２
／
２
０ 

 
 

 

尾
畑
正
文 

 
 

 
 

 

『
曇
鸞
の
「
浄
土
論
註
」
解
釈
の
視
点
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
朋
大
学
研
究
紀
要 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
２
１
／
０
１
／
２
５ 

 
 

松
尾
哲
成 

 
 

 
 

 

『
曇
鸞
浄
土
教
の
成
立
背
景
の
一
考
察
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
度
学
仏
教
学
研
究
４
０
巻
２
号 

 
 

福
井
智
行 

 
 

 

『
曇
鸞
教
学
の
背
景
に
関
す
る
一
考
察
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
４
８
巻
２
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

冨
岡
量
秀 

 

『「
浄
土
論
註
」
国
土
荘
厳
に
関
す
る
一
考
察
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幡
谷 

明 

 

『
曇
鸞
教
学
覚
書
』 

延
塚
知
道 

 

『
凡
愚
遇
無
空
過
者
』
親
鸞
教
学
通
号
４
５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
９
８
５
／
０
１
／
２
０ 

 

日
本
国
外
務
省 

国
連
総
会
採
択 

 

『
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
；
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
』 

日
本
経
産
省 

 

『
世
界
の
社
会
課
題
解
決
（S

D
G

s

）
の
促
進
に
向
け
て
』 

杉
下
智
彦 

 

『
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

D
G

s

）
の
背
景
と
国
際
展
開
』 

 
 

 

保
険
医
療
科
学
２
０
１
９ 

v
o

l.6
8
 N

o
5
 

外
務
省 

M
ik

istry
 o

f F
o

re
ig

n
 A

ffa
irs  

o
f  

Ja
p

a
n

 

 
 

『
経
済
協
力
開
発
機
構
』 

中
国
新
聞
デ
ジ
タ
ル 

 
 

『
旧
統
一
教
会
問
題
』 
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2024「親しむ会」発表レジュメⅡ 

『往生論註』総説分讃嘆門における問いの意義 

                                弘保廣志 

1， はじめに 

 『無量寿経優婆提舎願生偈註』 『以下『無生偈註』 と表記）は、無量寿経優婆提舎願生

偈註 『以下『無土論註 と表記）の文字・語句『・文 の意味を中国北魏的に明確にし、主

張の理由をたどって明らかにしようとしているもの、すなわち、天親菩薩以下『天親と

略称）の説く、「安楽国」と、そこへの『「生偈」とその「方法」についての思想・信念を、

曇鸞大師『以下『称称略）が領解・解説した書籍である。ということではないのでしょう。 

この書籍は、無土論註 の説示にしたがって、註頌の部分の解説と、散文で表記された

部分の解説の二層構成になっているのは周知です。また、曇鸞の註理的立場が、「三註」

を学んでいることから、三枝先偈の中観註解説で、「帰謬註証」、「背理法」すなわち、

「自説に矛盾する命題を立てたうえで、それが成立しないことを註証して自説を裏付け

るという註法」を用いているということではないということでしょう。 

曇鸞の』釈は、一語一語の意味を明らかにし、また、多くの質問・疑問によって思想・

信念を理解・解説するものとなっています。 

』釈での質問は、「問曰」・「云何」・「何故」・「所下」の語で表記されていて、「問曰」

という質問形式においては『「答曰」の語によって示される文において註議され、導き出

された解答が述べられています。この「問答」は、上巻に 20，『巻に 9、合計 29 個あ

ります。また、「云何」、「何故」、「所下」の語での質問は、註議せず即確定された言説が

記述され、その数は多数あります。 

これらの質問・疑問は曇鸞が自らの領解を深め、言説の真実性を見極めるための、い

わば、「検討」ということではない。すなわち、言説を鵜呑みにするのではなく、註議問

答を加え、何を云っているのか、だけでなく、なぜそう云っているのかを顕かにしてい

るのではない。と云うことでしょう。 

また、これらの検討は、結果的に、『「治衆偈虛誑三業」以329 ペ－ジ）というはたらき

をする。すなわち、「衆偈」と呼ばれる者が、不実で、虚栄・打算・誤った競争心によ

り、うまいことをいって人をたぶらかしあざむき不当な利益を得ようとすること、ある

いは、いい加減で適当量責任な心根と言動、を自覚反省し、矯正し、治されるものでも

あるのでしょう。衆偈の身体的行為、言説、つまり、言動を正すことを目的としている

と、曇鸞は解説していると云うことではないのでしょう。 

 

問答は、『「身見」、すなわち、自身の感覚と知覚、意識によって得られているとする我

にとらわれた見解、すなわち、個人の優験によって得られている見解を私に所属するも

のと固執する自身にとらわれた見解。また、『「憍慢」、すなわち、たかあがり、うぬぼれ
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た心、また、『「邪見、」すなわち、正しい因果関係を量視するよこしまな見解からの疑義

は、『「分別苦」・「取捨苦」を偈み出す。と現実を指摘しあるいは未現実を『「抑止」しても

います。以330 ペ－ジ） 

ところで、『無生偈註』 での一々の問答は、曇鸞の思想信仰を理解し受け取る上で鍵と

なる表現だと思われます。これまで、先輩方の主張では、所謂、「八番問答」での答え、

また、『巻最後「利行満足」での「三生的証」を導き出す答えが、多く採り上げられ強

調され註じられているようです。しかし、29 個の問答の中、上巻はじめの四つの問答も

大変重要な問答だと考えられます。 

なぜかと申しますと、一番目の問答は、「世尊我一心」の語について、「仏法中量我、

此中何下称我」以仏法の中には我はない。ここではどうして我というのか）以真聖全 282

ペ－ジ）とあることから、『「帰命」すなわち、『「生偈」・「生偈」の主体を明らかにしてい

ると受け取れます。二番目の問答では、『「若言量碍光如来光明量寿照十方国論、量所障碍

者、此間衆偈何下不蒙光照、光有所不照、豈非有碍耶」『以もし、量碍光如来の光明が量寿

であって、十方の国論を照らしたもうに少しもさわりがないというのなら、此の国の衆

偈はどうしてその光をこうむらないのか。光が照らさない所があるのなら、どうしてさ

またげがないといえるのか）『以283 ペ－ジ）とあります、これは、こうむらないところが

ないようにすることが導き出され、仏教の興ってくる道理が述べられていると受け取れ

ます。三番目の問答には『「大乗優註中處處説、衆偈畢竟量偈如虚空、云何天親菩薩言生

偈耶」『以大乗の優註の中には、処々に衆偈はつづまるところ量偈以空）であって、虚空の

ようなものだと説かれている。どうして天親菩薩は「生偈」といわれるのか）『以８３ ペ

－ジ）とあります、このことは「すべては因縁所偈」であり、存在に固定的な性はない。

すべては変化するのである。ということから、『「生偈」・「生偈」成立の根拠を示している

と受け取れます。四番目の問答において、「何義説生偈」以どのような意味で〈因縁偈〉

の生偈と説くのか）以同 283 ペ－ジ）とあり、『「生偈」・「生偈」の意味を述べていると受

け取れるからです。これは、総じて、無生偈註』 の大意を述べ、講述され記録された理

由について述べられたものであると受け取ることもできるからです。 

因みに、飯島憲彬著、無知空の「量寿経優註』翼解」』解の基本姿勢 よとると、知空

は『無生偈註』 を解説するに十 を立て、さらに、此の十 を二門に分け、後半での内

容の』に先立って、前半で無』 を解する「基本姿勢」を述べている。として、「初めの

中に分かちて五とす。一には教起の因を明かす。二に蔵教の摂を示し、三に所被の機を

告げる。四つに教の体性を挙げ、五つに義の尚帰を述べる」という文を出し、さらに、

法蔵・宗密・子璿・曇雲の説を引用して、本生寺派の慣例的解説方法を示している。 

ただ、大谷派、香月院深励師の無土論註』講述 では智光の五門・十門説は玄談には

「量用」と云っている。「註』を講ずる玄談には量用なり、なぜと云うにみな註』の文に

入りて初めに出ること尤もその中において所被の機を判ずるは』の上巻の終わり普共

諸衆偈の文について八番の問答あるがそれなり。これらを文前に弁ずることは註』の玄
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談にいらぬと知るべし」云々とある。 

深励師の説は、『「文前二門分別。初述本註註』造意。二辨本註中註大意」ということで

した。 

道綽禅師は『無安楽集 において、第一番目に「教興の所由」、教えが興ってくる由来、

生偈の必然性について註じています。内容については色々ありますが、項目として第一

番目に掲げているということは重要視しているという事でしょう。また、「生偈の主体」

についても、「説聴の方軌」として、「衆偈量偈」については、「諸優宗旨不同」として註

題としており、重要で根本的な問題としています。 

 今回の発表は、このはじめの四つの問答中、二番目の問答を採り上げ、正確には、問

いを採り上げ、曇鸞の思想・信念、また、現代的意味を窺い明らかにすることを目的と

しています。 

 なお、始めに前程知識の一つとして、気になる数字を挙げておきます。『「世界の宗教別

人口ランキング」なるものがあり、宗教の普及状況を示しています。一位はキリスト教

で 22.5 憶人。二位はイスラム教で 14.3 憶人。三位は、ヒンズー教でも仏教でもなく、

なんと、量宗教で 9.5 憶人だとされています。仏教はヒンズー教に次いで五位 3.8 憶人

とされています。これは 2008 年のデータからとされていました。 

 一見、『「仏」は世界を席捲していないように受け取れるかもしれません。しかし、「仏」

の語を「大乗」的に吟味しますと、イエスもマホメットも「諸仏」。ソクラテスもプラト

ンもアリストテレスも孔子なども皆、「諸仏」の範疇に入ると云えるのではないでしょ

うか。内道に対して外道を説きますが、それぞれのはたらきを持つ教えは、真の人間形

成となる教則である限り、「恵下真実之利」ということにすべて収まる。そう考えます

と、「光明遍至 十方世界」ということには特別な事情を除いて、そうだと理解できる

のではないでしょうか。 

2，「讃嘆門」での問い 

⑴  さて、まず、曇鸞の問いを掲げ、文意を窺ってまいります。時間の関係上掻い摘

んで窺います。 

    若言、無碍光如来光明無量、照十方国土無障碍者 

      此間衆生何以不蒙光照、光有所不照、豈非有碍耶 

  というのが設問です。訳文は下『の通りです。 

   『もし、無碍光如来の光明が障りなく十方国土を照らすと言うならば 

      今の時代の衆生はなぜ光が照らすことをこおむらないのか 

      光が照らさない所があるのにどうして障りがあることは無いと云えるのか 

概略的に感じを述べますと、この文には、曇鸞の、感謝と、怒りと、嘆きとがあると

感ぜられます。   

「十方国論量障碍」の語は、光明が照すはたらきが量限だという教理を云った言葉で

あるだけとは思われません、「量障礙」には、幾多の人々の熱く深い思いと行動とがあ
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ることを示すと受け取れるのです。 

つまり、『「よくぞはるばる、崑崙・天山を越え、タクマラカン砂漠を渡り中国まで届け

てくれた。ありがとう」という思いがあるのではないでしょうか。先日 youtube で「玄

奘」という映画を観ました。三蔵法師玄奘『以602～664）が命を賭してインドに陸路で生

き、16 年後に帰還したことが、無大唐西域記 に基づいてでしょう、描かれていました。

日本では無西遊記 として何度も映画化されています。あの孫悟空の話です。 

「遍照十方世界」ということには、思想・宗教・文化の幅広い伝播という言葉では片

づけられない事実・事情があるのではないでしょうか。印度・西域からの訳優僧は、簡

単にそこ、中国にいたわけではないのです。また、参考までに、井上靖は無敦煌 ・無天

平の甍 で、中国から日本に仏教が伝えられたことについて、小説として描いています。

そこでは、文化文明の伝播に纏わる人間模様が情感深く描かれています。 

「尽十方量碍光如来」の発語は、存在への極上の讃辞で、釈迦仏を介して、量上存在で

ある仏・如来のはたらき・影響は障りなく十方を尽くし、諸仏を偈み出している。との

理解・讃迎からの言葉である。と受け取れるのです。 

しかしまた、そうであるのに、北魏三代目皇帝太武帝の時代では、廃仏毀釈政策を

採った。結果伽藍は破壊され、僧・僧尼は虐殺され、仏典は焼却されたとい現実がある

のです。 

曇鸞は、「有所不照」と云い、北魏を鑑みて、釈迦仏が説いた理想世界とはかけ離れ 

た現実世界があると、怒り、悲しみ、嘆くのです。『「虐殺」の現実を前に、「何故なんだ。

どうしてなんだ」「君子も仏もないではないか」「智慧」も「慈悲」もない。「仁義礼智信」

もない。と、こころの叫びを発したのではないでしょうか。 

これを隠してと云うことではなく、『巻『以314 ペ－ジ）で、「然有称名憶念而量明由存

而不満所生者、何者、由不如実修行、與名義不相應故也」と云い、天『国家のことでは

なく一個人の問題にすり替えているというのでなく、「不知如来是実相身、是為物身」ま

た、「有三種不相応」とは、人間の精神構造に起因すると云っている。 

⑵ 曇鸞の質問文を情緒、感情ではなく、現代の言葉と論理（考え方）で受け取ります。 

尻切れトンボになってしまわないように、結註をさきに申しておきます。その上で、 

下『の文を観てゆきます。 

 曇鸞の問題舎起はどの様に受け取れるのでしょうか。 

 

翻って、今述べました結註を検証・証明してまいります。 

① さて、質問文の理解に鍵となる語句がいくつかあります。 

イ、まず、「無碍光如来」について。 

＊「如来」は人・法としての存在の尊称であります。 

古来人間には、自ら考え自ら行動する者と、自ら考え行動しない者と、

自ら考え行動して行き詰まった者、自ら考えず偈き詰まった者とがいる。
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自らを導くものを求めるのは、自ら考え行動しない者と自ら考え行動し行

き詰まった者である。自ら考え行動しない者は、周囲を眺め、多くの者が

為している、流行を捉え、それに同化しようとする。自ら考え行動する者

は、自らに価値観を形成し、それにしたがって、在り方・偈き方を求める。

行き詰まったその時、指導者とその教説を求める。この時点での指導者と

その教説は、求めるものの方へ来たることから、「如来」と云う。 

如来とは普通の存在ではなく価値づけられ尊ばれた呼称なのです。 

「如より来偈する」と云っても解り難いですが、 

さきほどの話からしますと、外来文明は向こうからやって来ていたので

す。玄奘が求めに行く前に、翻訳僧として、向こうから来ていたのです 

『論語』「学而」に「朋有り、遠方より来る。また、楽しからずや」と

親しまれています。原文は、『「学而時習之。不亦説乎。有朋自遠方来。不亦

楽乎。人不知而不慍。不亦君子乎」といいます。 

「不慍」以フウン）は、うらみずと読み、不平不満に思わないという意

味ですが、ここで、来るのは、朋友です。 

『無量寿経』には『「不請の友」という言葉があります。望まれないのに

友と云えるのか。大きなお世話な方だなあ。というのは、偈きることに大

きな問題を感じていないとしているこちら側の言い分です。高次元にいる

お方はかたじけなくも向こうの方が、「友よ」との思いを持たれているの

です。善導仏の「汝一心正念にしてただちに来たれ、我よく汝を護らん」

という言葉が想念されます。 

 

また、「如来」は「仏」の別名でもある。と説かれています。 

『無量寿経』での『「仏」は、まず、所謂「六事成就」の「一時仏 住王

願城」での「仏」です。また、教説の興りの「仏、阿難に告げたまわく」

の「仏」である。この「仏」は、優の説者である釈迦を闇誦者・記述者が

尊称した名です。『無優 には、聴者阿難が釈迦を讃仰する言葉として、「仏」・

「世尊」・「大聖」・「世雄」・「世眼」・「導師」・世英」・「天尊」・如来」の語

が記されています。 

また、教説の内容には、「過去仏」の存在を説き、「五十三仏名」が挙げ

られています。また、「未来仏」として、「弥勒仏」が説かれています。つ

まり、「仏」は釈迦一仏ではなく、多くの仏が存在すると云うことを、釈

迦仏自身が『「現在仏」・『「過去仏」・「未来仏」としてその存在を認めている

のです。 

「仏」は釈迦仏だけではないということを付け足しました。 

天親は「仏荘厳功徳成就」として、『「座・身口意の三業・衆・上首・主・
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仏とよべる人不虛作住持の八点から考察しています。説明は省きます。 

曇鸞は、題号の解釈で、「量寿経はこれ安楽土論の如来の別号」と云い、

第一註の釈『以281 ペ－ジ）で、「世尊は諸仏の通号なり」として、仏の十号

中の「世尊」を解釈して、次の様に云っています、すなわち、『「智を註ずれ

ば、すなわち、義として達せざること量し、断を語ればすなわち、習気餘

量し、智・断具足して世間を利することが出来、世に尊重される、故に世

尊という」と云っています。仏の名に特別な名と一般的な名とがあり、一

般的な名の一つ、「世尊」は世に尊ばれる、「諸仏」の一般的な名であり、

その意味を示していると受け取れます。 

「智・断具足」とは「所知障」・「煩悩障」ともに解決しているというこ

とです。細かい説明は省きますが、「所知障」とは知らないことがない。

「煩悩障」は煩悩というものが解決されている。という意味になります 

また、無生偈註』 最後の私釈『以真聖全 446 ペ－ジ）に、「仏所得法名為

阿耨多羅三藐三菩舎、下得此菩舎故名為仏」という文があります。これは、

仏と称される人の言動を得て同化している。ゆえに仏と云うのである。と

云う意味になるのでしょう 

また、「性功徳成就」を解説『以287 ペ－ジ）するに際して、「如来性起義」

を説き、これは、「積習して以仏種・如来）性を成じた法蔵菩薩のことで

ある。もろもろの修行法を集め積み重ね習い実現されたのである。」云々

と述べられている。 

道綽禅師は無安楽集 冒頭での 立ての 5 番目『以真聖全 377 ペ－ジ）で

の無仏説観量寿経優 の優名の略説で『「「仏」は人名」と云っています。詳

説すべき 5  6  の説明文は不思議なことに、ありません。 

善導は無観優疏 『「玄義分」「釈名」において『以真聖全 443 ペ－ジ）、『「言

仏者、乃是西国正音、此論名覚。自覚・覚他・覚行窮満、名之為仏」と云

い、「自覚」は「凡夫」と対比し。「覚他」は「二乗」に対比し、「仏・菩

薩」から「菩薩」を選び、慈悲・智慧によって利他・自利する。「覚行窮

満」は「菩薩」に対する語とし、「智行」が窮まり、「時劫」が満ち、「四

位」を出すぎている。と定義しています。 

「仏は四位を出過している」の 「四位」とは中国唐代の国家政府での地

位身分で「長官・次官・判官・主典」という職制があった。参考までに、

北魏での仏教教団を統括する僧官は「沙門統」と呼ばれていました。二代

目沙門統は曇曜が任じ、雲崗石窟寺院を創始し、また、「僧祇戸・仏図戸」

制度を策定し、征服民を管轄『に置き納税できるようにし、重罪を犯した

奴隷を寺院の雑役として使用できるようにしました。廃仏後の北魏仏教を

盛り立てたのです。 
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親鸞聖人は、無大優 の「如来下量蓋大悲矜哀三界。所下出興於世、光

闡道教、欲拯羣萌恵下真実之利」以真聖全 4 ペ－ジ）という一文で抑えら

れています。この後には『「慧見量碍量能遏絶」とあります。『「遏絶」はさえ

ぎりとめることと辞書にはあります。 

「仏」は、人を救う教説を説く、立派な人のこと、すなわち、結果、量

上正真道を得ているお方、つまり、諸修行法を集め積み重ね意識『におさ

め、不退転に立たれ、「量碍の一道」を歩かれているお方を云うのでしょ

う。と受け取れます。 

＊「無碍光」は詳細には「尽十方量碍光」であり、「仏」・「如来」の意味

を、はたらき・効果・影響の点から表わされた表現だと考えます。。 

 そもそも、「量寿経仏」はインドでは「光・経」二量寿で説かれ、讃迎

されていました。中国で「量寿経」と表現されたのは、風習として長期の

偈存が望まれていたからと云われています。 

 『「量碍」は、障害がない、妨げるものがない。を意味する語で、『「尽十方

量碍」は全方向に妨げがないことを表しています。 

要するに、如来は全方向、全時代において、諸仏となって現れ智慧・慈 

悲によって、教化のはたらきを展開する。という事でしょう。というのが 

知的な受け取りで、宗教的な実際としては、ありがとうございます。申し 

訳ありません。頑張ります。ということだと先偈は教えられています。 

ロ、光明 

 如来を「光如来」と表象し、はたらき・影響・効果を、「光明」になぞ

らえ、無量寿経優 では「十二光仏」として十二の特徴で述べられていま

す。 

 曇鸞は無讃阿弥陀仏註 において、光如来名とそのはたらきとを、適切

に如実に述べています。以資料 9 ペ－ジ④～12 ペ－ジ 参照）ここでの、

結註だけを申しますと、光明は、量明を根本に抱く存在、すなわち、量智

蒙昧・量自覚な自己中心の輩、また、善悪の基準が壊れてしまった者、人

間の思考は限定的でしかないという事を知らない者を、照らし育て、照ら

し破るはたらきを有するもの。すなわち、慈悲に裏付けられた智慧であり、

教えであり、教化なのです。 

この光明のはたらきにおいて、人間は人間として偈まれてきた意味を知

るのです 

ひとは狼に育てられれば狼になる。三重苦のヘレン・ケラ—にとって、

サリバン先偈は「奇跡の人」であり、手の平に流れる冷たいものが「水」

だと教えた。ものには名前があるとさとったヘレンにとって、言葉は、ま

さに、闇に射した一筋の光明であったのでしょう。 
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つまり、「光明が照らす」とは、人間教育の敷衍ということであり、無量

寿経優 ・『無土論註 ・無生偈註』 が説く一貫して共通した「如実相応」な

理念であると受け取れるのです。光明が人を育て、育った人が国論を荘厳

する。「光明遍照」が「国論荘厳」の基本的・根本的な思念と実践である。

との教説なのだ。と受け取りました。 

ハ、此間衆生 

 問題は下『の八文字なのです。衆偈の語をどのような意味で用いている

のか。また、此の間はどの間なのでしょうか。 

 さて、「衆偈」について曇鸞は、総説分、観察門、「観衆偈世間清土」節

で「下其輪転三有受衆多偈死故名衆偈」以それ、三有に輪転し衆多の偈を

受けるが故に衆偈と名づける）以真聖全 298 ペ－ジ）と云っています。 

「有」は『無仏教学辞典 によると、『「偈存の義」であり、偈き物の事で、

それを分類して、「三有」・「七有」・「二十五有」などを挙げています。今日

の分類学上の分類とは次元が異なっています。全ての偈き物としての存在

を精神の在り方から分け、六道とし、就中、「天」の心の在り方を細分し

ています。 

ここでの「三有」は所謂、「欲界・色界・量色界」の三つの世界に偈き

る者という事です。要するに、迷いなく、問題なく、あっても自力で解決

できるような小さな迷い・問題しか感ぜられていない人々も、実は、欲望・

希望の満足、価値・自己の実現において、それぞれの領域において問題、

課題を抱えているものなのです。『「衆多の偈」とは今日では、偈物に 150 万

種の存在を数えていることからも受け取れるでしょうし、人間とよべる存

在は、今日では 80 億とされています。有史下来の数は数えきれません。 

また、「量偈量滅是衆偈義」以真聖全 299 ページ）と云っていますがこの

受け取りは『「作生門」の受け取り解釈で考察します。今回は時間の関係で

割愛せざるを得ません。 

また、総説分最後の「八番問答」の一番目の問い『以真聖全 307 ペ－ジ）

に『「普共諸衆偈生偈安楽国」の「衆偈」とは「どのような衆偈なのか」と

問うているなかで、無量寿経優 の 18 生成就文を出して、その中の「諸有

衆偈」を解して、『「一切外道凡夫人」としています。すべての仏道下外の道

を行く者および、自覚のないという意味での凡夫としているのです。 

また、無観優 の『「九品」説を引いて、『「上品上偈」だけではなく「『品

『偈」までの全ての存在でなければなりません。。 

さらに、解義分、「土入生心」節では以真聖全 338 ペ－ジ）『「衆偈及器、

復不得異不得一」と、存在について、環境を離れた者はない。同時に存在

を離れた環境はない。としています。つまり、ひとは時代と共に偈きてい
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るということを意味しているのです。 

要するに、曇鸞の使用する「衆偈」の語は、時代を偈きるすべての偈類

を云った言葉で、これは、社会・国家を構成するすべての存在、すなわち、

皇帝をはじめ、皇族・官僚・学者・思想家・医師・教師・技術者『・流通優

済人・芸術家、また、庶民のこと、さらに、時代・歴史からかけ離れた者

はいないと云った言葉である。また、これらの人々は、迷えるものたちで

あるとしている。と受け取れます。 

『巻「観察体相 偈即量偈」に関する説は今は置いておきます。 

また、「衆偈」という言葉は、今・ここに偈きている私、を含んだ時代

での偈命である。この様な受け取りは忘れてはならないでしょう。 

ところで、『「観察門 器世間 大義門功徳」での問答にの答えに、「声聞

下実際為証 計不応更能偈仏道根芽」とあり、翻訳は「実際に身を滅して

涅槃に入ることを証としている」と訳されている。 

「実際を証すれば二執に堕す」と曇鸞は云っています。「実際を証す」と

は、千差万別の一々のいきもののことを詳細に註ずることだと思います。

「実際」でないのは、いわば、本質・根本・集約した上位概念の言説の事

でしょう。人間、私は実際を証明されなければわかりません。愚かな私を

中心に考えると、現実の際が証明されなければならないということではな

いのでしょうか。 

この意味では、偈類・人は、特定の時代の中で、特定の場所に、特定の

親によって偈まれ育ち、教育をうけて、あるいは受けないで、何事かを為

し、あるいは為さないで死んでゆく者たちなのです。偈物的には、偈まれ、

摂取し、排泄し種族保存の行為をし、偈きる術を伝え、あるいは、遺伝子

に蓄え朽ちて生く偈命体なのでしょう。この偈命体は空の星のように量数

に存在し、限りなく影響し合い関係し合って、偈きています。 

ただ、『「実際を証すと二執に堕す」と云っている。以328 ペ－ジ）すなわ

ち、「不得生偈・更偈偈惑」を怖れるとしているのです。非実際を示すこと

が是であり善であるのであれば、実際を示さなければという私は悪であり

「誹謗正法」の存在であるという事になります。 

「此の間の衆偈」の言葉は、具体的な、時代・歴史を云った言葉であると

いうことではない。ということになります。 

ニ、光照不蒙所 

      ＊曇鸞の「光照を蒙むらないところ」としての時代認識。 

    このような天地で、「光明を蒙むらない所」とはどのような所であると

曇 

鸞はいっているのでしょうか。 
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        一つの『結註から申しますと、智慧と慈悲とによる教化の埒外、影響が及 

んでいない場所・国があるとの認識である。ということではない。と受け 

とりました。 

なぜそう云えないのかは、曇鸞の「量仏」と表記された言葉から窺うこ 

とができないと云うことからではないでしょうか。 

曇鸞は、まず、「文前玄談」『以真聖全 279 ペ－ジ）で、『「五濁の世、量仏の

時」という言葉で、自己の偈存する時代を表しています。この語は、たん

に、「末法思想」の教理を云ったものではなく、また、世間からかけ離れた

一個人でのことでもないと受け取ります。親を殺し兄弟を殺して権力を奪

う世界、世継ぎが確定したならば、世継ぎ下外の子女とその関係者はせん

滅された。この様な時代を「五濁の世」としたのでしょう。 

「量仏の時」については、「題号」を解釈するなかで『無量寿経優婆提舎願

生偈註 の題の意味を釈す文に、以選聖全 280 ペ－ジ）、「また、散文を作っ

て、重ねて梵文を釈す。婆提舎願はこの時代中国に正しくあらわす訳語は

ない。以略）この時代の世界に梵語を正しく翻訳する言葉がないのは、もと

もと、この世界が量仏の時代であるからである」と云っています。仏の光

明が至っていない時代・場所があるとの認識なのです。参考までに、

microsoft『bing『Copilot によると、「世界人口の約 7％つまり、5 億 2000 万

人下上が仏教信者」であるとしています。また、日本では、約半数、「総人

口の約 46％が仏教を信仰している」と云っています。 

 

また、「八番問答」の四番目の問い以真聖全 309 ペ－ジ）に「誹謗正法」

の姿を問うて、「量仏・量仏法・量菩薩、菩薩法という。このような見解を

自分の見解とし、あるいは、他の人からその認識を受け取り、意を決する

ことを、誹謗正法という」とあり、仏・菩薩と、説かれる法がないという

事について述べ、このことは、「誹謗正法」なのであると云っているのです。 

「量仏」について、平野修先偈は、無土論註』講義Ⅱ 以171＾172 ペ－）

で「三つの量仏」を説かれています。時間的な量仏・空間的な量仏・思想

的な量仏とされています。 

要するに、曇鸞の云う「此の間」は、中国北魏の世間であり、時代の認

識を云っていて、この時代には「仏の光明」が届いていない。あるいは、

仏教を排除する思想がある。という認識を示したのではないということだ

と云わなければならないのでしょう。 

   ＊北魏の仏教 

        ところで、曇鸞在世北魏に仏教は量かったのでしょうか。このことにつ 

いて先学の解釈は『「末法思想」という教理からの説明がほとんどです。曇鸞も 
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道綽も、無大集優 のこの説を出されています。 

無大集優 の記述などからの説は混乱しているが、道綽『以562～645）の、無安 

楽集 での記述以真聖全 378 ペ－ジ）によると、道綽の在世時代は、第三の 

500 年に入ったばかりの時代で、「学・多聞・読誦得堅固」の時代であるはず 

です。同じくその記述によると、曇鸞の世代は「学定得堅固」の時代で「末法 

の世」ではありません。 

最澄の無末法燈明記 では『「正像末の旨細を詳らか」にした文に無賢劫優  

を引いて、「仏涅槃の後、正法五百年、像法一千年ならん。此の千五百年の後、 

釈迦の法滅藎せん」とある。また無大集優 を引いて、「仏涅槃の初めの五百 

年には以略）正法滅せず。五百年の後、正法滅藎せん。」とあります。これによ 

りますと、曇鸞在世時代は釈迦仏滅後第二の 500 年を超え「正法滅藎」の時代 

に入った時代であり、仏も法もない時代なのである。と云えるのかもしれませ 

ん。 

最澄の記述は教理だけではなく、仏も法もないのであれば、「破戒」は成立 

しないという主張なのです。つまり「破戒」の現実の救済・擁護の言説なので 

す。 

 曇鸞においても、実は、教理上の認識からだけの言説だとは思えない事実が 

あると筆者は考察しました。中国は、表面的には仏教用語が流布していない国 

である。また、もともと、儒教・道教の国である。との表現です。しかし漢字 

の読みは奥深い。 

 ところで、中国北魏全体に仏教は量かったのでしょうか。 

 中国において、仏教は、紀元後間もなく、後漢の時代、訳優僧、安世高、支 

婁迦讖によってもたらされました。その後、三国時代には、支謙、康僧鎧、さ 

らに、五胡十六国時代には、仏図澄以232～349）が亀茲国から渡来し中北人、 

釈道安以314～385）を弟子にして育てました。紀元 4世紀には鳩摩羅什以344 

～413）、南北朝では、真諦以499～569）、畺良耶願以382～443）、菩舎流支以？ 

～527）などの翻訳僧が渡来し、訳優事業を行っていた、また、廬山の慧遠以334 

～416 釈道安の弟子）が中国人として初めて仏教教団を組織し、「白蓮社」を 

立ち上げたのもこの頃なのです。 

 中国北魏において仏教は受容され、成長・発展する時期に入っていたはずで 

す。この事実を曇鸞が知らなかったはずはありません。なぜ、曇鸞は時代を評 

して「量仏」としたのでしょうか。 

 曇鸞の問いは、天親の言説を量条件に肯定するのではなく、素朴に、素直に、 

しかも重大な疑問を投げかけているのです。偉い人が云った言葉だからとして 

鵜呑みにするのが「帰命」ではないでしょう。「理宜しく称すべし」というこ 

とがあるにしても、納得できない事には前には進めません。「人間だもの」し 



12 

 

かし、これを「不了仏智・仏智疑惑・誹謗正法」の存在としているようです。 

 さて、曇鸞はなぜ、北魏が量仏としたのでしょうか。 

『 『 『 『 『 『 『 『 『 『 『 『 『＊太武帝の廃仏    

            『 中国では四人の皇帝によって、「仏」・「仏教」が排斥されました。

「三武 

一宗の廃仏」と呼ばれています。此の中の一つに、北魏太武帝の廃仏政策が 

あります。 

北魏という国は、匈奴、鮮卑と呼ばれる北方民族で武人の太武帝が建てた 

国であり、治世に際しては文人としての漢人を重用しました。重用された漢 

人、崔浩という宰相は、道教を国教に定め、仏教を排除したとされています。 

結果、寺院は破壊され、僧・僧尼は虐殺され、仏典は焼却されたという。 

これは、曇鸞偈誕 30 年前の事ですが、この事実現実を何らかのかたちで 

知っていたのでしょう。そこで、「量仏」としたのではないでしょうか。 

⑶ 曇鸞の発問の意義 以結語） 

「此の間の衆偈、何をもって光照を蒙むらざる」の文は、曇鸞の時代観・ 

歴史観であり、仏教の影響『に在り仏教に依る治世・教化が行われていない 

世界の存在を示した文だと受け取れます。この問いを懐くことは、「不了仏 

智。誹謗正法」であるのかもしれません。しかし、仏教が個人の自覚と救済 

にとどまるのではなく、社会・国家を照らし、正すものであるという信念に 

おいて観られた時代認識においてこの問題は、国家・社会への祈り・生いだ 

けではなく、諌言でもあるといえるのではないでしょうか。 

 曇鸞は、自らが偈きる歴史的現実を量視できる仏教者ではなかったのです。 

曇鸞は問うた「光明」が「不蒙」なところがある。真実の教育が為されず、 

混迷している時代国家がある。この時代・国家を荘厳してゆくところに仏教 

はあり、仏教者の在り方があり、人間の偈き方があるのではないか。と説い 

ていると受け取れるのです。 

 曇鸞の仏教は、北魏廃仏世界からの脱出『・復興が課題であるとの言説なの 

ではないでしょうか。説く事は、同じように説く人を偈み出すとともに、実 

現しようとする人を偈み出すことなのではないでしょうか。 

最後に、細川巌先偈の仏教観を示す言説を拝読して、発表を終わります。 

無龍樹の仏教 筑摩書房 2011 年発行からの引用です。 

曰く『「宗教は哲学でもなく、理註でもない。この痛ましい現実の痛苦こ 

そ仏教の出発点であり、この苦悩の解決こそ仏教の目的ではないか。この 

苦悩の衆偈が問題とされず、偈死の大海の現実相が量視されるところに、 

仏教の形骸化があり、観念化があろう。また、「宗教は個人の自覚と救済を 

目的とするものであると考えられている。このことに間違いはない。しか 
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し、宗教がもしそこにとどまってしまうならば、利己的なもの私的なもの 

に終わって、世界や社会には量関係なものとなり終わるだろう」と教示さ 

れています。ここに、大乗精神があるとおもうのです。 

 自己の苦悩から出発した思念が、広く、国家・社会に向かい、「照千一 

隅」、「念仏」、「脚『照顧」という自省のもと、自分の立ち位置での問題、 

課題に真摯に立ち向かって生くのが仏教者なのではないでしょうか。 

 曇鸞の問いには下上の味わいと心とがあると受け取りました。 

                       南量阿弥陀仏 
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【発
表
要
領
】  

「
聖
典
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
」 

  

⑴
発
表
範
囲
の
「
概
要
」  

⑵
「
訓
点
（
加
点
）
文
」  

⑶
「
読
み
下
し
文
」（
発
表
省
略
）  

⑷
「
現
代
語
意
訳
文
」  

⑸
「
語
句
」（
発
表
省
略
）  

⑹
「
感
想
」 

【
参
考
図
書
】 

・
『
大
正
大
蔵
経
』「
第
二
十
六
巻
」
（P

2
3

0

～2
3

3

） 

「
第
四
十
巻
」（P

8
2

6

～8
2

7

） 

・
『
真
宗
聖
教
全
書
』
「
一
」
（P

2
7

9

～2
8

5

） 

       
 

 
 

 

・『
解
読
浄
土
論
註
』
「
巻
上
」
〔
蓑
輪
秀
邦
編
〕  

・
『
浄
土
論
註
に
聞
く
』「
第
一
巻
」〔
美
濃
部
薫
一
著
〕  

・
『
大
乗
仏
典
５
』「
浄
土
論
註
」
〔
神
戸
和
麿
訳
〕 

・
『
親
鸞 

の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
世
界
』〔
延
塚
知
道
著
〕 
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⑴
「概
要
」   

「
作
願
門
」
の
註
釈
が
終
わ
っ
て
冒
頭
「
次
に
」
の
言
葉
で
始
ま
る
。 

こ
の
個
所
の
前
半
は
、
上
か
ら
の 

次
第
に
沿
っ
て
『
願
生
偈
』
第
二
偈
が
ど
の 

よ
う
に
「
優
婆
提
舎
」
と
名
づ
け
る
か
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
又
ど
の
よ
う
に 

上
の
三
念
門
（
礼
拝
門
、
讃
嘆
門
、
作
願
門
）
を
承
け
て
、 

下
の
二
念
門 

（
観
察
門
、
回
向
門
）
を
起
こ
す
の
か
に
つ
い
て
註
釈
す
る
。「
優
婆
提
舎
」
と 

「
成
上
起
下
」
の
註
釈
。 

後
半
は
こ
の 

第
二
偈
、
四
句
の
語
句
を
「
修
多
羅
」「
真
実
功
徳
相
」 

「
説
願
偈
総
持  

仏
教
相
応
」
（「
持
」「
総
」「
偈
」「
願
」「
説
」「
相
応
」
）
の
順
に 

逐
次
、
註
釈
し
て
い
く
。
最
後
に
「
相
応
」
で
結
釈
す
る
。  

 
 ⑵

「訓
点
（加
点
）
文
」 

① 

次
二

成
ズ

二

優
婆
提
舍

ノ

名
ヲ

一

。
又
成

ジ
テ

レ

上
ヲ

起
コ
ス

レ

下
ヲ

偈
ナ
リ

。 

 

② 
 

 

我
レ

依
ッ
テ

二

修
多
羅
眞
實
功
徳

ノ

相
二

一 

説
イ
テ

二

願
偈

ヲ
一

總
持

シ
テ

與と

二

佛
教
一

相
應

ス 
 

 

③ 

此
一
行
云
何

い

か

ん

ガ

成
ジ

二

優
婆
提
舍

ノ

名
ヲ

一

、
云い

何か
ん

ガ

成
ジ

二

上
ノ

三
門

ヲ
一 

 

起
コ
ス
ヤ

二

下
ノ

二
門

ヲ
一

。 

 

④ 

偈
二

言
の
た
ま

フ
二

我
依
修
多
羅
・
與よ

佛
教
相
應

ト
一

。
修
多
羅

ハ

是
レ

佛
經

ノ

名
ナ
リ

。 

 

我
レ

論
ジ
テ

二

佛
經

ノ

義
ヲ

一

、
與と

レ

經
相
應

シ
テ

、
以

テ
ノ

レ

入
ル
ヲ

二

佛
法

ノ

相
二

一

故
二

、 

 



3 

 

得
レ

名
ヅ
ク
コ
ト
ヲ

二

優
婆
提
舍

ト
一

。
名
成

ジ

竟
お
わ
ん

ヌ

。 

 

⑤ 
成

ジ
テ

二

上
ノ

三
門

ヲ
一

起
コ
ス

二

下
ノ

二
門

ヲ
一

。
何

ノ

所
二
カ

依
ル

。
何

ノ

故
二
カ

依
ル

。 

 

云
何

い

か

ん

ガ

依
ル

。 

 

⑥ 

何
ノ

所
二
カ

依
ル

者と
は

、
依

ル
二

修
多
羅

二
一

。 

 

⑦ 

何
ノ

故
二
カ

依
ル

者と
は

、
以

テ
ノ

二

如
來

ハ

即
チ

眞
實
功
徳

ノ

相
ナ
ル
ヲ

一

故
二

。 

 

⑧ 

云
何

い

か

ん

ガ

依
ル
ト
ハ

、
修

シ
テ

二

五
念
門

ヲ
一

相
應

ス
ル
ガ

故
二

。 

 

⑨ 

成
ジ
テ

レ

上
ヲ

起
コ
ス
コ
ト

レ

下
ヲ

竟
お
わ
り

ヌ

。 

 

⑩ 

修
多
羅
者と

は

十
二
部
經

ノ

中
ノ

直
説

ノ

者
ヲ

名
ヅ
ク

二

修
多
羅

ト
一

。
謂い

ハ
ク

、 

 

四
阿
含
三
藏
等

ナ
リ

。
三
藏

ノ

外
ノ

大
乘

ノ

諸
經

モ

亦
名

ヅ
ク

二

修
多
羅

ト
一

。 

 

此
ノ

中
二

言
フ

二

依
修
多
羅

ト
一

者は

、
是

レ

三
藏

ノ

外
ノ

大
乘

ノ

修
多
羅

ナ
リ

。 

 

非あ
ら

ザ
ル

二

阿
含
等

ノ

經
二
ハ

一

也な
り

。 

 

⑪ 

眞
實
功
徳
相
者と

は

、
有

リ
二

二
種

ノ

功
徳
一

。 

 

⑫ 

一
者に

は

、
從

リ
二

有
漏

ノ

心
一

生
ジ
テ

、
不
レ

順
ゼ

二

法
性

二
一

。
所
謂

い
わ
ゆ
る

凡
夫
人
天

ノ 

 

諸
善
、
人
天

ノ

果
報
、
若

シ
ク
ハ

因
、
若

シ
ク
ハ

果
、
皆
是

レ

顛
倒
、 

 

皆
是

レ

虚
僞

ナ
リ

。
是

ノ

故
二

名
ヅ
ク

二

不
實

ノ

功
徳

ト
一

。 
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⑬ 
二
者に

は

、
從

リ
二

菩
薩

ノ

智
慧
清
淨

ノ

業
一

起
コ
リ
テ

、
莊
二

嚴
ス

佛
事

ヲ
一

。 

 
依

ッ
テ

二

法
性

二
一

入
ル

二

清
淨

ノ

相
二

一

。
是

ノ

法
不

ズ
一

顛
倒

セ
一

、
不
二

虚
僞

ナ
ラ

一

、 

 

名
ヅ
ケ
テ

爲な

ス
二

眞
實
功
徳

ト
一 

 

⑭ 

云い
か

何ん

_

ガ

不ざ

ル
二

顛
倒

セ
一

。
依

ッ
テ

二

法
性

二
一

順
ズ
ル
ガ

二

二
諦

二
一

故
二

。 

 

云い

何か
ん

ガ

不
ル

二

虚
僞

ナ
ラ

一

。
攝

シ
テ

二

衆
生

ヲ
一

入
ラ
シ
ム
ル
ガ

二

畢
竟
淨

二
一

故
二

。 

 

⑮ 

説
願
偈
總
持
與
佛
教
相
應
者と

は

、
持じ

ハ

名
ヅ
ク

二

不
散
不
失

二
一

。 

 

總
ハ

名
ヅ
ク

二

以
テ

レ

少
ヲ

攝
ス
ル
二

一
レ

多
ヲ

。
偈

ノ

言
ハ

五
言

ノ

句
數

ナ
リ

。 

 

願
ハ

名
ヅ
ク

三

欲
二

樂
ス
ル
二

往
生

ヲ
一

。
説

ハ

謂
ハ
ク

、
説

ク
ナ
リ

二

諸
も
ろ
も
ろ

ノ

偈
ト

論
ト
ヲ

一

。 

 

⑯ 

總
ジ
テ

而
言

フ
二

レ

之
ヲ

、
説

イ
テ

下

所
ノ

二

願
生

ス
ル

一

偈
ヲ

上

、
總
二

持
シ
テ

佛
經

ヲ
一

、 

 

與と

二

佛
教
一

相
應

ス
ル
ナ
リ

。
相
應
者と

は

、
譬

ヘ
バ

如
シ
ト

二

函は
こ

ト

蓋ふ
た

ト

相
稱か

な

ヘ
ル
ガ

一

也な
り

。 

 

⑶
「読
み
下
し
文
」
（
発
表
省
略
）  

① 

次
に
優
婆
提
舎
の
名
を
成
ず
。
又
上
を
成
じ
て
下
を
起
こ
す
偈
な
り
。  

② 
 

我
れ
修
多
羅
真
実
功
徳
の
相
に
依
り
て
、 

願
偈
を
説
い
て
捴
持
し
て
仏
教
と
相
応
す
。  

③ 

此
の
一
行
、
云
何
が
優
婆
提
舎
の
名
を
成
じ
、
上
の
三
門
を
成
じ
下
の
二
門
を
起
す
や
。  
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④ 

偈
に
我
依
修
多
羅 

与
仏
教
相
応
と
言

の
た
ま

ふ
。
修
多
羅
は
是
れ
仏
経
の
名
な
り
。  

我
れ
仏
経
の
義
を
論
じ
て
、
経
と
相
応
し
て
、
仏
法
の
相
に
入
る
を
以
て
の
故
に
、 

優
婆
提
舎
と 
名
づ
く
こ
と
を
得
。
名
、
成
じ

竟
お
わ
ん

ぬ
。  

⑤ 

上
の
三
門
を
成
じ
て
下
の
二
門
を
起
す
。
何
の
所
に
か
依
る
。
何
の
故
に
か
依
る
。 

云
何
が
依
る
。  

⑥ 

何
の
所
に
か
依
る
と
は
、
修
多
羅
に
依
る
。  

⑦ 

何
の
故
に
か
依
る
と
は
、
如
来
は
即
ち
真
実
功
徳
の
相
な
る
を
以
て
の
故
に
。  

⑧ 

云
何
が
依
る
と
は
、
五
念
門
を
修
し
て
相
応
す
る
が
故
に
。  

⑨ 

上
を
成
じ
て
下
を
起
す
こ
と

竟
お
わ
ん

ぬ
。  

⑩ 

修
多
羅
と
は
、
十
二
部
経
の
中
の
直
説
の
者
を
修
多
羅
と
名
づ
く
。 

謂
は
く
、  

四
阿
含
・
三
蔵
等
な
り
。
三
蔵
の
外
の
大
乗
の
諸
経
も
亦
修
多
羅
と
名
づ
く
。 

 

此
の
中
に 

依
修
多
羅
と
言
う
は
、
是
れ
三
蔵
の
外
の
大
乗
の
修
多
羅
な
り
。 

阿
含
等
の
経
に
は 

非
ざ
る
な
り
。  

⑪ 

「
真
実
功
徳
相
」
と
は
、
二
種
の
功
徳
有
り
。  

⑫ 

一
に
は
、
有
漏
の
心
従
り
生
じ
て
、
法
性
に
順
ぜ
ず
。
所
謂
凡
夫
人
天
の
諸
善
、 

人
天
の
果
報
、 

若
し
く
は
因
若
し
く
は
果
、
皆
是
れ
顛
倒
、
皆
是
れ
虚
偽
な
り
。 

是
の
故
に
不
実
の
功
徳
と 

名
づ
く
。  

⑬ 

二
に
は
、
菩
薩
の
智
慧
清
浄
の
業
従
り
起
こ
り
て
、
仏
事
を
荘
厳
す
。
法
性
に
依
り
て 

清
浄
の 

相
に
入
る
。
是
の
法
顛
倒
せ
ず
、
虚
偽
な
ら
ず
、
名
づ
け
て
真
実
功
徳
と
為
す
。  

⑭ 

云
何
が
顛
倒
せ
ざ
る
。
法
性
に
依
り
て
二
諦
に
順
ず
る
が
故
に
。 

云
何
が
虚
偽
な
ら 
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ざ
る
。
衆
生
を
摂
し
て
畢
竟
浄
に
入
ら
し
む
る
が
故
に
。  

⑮ 

説
願
偈
総
持 

與
仏
教
相
応
と
は
、
持
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
。
捴
は
少
を  

以
て
多
を
摂
す
る
に
名
づ
く
。
偈
の
言
は
五
言
の
句
数
な
り
。
願
は
往
生
を
欲
楽
す
る  

に
名
づ
く
。
説
は
謂
は
く
、
諸
の
偈
と
論
と
を
説
く
な
り
。  

⑯ 

捴
じ
て
之
を
言
ふ
に
、
願
生
す
る
所
の
偈
を
説
き
て
、
仏
経
を
捴
持
し
て
、
仏
教
と  

相
応
す
る
な
り
。 

「
相
応
」
と
は
、
譬
え
ば
函は

こ

と
蓋ふ

た

と
相
ひ
称か

な

へ
る
が
如
し
な
り
。 

 

 

⑷
「現
代
語
意
訳
文
」  

① 

次
に
、
こ
の
第
二
偈
は
『
浄
土
論
』
が｢

優
婆
提
舎｣ 

と
名
づ
け
ら
れ
る
意
味
を
明
ら 

 
 

か
に 

す
る
。
ま
た
こ
の
第
二
偈
は
上
の
三
念
門
（
礼
拝
門
、
讃
嘆
門
、
作
願
門
）
を  

承
け
て
下
の
二
念
門
（
観
察
門
、
回
向
門
）
を
起
す
成
上
起
下
の
偈
文
で
あ
る
。  

② 
 

 

我
れ 

修
多
羅
の
真
実
功
徳
の
相
に
依
っ
て  

願
偈
を
説
い
て
総
持
し
て
仏
の
教
え
と
相
応
す   

➂ 

こ
の
第
二
偈
、
四
句
一
行
が
、
ど
う
し
て
「
優
婆
提
舎
」
と
い
う
名
を
成
り
立
た 

せ
る 

の
か
。
ま
た
何
故
、
上
の
三
念
門
を
承
け
て
、
下
の
二
念
門
を
起
す
偈
文
と
い
え
る
の
か
。  

④ 

そ
れ
は
、
こ
の
偈
文
に ｢

我
れ 

修
多
羅
に
依
り
て
仏
の
教
え
と
相
応
す｣ 

と
い
わ
れ
て  

い
る
。
こ
の
「
修
多
羅
」
と
は
仏
の
経
典
の
名
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
天
親
菩
薩
は  

「
わ
た
く
し
は
ひ
と
え
に
教
主
世
尊
の
教
え
に
信
順
し
、
仏
の
教
え
に
相
応
す
る
こ
と
を  

願
い
、
仏
法
の
相

す
が
た

に
称 か

な

う
道
を
得
た
か
ら
、
こ
の
願
偈
、『
願
生
偈
』
の
表
題
を 

「
優
婆
提
舎
」
と
名
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
表
白
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に  



7 

 

「
優
婆
提
舎
」
と
名
づ
け
る
意
味
が
成
り
立
つ
。
こ
れ
で
ま
ず
一
つ
目
の
註
釈
を
終
る
。   

⑤ 

次
に
こ
の
偈
は
「
上
の
三
念
門
を
承
け
て
、
下
の
二
念
門
を
起
す
」
と
い
わ
れ
る
。  

「
成
上
起
下
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
「
我 

修
多
羅
真
実
功
徳
に
依
っ
て
」
と
あ
る
。
こ
の   

｢

依
っ
て｣

と
い
う
言
葉
に
深
い
意
味
が
あ
る
。
こ
の
「
依
っ
て
」
と
い
わ
れ
る
の
に
は
、  

「
ど
こ
に
依
る
の
か
」、「
な
ぜ
依
る
の
か
」、「
ど
の
よ
う
に
依
る
の
か
」
と
い
う 

こ
と 

が
あ
る
。 

こ
れ
ら
三
つ
の
「
依
る
」
と
い
う
根
拠
が
問
わ
れ
て
い
る
。  

⑥ 

ま
ず
、「
ど
こ
に
依
る
の
か
」
と
い
え
ば
、
修
多
羅
、『
無
量
寿
経
』
に
依
る
の
で
あ
る
。   

⑦ 

「
な
ぜ
依
る
の
か
」
と
い
え
ば
、『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
あ
る
如
来
は
と
り
も 

な
お 

さ
ず
真
実
功
徳
の
相
だ
か
ら
で
あ
る
。   

⑧ 

「
ど
の
よ
う
に
依
る
の
か
」
と
い
え
ば
、
五
念
門
の
行
を
修
め
て
仏
の
教
に
相
応
す
る
、  

相
称 か

な

う
、
感
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。   

⑨ 

こ
れ
で
二
つ
目
の
、
上
の
三
念
門
を
承
け
て
下
の
二
念
門
を
起
す
と
い
う
意
味
を 

明
ら
か
に
し
た
。 

⑩ 

こ
こ
か
ら
は
第
二
偈
、
四
句
を
逐
一
、
註
釈
し
て
い
こ
う
。「
依
る
」
に
つ
い
て
は 

す
で
に
述
べ
終
わ
っ
た
。 

｢

修
多
羅｣ 

と
は
、
十
二
部
経
の
中
の
一
つ
で
、
仏
が
直
接
に
法
を
説
か
れ
た
経
を 

  ｢

修
多
羅｣ 

と
名
づ
け
る
。
の
み
な
ら
ず
四
阿
含
な
ど
の
小
乗
の
教
え
、
及
び
そ
の
外
の 

 

大
乗
の
諸
経
を
も
ま
た ｢

修
多
羅｣ 

と
名
づ
け
る
。
こ
の
第
二
偈
の
中
で｢

修
多
羅
に
依
る｣ 

と
い
わ
れ
た
の
は
、
小
乗
の
も
の
で
は
な
く
大
乗
の
経
典
で
あ
っ
て
、『
阿
含
経
』
な
ど 

の
小
乗
の
経
で
は
な
い
。  
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⑪ 

次
に｢

真
実
功
徳
相｣

に
つ
い
て
。｢

真
実
功
徳
相｣ 

と
は
、
功
徳
に
は
二
種
が
あ
る
。  

⑫ 

一
つ
に
は
、 

有
漏
の
心
、
凡
夫
の
煩
悩
に
汚
れ
た
心
か
ら
生
じ
て
、
真
如
法
性
に 

称 か
な 

わ
ぬ
も
の
、
存
在
の
道
理
に
従
わ
な
い
も
の
を
い
う
。
い
わ
ゆ
る
凡
夫
が
修
め
る  

よ
う
な
人
間
・
天
上
に
生
ま
れ
る
善
根
お
よ
び
そ
の
果
報
は
、
こ
れ
ら
は
因
も
果
も
、  

み
な
顛
倒
で
あ
り
、
み
な
虚
偽
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
不
実
の
功
徳
、
真
実
で  

な
い
功
徳
と
名
づ
け
る
。  

⑬ 

二
つ
に
は
、
菩
薩
の
法
性
に
順
ず
る
浄
ら
か
な
行
業
か
ら
起
っ
て
仏
の
果
報
を
成
就
し
、  

法
性
、
存
在
の
道
理
に
し
た
が
い
清
浄
の
相
に
称 か

な

っ
て
い
る
も
の
、
阿
弥
陀
如
来
の  

因
位
、
法
蔵
菩
薩
の
清
浄
な
る
智
慧
の
働
き
に
よ
っ
て
浄
土
の
功
徳
荘
厳
を
成
就
し
、  

衆
生
救
済
の
は
た
ら
き
を
な
し
給
う
功
徳
を
い
う
。
こ
の
功
徳
は
、
法
蔵
菩
薩
が
法
性 

、 

真
如
の
道
理
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
、
清
浄
な
る
浄
土
の
相
を
成
就
し
た
も
の 
で 

あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
顛
倒
で
も
な
く
虚
偽
で
も
な
い
。
こ
れ
を
真
実
功
徳
と
名
づ
け
る
。  

⑭ 

な
ぜ
顛
倒
で
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
法
性
、
存
在
の
道
理
に
し
た
が
い
真
俗
二
諦
の  

道
理
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
な
ぜ
虚
偽
で
な
い
の
か
と
い
え
ば
、
い
か 

な
る
衆
生
を
も
摂
め
包
み
入
れ
て
清
浄
な
る
最
上
の
さ
と
り
に
入
ら
せ
る
か
ら
で
あ
る
。  

⑮ 
｢

願
偈
を
説
い
て
総
持
し
て 

仏
教
と
相
応
す｣ 

と
い
う
の
は
、
偈
に
お
い
て
修
多
羅
を  

総
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
総
持
」
と
は
仏
の
教
法
を
こ
こ
ろ
に
と
ど
め
る
こ
と
で
あ
る
。  

 ｢

持｣
 

と
は
散
る
こ
と
も
な
い
失
う
こ
と
も
な
い
如
来
の
智
慧
、
一
心
の
め
ざ
め
に
あ
る
。   

｢

総｣ 

と
は
、
少
に
よ
っ
て
多
を
包
み
と
る
こ
と
を
い
う
。
少
な
い
言
葉
を
も
っ
て
多
く 

の
真
実
の
意
味
を
摂
め
る
こ
と
を
い
う
。｢

偈｣ 

と
は
一
句
五
言
を
幾
つ
か
連
ね
た
韻
文 
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の
こ
と
を
い
う
。 ｢

願｣ 

と
は
、
往
生
を
願
う
こ
と
を
い
う
。「
説
」
と
は
、
諸
々
の
偈
と 

論
述
の 

文
を
説
く
こ
と
を
い
う
。  

⑯ 

総
じ
て
、
ま
と
め
て
こ
れ
を
い
う
な
ら
ば
、
浄
土
へ
往
生
を
願
う
と
こ
ろ
の
偈
、  

『
願
生
偈
』
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
の
経
を
ま
と
め
て
身
に
つ
け
、
仏
の
教
法
と  

相
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。｢

相
応｣ 

と
は
、
た
と
え
ば
函は

こ

と
蓋ふ

た

と
が
ぴ
っ
た
り 

合
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。  

⑸
【
語
句
】（
発
表
省
略
）  

・
優
婆
提
舎 

①
④
・
・
・
ウ
パ
デ
ー
サ
。
近
く
に
示
す
。
近
づ
け
て
説
く
の
意
。
漢
訳
で
は 

論
議
経 

・
法
義
な
ど
と
い
う
。
仏
陀
の
教
説
を
そ
の
時
代
の
衆
生
に 

近
づ
け
て
説
く 

意
味
が
あ
る
。  

・
修
多
羅 

②
⑩
・
・
・ 

経
（
た
て
）
糸
の
意
。
経
・
契
経
・
貫
経
・
聞
経
な
ど
と
漢
訳
す
る
。  

十
二
部
経
の
一
つ
。
教
義
を
散
文
で
伝
え
た
も
の
。
仏
が
直
接
に
説
か
れ
た  

文
句
を
意
味
し
、
律
・
論
に
対
す
る
経
を
い
う
。
ま
た
、
経
は
常
の
意
味
で
、 

古
今
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
真
理
の
常
住
不
変
を
あ
ら
わ
す
。 

 

親
鸞
聖
人
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
「
修
多
羅
は
天
竺
の
語

こ
と
ば

、
仏
の
経
典 

を
申
す
な
り
。
仏
教
に
大
乗
あ
り
、
ま
た
小
乗
あ
り
。
皆
修
多
羅
と
申
す
。 

今
修
多
羅
と
申
す
は
大
乗
な
り
、
小
乗
に
は
非
ず
。
今
の
三
部
の
経
典
は 

大
乗
修
多
羅
な
り
。
こ
の
三
部
大
乗
に
依
る
と
な
り
」（
島1

7
/4

―

⑤
、 

東P
5

1
8

―

❼
）
と
述
べ
て
い
る
。 
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・
十
二
部
経 

⑩
・
・
・
経
典
を
叙
述
の
形
式
と
内
容
に
よ
っ
て
十
二
種
に
分
類
し
た
も
の
。  

１
、
修
多
羅
（
契
経
・
経
）
経
典
の
中
に
て
法
義
を
説
け
る
長
行
（
散
文
）。  

２
、
応
頌
（
経
の
文
を
韻
文
を
も
っ
て
再
説
す
る
）。 

３
、
授
記
（
菩
薩
に
成
仏
を
授
け
る
経
文
）。 

 

４
、
伽
陀
（
偈
。）  

５
、
無
聞
自
説
（
仏
み
ず
か
ら
説
く
）
。 

６
、
本
事
（
仏
弟
子
過
去
世
の
因
縁
）。 

７
、
本
生 

（
仏
の
前
生
譚
）。 

８
、
方
広
（
方
正
広
大
の
真
理
を
説
く
経
文
）。   

９
、
未
曾
有
（
仏
が
不
思
議
、
神
力
を
現
じ
給
う
を
記
せ
る
も
の
）。  

１
０
、
因
縁
（
経
中
に
於
い
て
諸
の
因
縁
を
説
き
た
る
部
分
）。   

１
１
、
譬
喩
（
経
典
中
に
於
け
る
譬
喩
）。  

１
２
，
優
婆
提
舎
（
論
議
経
）。  

・
四
阿
含
三
蔵 

⑩
・
・
・
四
阿
含
と
は
長
阿
含
・
中
阿
含
・
雑
阿
含
。
増
一
阿
含
の
こ
と
。  

こ
れ
ら
す
べ
て
小
乗
の
経
典
。
三
蔵
と
は
仏
一
代
の
教
説
を
そ
の
内
容  

性
格
よ
り
経
蔵
・
律
蔵
・
論
蔵
の
三
つ
に
分
類
し
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う 

な
見
方
は
小
乗
独
自
の
仏
陀
観
よ
り
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
故
、 

こ
こ
で 

三
蔵
と
い
う
の
は
小
乗
教
を
い
う
。  

・
真
実
功
徳
相 

⑪
・
・
・
経
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
常
住
不
変
の
真
理
。
人
間
の
分
別
・
煩
悩
を 

超
え
た
法
性
、
一
如
の
真
実
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
真
実
は
衆
生
と
離
れ
た 
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も
の
で
は
な
く
、
衆
生
の
日
々
の
自
我
を
中
心
と
し
た
顚
倒
の
生
活
を
転
じ
、 

智
慧
・
法
性
に
か
な
う
（
不
顚
倒
）
道
に
め
ざ
ま
し
、
虚
偽
の
な
か
に
あ
る 

衆
生
を
真
実
・
浄
土
に
入
ら
し
め
よ
う
（
不
虚
偽
）
と
大
悲
す
る
は
た
ら
き 

の
相

す
が
た

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
真
実
功
徳
相
は
浄
土
の
二
十
九
種
荘
厳
、 

無
碍
光
如
来
、
南
無
阿
弥
陀
の
名
号
と
し
て
示
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、「
真
実
功
徳
相
と
い
う
は
、
真
実
功
徳
は
誓
願
の 

尊
号
な
り
。
相
は
か
た
ち
と
い
う
こ
と
ば
な
り
」（
東P

5
1

8
―

❹
、 

島1
7

/4
―

⑦
）
と
示
す
。 

・
有
漏
心 

⑫
・
・
・
煩
悩
の
心
。  

・
法
性 

⑫
・
・
・
諸
法
の
体
性
、
真
如
の
こ
と
。
ま
た
、
森
羅
万
象
が
有
す
る
不
変
の
本
性
。 

・
菩
薩
智
慧
清
浄
業 

⑬
・
・
・
こ
こ
に
い
う
菩
薩
と
は
八
地
無
生
忍
を
得
た
菩
薩
、 

法
蔵
菩
薩
を
指
す
。  

・
仏
事 

⑬
・
・
・
仏
自
ら
な
い
給
う
衆
生
利
益
、
救
済
の
仕
事
。  

・
清
浄
相 

⑬
・
・
・
煩
悩
の
な
い
真
諦
の
空
無
相
の
こ
と
。  

・
二
諦 

⑭
・
・
・
真
諦
（
絶
対
的
真
理
）
と
俗
諦
（
世
間
的
、
相
対
的
真
理
）。  

・
畢
竟
浄 

⑭
・
・
・
大
般
涅
槃
の
意
。 

・
願
偈 

⑮
・
・
・
『
浄
土
論
』
の
「
願
生
偈
」
の
こ
と
。
親
鸞
聖
人
は
「
本
願
の
こ
こ
ろ
を 

あ
ら
わ
す
語

こ
と
ば

を
偈
と
い
う
な
り
」
と
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
島1

7
/4

―
7

、 

東P
5

1
8

―

➌
）
で
釈
し
て
い
る
。 
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・
総
持 

⑮
・
・
・ 

仏
教
を
総
持
す
る
。
仏
教
・
仏
道
を
伝
承
し
、
た
も
つ
と
い
う
意
味
。 

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
、「
総
持
と
い
う
は
智
慧
な
り
。
無
碍
光
の
智
慧
を 

総
持
と
申
す
な
り
」（
東P

5
1

8
―

➌
、
島1

7
/4

―

⑧
）
と
あ
る
。 

・
相
応 

⑯
・
・
・
正
し
い
方
向
に
向
け
る
意
。 

函は
こ

と
蓋ふ

た

と
が
相
称 か

な

う
よ
う
に
、
ぴ
っ
た
り 

合
う
よ
う
な
こ
と
。 
仏
の
こ
こ
ろ
と
衆
生
の
こ
こ
ろ
が
ど
こ
で
相
称 か

な

う
の
か 

を
親
鸞
聖
人
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
東P

5
1

8
―

❷
、1

7
/4

―

➑
）
で 

「
こ
の
『
浄
土
論
』
の
こ
こ
ろ
は
、
釈
尊
の
教
勅
、
弥
陀
の
誓
願
に
あ
い 

か
な
え
り
」
と
示
す
。 

⑹ 

【感
想
】  

○
「
相
応
す
る
」
と
い
う
こ
と
。「
函
と
蓋
が
ぴ
っ
た
り
あ
う
」
こ
と
。
「
秤

は
か
り

り
称か

な

う
」
こ
と
。  

・「『
大
無
量
寿
経
』
と
『
願
生
偈
』」 

 

・「
大
経
三
心
と
天
親
の
一
心
」 

・「
浄
土
三
部
経
と
『
願
生
偈
』」  

 

・「
三
念
門
（
衆
生
の
行
）
と
二
念
門
（
如
来
・
法
蔵
菩
薩
の
行
）」  

○
「
五
念
門
を
修
し
て
正
定
聚
不
退
の
道
を
成
就
す
る
主
体
は
誰
か
」
に
つ
い
て
。 

・
天
親
菩
薩
は
『
浄
土
論
』
で
善
男
子
、
善
女
人
の
願
生
の
行
者
（
求
道
者
）
と
み
る
。 

五
念
門
は
善
男
子
、
善
女
人
の
実
践
行
と
み
る
。 

・
親
鸞
聖
人
は
五
念
門
を
修
行
す
る
主
体
は
如
来
、
法
蔵
菩
薩
と
み
る
。 
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〇 

曇
鸞
大
師
の
視
点
。  

・『
浄
土
論
註
』
は
、
五
念
門
の
う
ち
礼
拝
・
讃
嘆
・
作
願
の
三
念
門
は
衆
生
の
行
、 

後
の
二
念
門
の
観
察
・
回
向
は
如
来
（
法
蔵
菩
薩
）
の
行
と
み
る
。
曇
鸞
大
師
は
衆
生
と 

如
来
の
分
際 

を
明
確
に
分
け
る
。「
成
上
起
下
」
と
い
う
曇
鸞
大
師
独
特
の
表
現
。 

・「
世
尊
我
一
心  

帰
命
（
礼
拝
） 
尽
十
方 

無
碍
光
如
来
（
讃
嘆
）  

願
生
安
楽
国 

（
作
願
）」
。
こ
の
三
念
門
が
、
我
々
に
実
現
す
る
本
願
の
仏
道
。 

そ
れ
を
実
現
す
る 

た
め
に
、
仏
の
方
が
衆
生
を
「
観
察
」
し
て
浄
土
を
建
て
、
大
涅
槃
の
覚
り
を
名
号
に 

托
し
て
「
回
向
」
す
る
、
こ
の
「
観
察
」
と
「
回
向
」
と
は
如
来
の
仕
事
、
行
と
み
る
。 

（
延
塚
知
道
著
『
親
鸞
の
主
著
『
教
行
信
証
』
の
世
界
』
よ
り
取
意
。
ｐ
２
３
８
） 

 


